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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
巻

第
二
号

・
昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
四
十
九
年
三
月
五
日
受
付

原

著

慶
長
年
間
の
医
家
肖
像
二
点
の
考
案

(
施
薬
院
全
宗
と

一
鴎
軒
宗
虎
)

1
 

1
 

.，，，
，，
 

j

T

 

医
月

lま

じ

め

東
京
の
某
氏
が
戒
す
る
安
土
桃
山
時
代
の
名
医
、
施
薬
院
全
宗
と
一
鴎
軒
京
虎
の
肖
像
画
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
絹
地
若
色
の

も
の
で
法
体
の
坐
像
で
あ
り
、
画
家
は
だ
れ
か
不
明
だ
が
、
両
画
と
も
同
一
人
の
作
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
は
相
当
え
ら
い
商
人
で
あ
ろ
う
。

服
装
や
持
ち
物
が
互
い
に
少
し
く
ち
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
写
真
で
示
す
。
全
宗
の
ほ
う
は
額
に
鍛
が
あ
り
、
痩
せ
ぎ
す
で
、
か
な
り
老
齢

に
み
え
る
。
宗
虎
の
右
後
ろ
に
書
見
台
が
あ
り
、
聞
い
た
本
が
そ
の
上
に
乗
る
。
い
ず
れ
も
上
方
に
賛
丈
な
い
し
賛
詩
が
あ
る
(
図
三

・
阿
)。

全
宗
の
分
は
わ
り
あ
い
短
い
文
で
初
め
に
「
全
宗
法
印
写
像
」
と
あ
り
、
終
り
に
「
慶
長
四
年
十
二
月
十
日
」
と
あ
る
、
そ
の
聞
に
次
の
七
言

絶
句
が
あ
る
(
図
一

・
一一)。

「
第
六
識
似
有
分
別
、
元
不
動
浄
検
何
隔
、
四
大
毒
弛
既
離
散
、
九
識
心
王
自
然
楽
」

そ
の
第
二
句
の
元
と
隔
は
読
み
方
が
正
し
い
か
若
干
の
疑
問
が
あ
り
、
第
三
句
の
拙
は
蛇
の
俗
字
だ
と
い
う
。
慶
長
四
年
十
二
月
十
日
は
全

宗
の
殻
年
月
日
で
、
彼
の
享
年
は
七
十
四
歳
あ
る
い
は
六
十
九
歳
と
い
わ
れ
る
。
政
年
月
日
が
乙
乙
に
苦
か
れ
て
い
る
の
は
供
誕
の
意
味
で
と

の
詩
ハ
画
も
?
〉
が
苦
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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施
薬
院
全
宗
の
こ
と

藤
浪
剛
一
の
『
医
家
先
哲
肖
像
集
』
(
昭
和
十
一
年
〉

に
載
る
施
薬
院
全
宗
の
図
と
乙
の
度
の
も
の
と
を
比
較
す
る
と
、

顔
貌
は
か
な
り
よ

く
似
る
が
、
構
図
は
全
く
別
で
あ
る
。

全
宗
の
伝
は
す
で
に
多
く
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
乙
乙
で
は
浅
田
宗
伯
の
著
『
皇
国
名
医
伝
』
(
嘉
永
田
年
序
、

紹
介
す
る
(
原
漢
文
〉
。

施薬院全宗の肖像画幅図 1

同
五
年
刻
)

の
分
を
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施薬院全宗像の賛詩

「
施
薬
院
全
宗
は
近
江
の
入
、
丹
波
康
頼
の
後
、

金
宗
父
子
施
薬
院
使
た
る
を
以
て
、
因
て
以
て
氏
と

な
す
。
全
宗
初
め
叡
山
に
入
り
僧
と
な
る
。
後
舎
去

り
、
医
を
曲
直
瀬
正
鹿
初
代
道
三
に
学
ぶ
。
豊
臣
太

閣
に
仕
え
て
寵
あ
り
、
常
に
左
右
に
侍
す
。
天
正

中
、
施
薬
院
伎
に
任
じ
法
印
に
叙
す
。
孝
謙
帝
の
時

勅
し
て
施
薬
院
を
置
き
良
賎
の
疾
苦
を
済
ふ
。
後

廃
す
る
久
し
。
此
に
至
り
て
太
閤
奏
し
て
之
を
興

す
。
」
そ
れ
に
続
い
て
全
宗
の
子
秀
隆
も
秀
吉
の
恩

遇
を
・
つ
け
て
藤
原
姓
を
授
け
ら
れ
従
四
位
少
将
に
任

ぜ
ら
れ
て
、
緊
楽
の
宴
に
も
列
し
た
が
、
乙
の
秀
隆

図 2

は
先
だ
っ
て
殺
し
た
。
そ
乙
で
全
宗
は
宗
伯
を
養
っ

て
嗣
と
し
た
と
あ
る
。
ま
た
信
長
に
よ
っ
て
焼
打
さ

れ
た
比
叡
山
の
復
興
に
施
薬
院
全
宗
が
大
い
に
尽
力

し
た
こ
と
は
乙
の
伝
に
な
い
が
諸
舎
に
み
え
る
。

『
皇
国
名
医
伝
』
は
続
い
て
「
宗
伯
亦
た
近
江
の
人
、

市
去
資
隆
の
子
、
幼
に
し
て
一
鴎
宗
虎
(
伝
は
前
編

に
出
ず
)
に
育
は
る
。
因
っ
て
医
を
学
ぶ
。
全
宗
乞

う
て
之
を
子
と
す
。
慶
長
四
年
継
い
で
施
薬
院
伎
と
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一鴎事干宗虎の肖像画幅図 3

な
り
法
印
に
叙
す
。
神
祖
(
a

〕
家
康
の
ζ

と
)
雅
と
其
術
を
称
す
。
小
山
の
役
召
し
て
従
ふ
。
民
々
其
の
剤
を
服
す
、
公
族
疾
あ
る
侍
に
治
を
命

ず
。
子
に
応
じ
て
差
ゆ
。
特
に
邑
を
本
国
(
山
城
か
)
に
賜
る
。
神
祖
入
朝
駕
し
て
其
の
一
本
に
臨
し
、
衣
装
を
更
む
。
後
以
て
例
と
な
す
と
云

う
」
(
カ
ッ
コ
内
は
小
川
付
記
〉
と
あ
る
。
彼
の
著
書

『
撮
要
集
』

た
と
い
う
(
藤
浪
剛
一
『
医
家
先
哲
肖
像
集
』
第
六
八
ペ
ー
ジ
)
。

右
に
よ
り
京
都
の
三
宝
家
が
施
楽
院
を
代
々
祢
し
た
所
以
、
ま
た
一
一
闘
粁
京
氏
と
三
芸
家
と
の
関
係
が
察
知
さ
れ
る
。

は
南
条
宗
鑑
の
著
わ
し
た
も
の
を
宗
伯
が
増
補
修
正
し
て
刊
に
公
け
に
し

施
薬
院
に
つ
い
て
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右
の
浅
旧
宗
伯
の
文
で
施
楽
院
は
奈
良
時
代
の
孝
謙
帝
の
と
き
(
七
四
九

l
七
五
七
〉
に
で
き
た
と
あ
る
が
、
と
れ
は
用
明
天
皇
の
と
き
五

j

七
年
に
聖
徳
太
子
が
浪
華
K
四
天
王
寺
を
建
て
、
施
薬
院
な
ど
四
院
を
設
け
て
難
民
に
医
療
救
他
を
施
し
た
と
い
う
通
説
を
史
実
と
み
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
試
み
に
現
代
の
歴
史
家
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た
。
史
料
編
纂
所
の
弥
永
貞
三
氏
が
「
施
薬
院
」
の
題
下
で
「
病
者
を

施
療
し
飢
者
を
益
う
救
済
施
設
、
七
三

O
年
(
天
平
二
〉
光
明
皇
后
が
皇
后
宮
職
に
属
す
る
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
初
見
。
そ
の
後
政

府
の
所
管
に
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
八
二
五
年
(
天
長
二
〉
に
い
た
り
藤
原
冬
嗣
の
遺
志
に
よ

っ
て
施
薬
院
使
司
以

下
の
職
員
が
任
命
さ
れ
た
が
、
乙
の
施
設
は
藤
原
氏
一
門
の
救
済
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
院
使
は
藤
原
氏
の
氏
長
者
が
任
命
す
る
乙

と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
活
躍
し
た
か
不
明
で
あ
る
。
の
ち
豊
臣
秀
吉
が
復
興
し
、
ま
た
江
戸
幕
府
〈
養
生
所
〉
や
寺
院
に
も
同

名
の
施
設
が
お
か
れ
、
明
治
維
新
ま
で
つ
づ
い
た
が
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」

(
世
界
大
百
科
、

第
一
七
巻
、

一
九
七
二

と
あ
る

年〉。

中
野
操
氏
の
医
事
大
年
表
で
天
長
二
年
の
項
を
み
る
と
「
十
一
月
施
薬
院
伎
を
置
き
疾
病
を
救
療
せ
し
む
」

と
簡
単
に
載
っ
て
い
る
。

江
戸
幕
府
が
一
七
二
二
年
(
享
保
七
〉
以
後
小
石
川
英
国
内
に
設
け
て
い
た
養
生
所
は
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
が
、
乙
れ
は
単
に
形
式
的
な
も

の
と
は
い
え
な
い
。
入
院
病
者
数
や
経
費
な
ど
が
年
に
よ
っ
て
は
分
っ
て
お
り
、
盛
衰
は
あ
っ
た
が
国
立
の
施
療
病
院
と
し
て
百
五
十
年
続
い

た
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
鴎
軒
宗
虎
と
南
条
宗
鑑

つ
ぎ
に
一
鴎
軒
宗
虎
に
つ
い
て
調
べ
る
。
ま
ず
浅
田
宗
伯
の
『
皇
国
名
医
伝
』
前
編
(
明
治
六
年
版
〉
巻
之
下
に
あ
る
南
条
宗
鑑
の
伝
を
み

る
と
(
原
漢
文
)
、
「
南
条
宗
鑑
は
伯
警
の
人
、
少
に
し
て
京
師
に
遊
び
、
又
丹
波
に
之
き
、
名
医
如
意
庵
に
就
て
学
ぶ
。
後
に
越
前
人
一
栢
に

従
ひ
、
疑
義
を
質
し
、
撮
要
集
若
干
巻
を
著
す
。
術
遂
に
世
に
顕
は
る
。
子
無
し
、
従
子
京
虎
を
荏
い
て
嗣
と
な
す
。
宗
虎
又
一
一
闘
と
林
す
。

亦
た
医
を
せ
耳
目
す
。
豊
臣
氏
辞
し
て
医
官
と
な
す
。
朝
に
訪
ひ
て
法
眼
に
叙
す
」
と
あ
る
。
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定
士
川
瀞
は
『
日
本
医
学
史
』
(
第
二
三
四
|
五
ペ
ー
ジ
)

に
お
い
て
「
宗
鐙
が
如
意
庵
、

一
栢
等
に
従
ひ
て
医
を
修
め
た
り
と
言
ふ
は
、

そ
の
孫
宗
伯
ハ
後
の
施
薬
院
宗
伯
か
、
小
川
〉
の
と
と
を
誤
ま
り
伝
へ
た
る
な
り
」
と
浅
田
宗
伯
の
宗
鑑
伝
に
疑
問
を
投
じ
て
い
る
。

藤
井
尚
久
の
『
本
邦
(
明
治
前
〉
著
名
医
略
伝
』
(
昭
和
三
十
二
年
〉
で
南
条
宗
錐
は
「
伯
誉
の
人
、

一
鴎
軒
と
称
す
。

少
壮
に
し
て
京
師

に
遊
び
、
又
遍
ね
く
諸
家
を
歴
訪
し
疑
義
を
質
し
て
治
療
精
妙
の
名
を
得
た
り
。
「
撮
要
集
」
「
短
要
方
」
「
撰
集
婦
人
方
」
等
を
著
わ
す
。

殊

に
「
婦
人
方
」
は
我
国
婦
人
科
専
門
書
の
哨
矢
と
す
:
:
:
嗣
宗
虎
(
一
鴎
と
号
す
)
亦
名
あ
り
」
と
あ
る
。

富
士
川
瀞
が
宗
鑑
伝
で
述
べ
た
疑
問
の
一
部
を
こ
乙
で
考
慮
す
る
と
、
「
越
前
人

一
栢
」

は
一
乗
谷
の
谷
野

一
栢
に
ち
が
い
な
い
。

一
栢
が

朝
倉
氏
に
招
か
れ
て
一
乗
谷
の
城
下
に
来
た
の
は
天
文
元
年
(
一
五
三
二
)
と
い
う
の
で
、

「
宗
鑑
の
孫
宗
伯
」

が
後
の
施
薬
院
宗
伯
と
す
る

と
、
と
の
宗
伯
は
寛
文
三
年
(
一
六
六
三
)
八
十
八
歳
で
投
と
い
う
の
で
、
生
れ
は
一
五
七
六
年
ご
ろ
と
推
測
さ
れ
、
乙
の
宗
伯
が
一
栢
か
ら

直
接
に
学
ん
だ
可
能
性
は
少
な
い
と
お
も
う
。

宗
虎
肖
像
の
賛
文
賛
詩
に
つ
い
て

一
鴎
粁
宗
虎
の
肖
像
画
の
上
方
に
あ
る
文
と
詩
(
図
四
〉
は
左
が
わ
か
ら
始
ま
る
縦
書
き
の
す
こ
ぶ
る
達
筆
で
、
私
に
は
読
解
し
難
い
所
が

多
い
が
、
右
端
の
二
行
は
「
慶
長
三
年
竜
集
戊
成
菊
月
如
意
珠
日
」

と

「
前
住
東
福
後
住
南
禅
惟
杏
受
永
哲
題
(
そ
の
下
に
捺
印
二
つ
〉
」
と

あ
る
の
で
、
禅
僧
の
永
哲
が
慶
長
三
年
(
一
五
九
八
〉
九
月
に
書
い
た
と
と
が
わ
か
る
。
賛
文
は

「
瑞
松
院
渓
隠
宗
虎
法
眼
者
洛
柄
之
良
医
也
、
養
父
一
鴎
軒
宗
鑑
翁
、
平
土
日
就
二
子
東
山
一
筆
月
舟
大
和
尚
一
、
正
ニ
医
編
之
舛
二

若
v
靖
二
除

「
常
詳
医
編
勤
衆
聴
、
願
神
妙
術
制
頚
齢
、
瑞
松
繁
茂
幾
孫
葉
、
恰
似
蘇
門
慈
烏
苓
」

と
あ
る
。
終
り
の
五
字
は
意
味
が
よ
く

掴

め

な
い
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医
林
郭
霧
ユ
矢
、
雄
ν
然
治
ν
病
則
不
ν
本
二
子
古
方
-
、
定
医
師
之
尤
也
、
法
眼
自
v
幼
随
=
養
父
-後
雪
孜
々
、

不
v
堕
ニ
箕
護
-、

海
内
士
山
v
医
者
、

挙
ν
時
謄
望
容
暖
失
、
謂
之
父
子
不
伝
真
妙
訣
乎
、
縦
僧
千
免
錐
ν
賛
ν
之
、
何
尽
ニ
万
之
乙
-哉
、

の
綴
ニ
四
七
卑
詞
-式
麓
遠
大
云
」

と
あ
り
、

そ
の
あ
と
賛
詩
は



が
、
蘇
門
は
中
国
の
名
山
、
慈
烏
は
カ
ラ
ス
で
孝
行
を
意
味
し
、
苓
は
薬
草
の
ア

マ
ギ
(
甘
草
〉
を
指
す
と
辞
書
に
あ
る
。

一
鴎
軒
南
条
宗
虎
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の
医
業
を
讃
え
る
文
と
詩
で
あ
り
、
宗
虎
の
益
父
南
条
宗
鍛
が
東
山
(
洛
東
山
建
仁
禅
寺
)
の
一
撃
月
舟
大
和
尚
に
医
蓄
を
学
ん
だ
と
い
う
ζ

と
が
注
目
さ
れ
る
。

建
仁
寺
の
月
舟
に
つ
い
て

『
本
朝
高
僧
伝
』
に
よ
る
と
月
舟
は
建
仁
寺
の
禅
僧
で
、

寿
枝
と
い
い
、
字
が
月
舟
、
別
号
は
幻
雲
、
近
江
の
人
で
あ
る
。
正
中
首
座
の
法

を
嗣
い
だ
。
正
中
は
古
先
元
の
法
嗣
で
あ
り
、
古
先
は
元
に
入
っ
て
中
峰
和
尚
の
法
を
承
け
た
。
寿
桂
は
初
め
越
の
弘
祥
、
善
応
の
二
寺
に
往

し
永
正
中
に
京
都
建
仁
寺
に
移
る
。

一
住
二
十
五
年
、
晩
年
一
筆
庵
に
退
居
し
、
天
文
二
年
十
二
月
八
日
寂
す
、
寿
欠
く
。
蒋
作
語
録
並
に
幻

市
長
集
あ
り
」
と
い
う
。
建
仁
寺
の

一
華
庵
は
い
ま
の
両
足
院
で
あ
る
と
谷
沢
尚
一
氏
に
教
え
ら
れ
た
。

宗
虎
像
の
賛
文
に
よ
り
建
仁
寺
の
僧
月
舟
の
存
在
が
医
学
史
上
に
浮
び
で
る
の
で
あ
る
。
堺
の
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
日
本
最
初
の
医
書
出
版
と

し
て
明
の
熊
均
の
『
医
智
大
全
』
の
後
刻
を
遂
げ
た
と
き
、
月
舟
大
和
尚
は
大
永
八
年
(
一
五
二
八
)
戊
子
七
月
付
で
政
文
を
苦
い
て
い
る
。

月
舟
は
朝
倉
氏
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
谷
野
一
栢
が
一
乗
谷
で
朝
合
孝
去
の
支
援
で
成
し
と
げ
た
『
八
十
一
難
経
』
の
出
版
(
日
本

で
二
番
目
に
古
い
医
書
刊
行
〉
に
も
月
舟
の
影
響
が
多
少
と
も
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
乙
の
難
経
出
版
は
天
文
五
年
〈

一
五
三

六
)
で
あ
り
、
月
舟
は
そ
の
三
年
前
に
殻
し
て
い
た
。

月
舟
の
著
作
「
幻
雲
稿
」
、
「
幻
雲
詩
稿
」
、
「
月
舟
和
尚
語
録
」
、
「
幻
雲
文
集
」
は
『
続
群
書
類
従
』
の
第
三
四
二
巻
に
載
っ
て
い
る
。
偉
い

学
者
で
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
医
事
に
関
係
す
る
も
の
は
少
な
い
が
、
「
幻
雲
文
集
」
の
「
賛
雪
苓
老
人
所
蔵
神
良
像
」

lま
ー寸

医

者
意
也
、
以
此
心
伝
此
心
、
乃
医
之
秘
訣
也
、
故
不
参
心
宗
、
則
医
術
不
可
得
而
伝
駕
。
宮
本
安
公
老
人
、
仏
心
宗
也
、
就
大
医
院
上
池
定
国

公
、
而
学
剤
和
法
、
定
国
亦
是
心
宗
徒
也
、
授
受
之
密
可
知
駕
耳
、
・
・
:
」
と
あ
り
、
仏
心
と
医
心
の
合
一
を
説
い
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
ま

た
同
じ
文
集
に
は
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
復
刻
『
医
古
大
金
』

K
月
舟
の
書
い
た
肢
も
載
っ
て
い
る
。



東
福
寺
の
一
永
哲
に
つ
い
て

さ
て
、
宗
虎
像
に
賛
を
4

省
い
た
永
哲
は
東
福
寺
第
二
一
八
世
で
、
慶
長
十
八
年
六
月
十
二
日
寂
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
秀
吉
の
側
近
に
仕
え
て

文
書
の
こ
と
を
掌
っ
た
榔
憎
の
一
人
で
あ
り
、
文
禄
の
役
に
際
し
て
は
ま
ず
名
護
屋
の
本
営
に
あ
り
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
朝
鮮
に
渡
っ
た
。
宿

麓
稿
と
題
す
る
記
録
が

『
続
群
帝
国
類
従
』
の
第
三
五
六
巻
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
乙
れ
は
従
軍
し
て
半
島
の
諸
地
を
ま
わ
っ
た
宿
麓
俊
岳

英
納
と
い
う
一
禅
僧
の
詩
文
集
で
あ
る
が
、
そ
の
終
り
に
文
禄
三
年
甲
午
春
辰
の
日
付
で
前
住
東
福
後
住
南
禅
惟
杏
史
永
哲
が
短
い
文
章
を
昔

い
て
い
る
。

そ
の
中
で
永
哲
が
「
太
閣
の
命
に
応
じ
て
海
を
超
え
、
:
:
:
釜
山
浦
に
留
滞
す
る
こ
と
数
月
」
で
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。
ま
た

『日
本
時
代
史
』
(
早
稲
田
大
学
出
版
部
)
の
第
八
巻
第
四
一
一
ペ
ー
ジ
に
秀
吉
が
朝
鮮
役
の
た
め
九
州
に
ゆ
く
と
き
東
福
寺
の
僧
永
哲
ら
を
伴

な
っ
た
と
あ
る
。

『
太
閤
史
料
集
』
(
昭
和
四

O
年
、
人
物
往
来
社
発
行
)
の
第
一
九
九
|
二

O
五
ペ
ー
ジ
に
秀
吉
入
唐
人
数
の
次
第
が
載
り
、
そ
の
十
三
番
御

く
す
し
衆
と
し
て
施
薬
院
(
全
宗
)
、
竹
田
法
印
(
定
加
)
、
臨
庵
(
半
井
瑞
策
〉
、
盛
法
印
(
盛
方
院
坂
浄
珍
)
、
道
三
法
印
(
曲
直
瀬
玄
朔
迫

三〉
、
幽
庵
(
坂
浄
鹿
〉
、

一
鴎
(
南
条
宗
虎
)
、
大
一
坊
(
?
〉
の
八
人
の
名
が
で
て
い
る
(
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
小
川
の
推
定
で
あ
る
)
。
名
護

屋
の
本
陣
ま
で
秀
吉
に
随
行
し
た
医
師
は
乙
の
人
々
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

中
野
操
氏
の
医
事
大
年
表
の
天
正
十
五
年
三
五
八
七
〉
の
項
に
、
乙
の
年
十
月
十
四
日
に
投
し
た
伊
勢
の
人
、
片
山
宗
仙
が
壮
年
京
都
に

て
南
条
宗
虎
の
門
に
入
り
、
天
正
十
一
年
秀
吉
の
侍
医
に
な
っ
た
と
あ
る
。

乙
の
年
表
で
宗
虎
の
名
が
で
る
唯
一
の
個
所
で
あ
る
。

聾

盲

記

よ

り

ま
た
足
利
学
校
に
幻
芸
寿
桂
撰
述
の
「
史
記
抄
」
が
所
蔵
さ
れ
る
と
聞
い
た
の
で
、
そ
の
現
行
蔵
書
目
録
を
み
る
と
「
史
記
抄
」
〈
桃
源
抄
、

幻
芸
抄
、
乱
綴
)
江
戸
初
写
と
あ
る
。
そ
し
て
桃
源
は
後
述
の
聾
盲
記
の
一
月
廿
七
日
の
条
に
相
国
寺
の
長
老
な
り
と
あ
る
。

樋
口
誠
太
郎
氏
よ
り
『
聾
宵
記
:
:
:
永
正
医
師
保
一山

n双
記
』
と
い
う
坪
井
九
馬
三
、
口
下
究
校
訂
の
一
古
を
見
せ
ら
れ
た
。
永
正
十
七
年
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(
一
五
二

O
〉
の
日
記
で
、
宗
鑑
ハ
施
薬
院
〉
の
子
、
保
房
(
ま
た
聾
盲
と
名
づ
く
、
乙
の
記
録
の
作
者
な
り
、
そ
の
弟
見
孝
は
北
山
本
願
寺
の

僧
〉
と
あ
る
。
中
野
氏
の
大
年
表
一
五
一
九
年
の
項
に
「
和
気
明
重
投
、
施
薬
院
使
典
薬
頭
、
晩
年
剃
髪
シ
テ
宗
鑑
ト
称
ス
」
と
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
半
井
明
重
で
あ
り
、

一
鴎
軒
南
条
宗
鑑
と
は
別
人
で
あ
る
。

襲
盲
記
の
中
で

一
月
廿
七
日
に
易
の
ζ

と
、
「
徳
大
寺
相
国
(
相
国
寺
の
長
老
桃
源
に
易
を
受
け
た
〉
モ
比
理
ハ
一
向
如
ν
盲
眼

J

也
、
就
ν
其

当
時
一
栢
ト
云
僧
ア
リ
、
鎌
倉
学
問
ヲ
ス
ル
者
也
。
易
ヲ
学
ス
卜
也
、

災
(
災
疑
炎
靴
)
上
ス
ル
也
、
此
一
栢
ハ
医
書
ヲ
モ
読
也
、
彼
エ
チ
ノ
易
ヲ
取
利
ス
ト
也
。

建
仁
寺
ノ
月
舟
モ
此
者

ニ
受
J
易
ヲ
也
、

ウ
ク
ル
間

ニ
越
前

ニ
ア
ル
寺

廿
八
日
、
見
孝
越
州
へ
罷
下
也
、
見
孝
ハ
余
カ
弟
。
三
月
廿
六
日
、
予
カ
妹
去
月
晦

ニ
嫁
ス
ル
也
、
祝
著
々
々
、
越
州
ノ
新
城
ト
云
所
也
。

卯
月
四
日
、

一
昨
夜
ノ
夢

ニ
予
下
J
通
州
ノ
一
乗
谷
二

拝
J
一
老
父
J

申
ス、
巴
一
-
市
テ
老
父
ノ
日
予
汝

ニ
授
ヶ
ン
二
脈
之
秘
用
J
、
然
処
ュ
愚
拙
歓

喜
ス
ル
也
、
不
審
ナ
ル
事
一
二
句
尋
、
不
申
卜
夢
ル
也
、
祝
著
無
中
量
也
、
今
案
ス

ル
ニ
短
夜
ナ
ル
間
夢
ノ
早
ク
覚
テ
シ
カ
/¥
ト

モ
不
J
授ヵ

事
千
万
口
惜
也
。

五
月
四
(
?
)
日
、
又
云
、
予
カ
老
父
宗
鑑
(
品
川
余
歳
ノ
時
)
鞍
馬
へ
参
リ
飯
酒
過
多
、
骨
ヲ
折
、
山
上
山
下
ヲ
登
走
シ
給
フ
ノ
処

ニ
俄
ニ

虫
胸
へ
上
リ
吐
逆
無
正
鉢
、
種
々
薬
ヲ
服
用
シ
給
へ
共
都
而
吐
逆
シ
給
以
外
勝
事
一
大
事
ナ
リ
シ
処

ニ
妙
香
円
ヲ
服
シ
テ
御
覧
シ
タ
レ
ハ
不
吐

シ
テ
御
タ
モ
チ
ア
ル
也
、
重
而
服
用
シ
給
へ
ハ
虫
落
入
也
。
(
妙
香
円
|
世
俗
奔
走
之
治
蜜
乱
心
腹
痛
虫
積
上
攻
或
ハ
炎
暑
卒
時
煩
熱
吐
逆

ニ

モ
用
之
〉

当
時
の
医
方
の

一
端
を
知
る
と
共
に
、
建
仁
寺
の
月
舟
が
鎌
倉
学
聞
を
し
た
一
栢
に
易
を
学
ん
だ
乙
と
、
和
気
家
が
越
州
と
深
い
関
係
を
も

つ
乙
と
が
注
目
さ
れ
る
。

中
野
操
氏
の
大
年
表
一
五
五
九
年
の
項
に
和
気
明
孝
が
十
月
四
日
、
七
十
歳
で
残
し
た
。

施
薬
院
使
、

侍
医
典
薬

頭
、
宮
内
少
輔
等
を
歴
任
、
後
剃
髪
し
て
宗
乗
と
称
し
た
と
あ
る
の
が
、
乙
の
保
房
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
知
り
た
い
と
お
も
う
。

ま
た
『
多
聞
院
日
記
』
の
天
正
十
七
年
十
一
月
期
日
の
条
に

「
医
士
ノ
師
匠
一
鴎
軒
ト
テ
実
名
ハ
宗
席
ト
云
五
十
九
歳
、
無
比
類
名
医
賢
仁
也
云
々
、
今
度
京
都
ノ
医
者
六
人
法
印

ニ
被
任
了、

其
随
一
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也
、
法
印

ニ
ナ
レ

ハ
無
ハ

院
号
不
叶
、
依
之
一
鴎
粁
ハ
春
池
院
ト
号
ス
」
。
服
部
敏
良
氏
は
こ
の
宗
腐
を
南
条
宗
鑑
の
子
と
し
て
い
る
。

の
宗
虎
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
法
眼
と
法
印
の
ち
が
い
、
ま
た
院
号
も
異
な
っ
て
い
る
。

益
子

お

わ

り

初
見
の
医
家
肖
像
図
二
点
は
施
薬
院
全
宗
と
一
鴎
軒
南
条
宗
虎
を
示
す
も
の
で
、

前
者
は
慶
長
四
年
十
二
月
の
日
付
を
も
っ
た
賛
詩
が
あ

り
、
後
者
は
慶
長
三
年
九
月
に
書
い
た
禅
僧
永
哲
の
賛
文
賛
詩
が
あ
る
。
特
に
後
者
の
文
章
に
よ
り
戦
国
時
代
の
医
学
が
禅
宗
の
僧
侶
と
深
い

つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
を
推
測
し
、
建
仁
寺
の
僧
月
舟
が
医
を
講
じ
て
い
た
こ
と
等
を
知
っ
た
。

乙
の
調
査
は
文
献
の
渉
猟
な
ど
の
点
で
、
ま
だ
甚
だ
不
備
で
あ
る
が
、
す
で
に
例
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
の
話
を
一
応
整
え

て
と
の
文
を
情
聴
っ
た
の
で
あ
る
。

多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
石
田
幹
之
助
氏
、
谷
沢
尚
一
氏
、
樋
口
誠
太
郎
氏
に
深
謝
し
て
い
る。
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69). The word "~eyakuin 姉 became tI1ereafter the famiiy name for the descendants of Zenso through the 

Tokugawa era. 

Ichioken Soko is less known in the medical history of ]apan. He too served as a court physician 

to Hideyoshi， and accompanied this mighty r111er to Nagoya of Hizen Province at the time of the ]apan-

ese invasion into Korea in 1592. His father-in-law， Sokan Nanjo， was a more famous doctor， who wrote 

some significant medical books， "Setsuyoshu"， "Tanyoho"， "Senshu-Fl1jinho" etc. The last mentioned 

is said to be the oldest book of gynaecology in ]apan. 

From the sentences attached to the portrait of Ichioken Soko， it is especially noticeable， that 

Sokan Nanjo， Soko's father， studied medicine in his youth under Ikka Gesshu， a prominent Zen-priest 

of the Kenninji-Temple in Kyoto， and the author is interested by the fact， that Gesshu had an intimate 

connection with Ippaku Tanino of Ichijodani of Echizen Province. Ippaku was a famous doctor， formerly 

a priest， and he succeeded in printing in 1592 the precious medical book "Eighty-One Nangyo" by support 

of thc provincial lord， Takakage Asakura. 

In this article a short history of Seyakuin， the national charity hospital of ]apan is mentioned， 

and some e妊ortswere made to elucidate the biography of Eitetsu， a Zen-priest in Kyoto， who wrote in 

1598 the sentences and poem of praise to the portrait of Ichioken Soko. It is known， that Eitetsu accom. 

panied Hideyoshi to Nagoya in Hizen Province， and he went then overseas to Korea， staying several 

months in Pusan. He died in 1613 at an unknown age. 
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日
本
医
史
学
権
誌

-m二
十

巻

第
二
号
・
昭
和
四
十
九
年

四

月

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
二
十
点
目
受
付

江
馬
塾
に
よ
ぶ
け
る

『扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
需
要

(上
)

片

桐

男

目

次

緒

言

江
馬
信
成
の
塾

江
馬
信
成
宛
緒
方
洪
庵
書
翰
十
通
(
以
上
本
号
)

『扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
刊
行
を
め
ぐ
っ

て
へ
以
下
次
号
)

そ
の
刊
行
経
過
に
つ
い
て

常
製
本
と
薄
紙
摺
本
と
そ
の
売
価

江
馬
裂
の
盛
況

2 
四

緒

言

大
坂
の
緒
方
洪
庵
か
ら
美
濃
大
垣
の
江
馬
信
成
に
宛
て
た
書
翰
十
通
の
判
読
の
機
を
得
た
。

乙
の
十
通
の
書
翰
は
、
い
ず
れ
も
江
馬
信
成
か

ら
緒
方
洪
路
に
対
し
て
洪
胞
の
代
表
的
訳
著

『
扶
氏
経
験
逃
訓
』
と

『
病
学
通
論
』
を
社
中
の
前
め
に
応
じ
て
斡
旋
す
べ
く
発
注
し
た
乙
と
に

対
す
る
返
信
で
あ
る
。

そ
乙
で
、
乙
の
十
通
の
苫
翰
を
検
す
る
と
、
緒
方
洪
庵
の

『
扶
氏
経
験
追
訓
』
の
刊
行
経
過
に
つ
い
て
、
従
来
十
分
詐

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
過
程
を
補
促
し
得
る
点
な
ど
が
み
ら
れ
、
他
の
江
馬
家
史
料
と
併
せ
み
る
と
江
馬
信
成
の
代
に
お
け
る
江
馬
塾
の

盛
況
振
り
の
一
端
を
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
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江
馬
信
成
の
塾

llß~ 

緒
方
洪
庵
の
書
翰
の
宛
先
人
で
あ
る
江
馬
信
成
は
医
家
と
し
て
砂
江
馬
家
第
五
代
の
人
で
あ
る
か
名
を
元
義
と
い
い
、
信
成
は
そ
の
字
で
あ

嫡
子
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
七
年
六
月
二
十
五
日
、
四
十
九
歳
で
殻
し
た
人
で
あ
る
。

る
と
と
も
に
通
称
で
も
あ
っ
た
。
の
ち
春
齢
の
通
称
を
襲
っ
た
。
字
荘
と
固
守
し
た
。
文
政
九
年
ハ
一
八
二
六
)
八
月
二
十
七
日
、
四
代
元
益
の

元
恭
(
蘭
斎
〉
、
元
弘
、
元
益
(
活
堂
)
と
続

元
澄
、

い
た
塾
を
引
き
継
い
だ
信
成
も
ま
た
そ
の
塾
を
経
営
し
て
診
療
と
子
弟
の
教
導
に
従
事
し
た
。
直
接
に
は
彼
の
先
代

・
江
馬
元
益
(
春
齢

・
藤

渠

・
活
堂
〉
か
ら
家
督
を
継
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
格
物
堂
塾
の
経
営
も
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
以
下
に
述
べ
る
洪
庵
書
翰
の
年
代
で
あ
る
安
政
、
万
延
、
文
久
年
間
の
江
馬
塾
を
み
る
と
、
塾
主
江
馬
元
益
は
す
で
に
高
齢
に
達

し
、
万
延
元
年
に
は
喜
寿
を
迎
え
る
老
境
K
あ
っ
た
。
信
成
は
三
十
歳
代
に
達
し
、
四
方
と
の
交
際
も
展
開
さ
れ
る
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
。
塾

生
も
ま
た
、
『
門
人
姓
名
録
』
に
よ
れ
ば
、

安
政
年
間
の
入
門
者
三
十
七
名
、

万
延
年
間
九
名
、
文
久
年
間
二
十
七
名
と
い
う
多
き
を
数
え
て

い
た
。
緒
方
洪
庵
と
江
馬
信
成
と
の
親
交
は
、
実
に
、
と
の
よ
う
な
時
期
に
深
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

江
馬
信
成
宛
緒
方
洪
庵
書
翰
十
通

緒
方
洪
庵
の
書
翰
十
通
に
は
す
べ
て
発
信
年
の
記
載
は
な
く
、
月
日
の
み
し
か
み
え
な
い
。
そ
乙
で
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
内
容
考
証
に

も
と
.
つ
い
て
、
お
よ
そ
の
順
序
関
係
を
つ
け
て
、
判
読

・
掲
出
し
て
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
書
翰

過
日
は
御
念
書
被
ν
下
恭
拝
見
、
時
下
甚
寒
之
節
御
座
候
処
、
先
以
御
全
家
御
揃
、
愈
御
多
祥
被
ν
成
一
一
御
起
居
-泰
ニ
大
賀
-候
、
随
而
拙
家

一
同
無
異
依
v
旧
申
候
、
乍
ν
惇
御
省
念
可
ν
被
ν
下
候
、

然
は
拙
著
扶
氏
遺
訓
毎
と
多
分
-
一
御
世
話
被
ν
下
奉
一
多
謝
一候
、
二
朕
三
軟
弐
十
部

代
六
両
壱
分
御
贈
被
v
下
、
恭
槌
ェ
入
手
仕
候
、
第
四
軟
も
冬
中
卒
業
之
積
ニ
御
座
候
処
、
今
少
し
出
来
仕
か
ね
、

春
日
早
と
に
は
卒
業
と

奉
ν
存
候
、
出
来
次
第
差
上
可
ν
申
候
問
、
其
節
は
又
と
宜
敷
御
頼
申
上
候
、
右
御
礼
早
t
可
ν
呈
哲
之
処
、

第
四
秩
出
来
之
上
と
存
、

タト



延
引
御
仁
恕
可
ν
被
ν
下
候
、
末
翠
乍
ν
樺
御
大
人
様
へ
も
宜
ク
可
-
丙
上
一
可
v
被
ν
下
候
、
平
々
不
乙

十
二
月
廿
日

緒

方

洪

庵

〆

江
馬
信
成
様

尚
々
、
時
候
千
万
御
自
愛
所
ν
祈
御
座
候
、
以
上

第
二
書
翰

乍
ν
惇
御
安
襟
可
v
被
ν
下
伎
、

年
始
久
と
風
邪
平
臥
罷
在
、
意

円
高
さ

外
之
御
無
音
無
一
一
申
訳
-
次
第
御
海
恕
可
v
被
ν
下
候
、
造
訓
第
六
軟
出
来
ニ
付
一
本
呈
上
、
別
ニ
先
ッ
十
部
丈
差
出
申
候
、
御
入
用
機
、
早
E

一
番
拝
啓
、
春
寒
未
退
か
ね
候
処
、
愈
御
佳
適
被
ν
成
ニ
御
起
居
-奉
ν
賀
候
、

旧
蝋
ハ
御
念
書
被
v
下
、
書
物
料
弐
百
疋
御
送
り
被
ν
下
、
有
難
入
手
仕
候
、

随
而
拙
家
老
少
無
異
送
光
、

早
と
御
礼
も
可
v
呈
筈
之
処
、

、被
ニ
仰
下
-
度
、
早
速
差
出
可
ν
申
候
、

宜
ク
御
頼
申
上
候
、

毎
と
御
手
数
相
懸
ケ
候
義
、

御
気
之
毒
千
万
奉
ν
謝
候
、

右
得
ニ
貴
志
-度
草
t

如
ν
此
御
座
候
、
尚
為
ν
道
為
ν
人
千
万
御
自
愛
所
ν
祈
候
、
草
々
不
乙

二
月
廿
二
日

緒

方

設.

庵

江
馬
信
成
様

第
三
書
翰

春
暖
之
時
節
、
愈
御
佳
適
可
ν
被
ν
成
一
一
御
起
居
-奉
v
賀
候
、

然
者
過
日
拙
著
遺
訓
第
六
軟
十
一
部
差
出
申
候
、

定
而
御
入
手
-一
相
成
候
義

と
奉
ν
存
候
、
第
七
朕
も
出
来
ェ
付
、
又
E
十
一
部
差
出
申
候
、
宜
ク
御
願
申
上
伎
、
尚
亦
御
入
用
高
被
ニ
仰
間
一可
v
被
ν
下
候
、
用
事
ノ
ミ
、

草
々
頓
首三

月
十
三
臼

緒

方

鋲:

庵

江
馬
信
成
椋

第
図
書
翰
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窄
帖
恭
拝
見
仕
伎
、
如
V
A
K

清
和
之
時
節
、
先
以
愈
御
佳
適
被
ν
成
-
み
仰
起
川
出
二

珠
ニ
先
般
ハ
御
大
人
総
御
願
巾
似
通
御
致
仕
ニ
相
成
、
大

兄
御
家
督
無
ご
相
違
一被
ν
為
一
一
仰
蒙
一候
よ
し
、
千
と
万
E
奉
二
大
賀
-候
、
随
而
拙
家
長
少
無
事
、
乍
レ博
御
安
襟
可
ν
被
レ
下
候
、
拙
著
毎
と
御

120 

注
文
被
二
仰
下
一
泰
ニ
多
謝
一
候

Jld 

訪11

一
四
六
七
薬

弐
部
ツ
』

通
論

τまコf

壬ヨ

部

〆
十

一
般

右
飛
脚
便

ニ
差
出
申
候
、
御
入
手
可
ν
被
v
下
候
、
初
二
五
都
合
三
編
は
切
〆
ニ
付
、
製
本
出
来
次
第
早
々
差
出
可
ν
巾
候
、
乍
ν
序
申
上
候
造

ハ
ホ
ン

訓
料
之
事
、
社
中
へ
ハ
全
部
の
価
、
巳
来
金
一
両
と
定
メ
申
候
、
左
様
御
承
引
可
ν
被
ν
下
校
、
但
し
端
本
は
算
用
六
ケ
敷
候
問
、
ヤ
ハ
リ
定

価
通
り
-
一
致
し
申
候
、
己
来
ハ
其
思
召
ニ
て
御
取
計
可
ν
被
ν
下
候
、
御
家
督
之
御
祝
、
何
乎
呈
し
度
奉
ν
存
似
へ
共
、
遠
一
路
不
ν
任
一
一
心
底
一
、

乍
二
失
敬
一食
末
之
至
候
へ
共
、
御
肴
料
壱
封
呈
し
申
候
、

御
笑
留
被
ν
下
候
ハ
、
大
幸
之
主
御
座
依
、

筆
末
乍
ν
樽
御
大
人
様
へ
も
可
ν
然
主

ク
御
欽
被
一
一
仰
上
一
可
ν
被
ν
下
候
、
草
E

不
備

四
月
十
四
日

お旨

方

洪

1ft 

江
馬
春
齢
様

尚
々
、
時
令
千
万
御
自
主
所
ν
祈
候
、
以
上

第
五
書
翰

廿
二
日
之
華
簡
恭
拝
見
如
ν
食
薄
暑
之
時
節
、
愈
御
佳
適
泰
ν
賀
候
、
過
日
も
念
書
被
ν
下
、
殊

被
ν
下
茶
泰
ν
謝
候
、
書
価
弐
両
弐
歩
鑓

ニ
入
手
、
毎
々
御
手
数
恐
入
申
候
、
早
々
御
礼
書
も
可
ν
呈
筈
之
処
、
病
用
ェ
て
備
前
迄
罷
下
り
、

一
柊
レ
汽
い
入
ν
今
、桐
首
.
平
料
官
官
叫
判
御
烹
投

久
と
留
守
、
漸
ク
此
頃
帰
坂
い
た
し
候
次
第
、
延
引
御
海
恕
可
レ
被
ν
下
候
、
此
度
御
中
越
被
ν
下
候
分
、
左
之
通
り
差
出
申
候

遺
司11

全
部
八
軟

H 

初
篇
一
般



// 

薬
方
一
般

8 

五
篇
一
一
軟

H 

六
篇
二
軟

H 

七
篇
二
峡

〆

十
五
朕

宜
ク
御
取
計
可
ν
被
v
下
候
、
価
之
事
御
尋
被
ν
下
、
是
ハ
袋

ニ
朱

ェ
て
記
し
在
v
之
候
、

但
し
薬
方
ハ
ム
ハ
匁
と
記
し
有
ν
之
候
へ
共
、

一
朱
も

御
算

=
て
よ
ろ
し
く
、
是
銀
之
算
ハ
御
面
倒
と
奉
ν
存
候
、
右
御
礼
芳
早
々
如
ν
此
御
座
候
、
草
と
不
乙

四
月
廿
九
日

洪

}1¥正

j戎

様

第
六
書
翰

過
日
は
御
念
書
被
ν
下
、
恭
拝
調
、
時
下
寒
気
逐
日
増
加
之
処
、

〈
俄
損
)

し

一

拙
生
事
七
月
来
久
と
不
快
、
執
筆
も
成
り
か
ね
、
漸
t
此
頃
全
快
い
た
し
岐
仕
合
、
怠
外
之
御
無
背
無
-
hア
訳
}次
第
、
御
仁

御
全
家
御
揃
愈
御
佳
適
被
ν
成
ニ
御
起
居
一奉
ν
賀
候
、

拙
著
御
入
用
之
よ

恕
可
ν
被
ν
下
候
、
即
御
申
越

ニ
随
而

扶
氏
遺
訓

全
部

病
学
通
論

部

附
録
も
右
病
気
等

ェ
て
延
引

ニ
相
成
居
候
処
、
漸
ク
此
頃
出
来
上
り
候
ニ
付
、

一
本
呈
上
仕
伎
、
御
笑
留
可
ν
被
v
下
候
、
兎
角
校
合
不
行
届

と
奉
v
存
候
、
御
心
附
も
御
座
候
ハ
、

、
御
校
正
奉
ν
願
位
、
御
社
中
御
入
用
も
候
ハ

、
御
申
越
可
ν
被
ν
下
候
、
早
々
御
送
り
可
-
肩
上
一
候
、

右
乍
ニ
延
引
-
御
礼
努
早
々
如
v
此
御
座
伎
、
草
々
不
備

十
一
月
廿
五
日
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洪

緒ー

方

庵



江
馬
春
齢
様

尚
々
為
ν
道
為
ν
人
千
万
御
自
重
所
ν
祈
御
座
候
、
乍
ν
惇
御
大
人
様

へ
も
可
ν
然
宜
ク
御
申
上
可
ν
被
ν
下
候
、
以
上

第
七
書
翰

春
嬉
芽
出
度
申
収
候
、

先
以
御
全
家
御
揃
愈
御
佳
適
被
v
成
ニ
御
迎
陽
-欣
快
之
至
奉
ν
賀
候
、
随
而
拙
家

一
同
無
異
重
ニ
奴
齢
一候
、

御
省
念
可
ν
被
ν
下
候
、
旧
践
は
御
念
書
被
ν
下
奉
ご
多
謝
-候
、
其
節
被
ニ
仰
下
-
候
薄
紙
摺
遺
訓
壱
部
飛
脚
便

ェ
差
遣
申
候
、
御
入
手
可
ν
被
v

下
候
、
定
価
ハ
書
林

ニ
て
ハ
銀
三
枚
と
申
ス

ェ
候
へ
共
、
勘
定
面
倒
-一
候
問
、
金

一
両
三
分
と
定
メ
社
中

ェ
分
配
さ
し
居
申
候
、
左
様
御
承

引
可
ν
被
ν
下
候
、
右
年
始
御
祝
詞
相
兼
草
と
如
ν
此
御
座
候
、
尚
永
日
万
E
可
v
申
候
、
草
々
恐
と
不
備

正
月
九
日

緒

方

供

庵

江
馬
信
成
様

尚
々
春
寒
折
角
御
自
愛
所
ν
祈
御
座
候
、
以
上

第
八
書
翰

春
嬉
芽
出
度
申
収
候
、

先
以
御
全
家
御
揃
愈
御
佳
適
被
ν
成
-
一
御
迎
陽
-欣
然
之
至
奉
ニ
大
賀
-候
、

随
而
拙
家
老
少
無
異
重
二
奴
齢
-申
候
、

乍
v
俸
御
省
慮
可
ν
被
ν
下
候
、
旧
離
は
御
念
書
被
ν
下
、
殊
工
首
籍
料
壱
両
弐
歩
御
贈
り
被
ν
下
、
鑓
-一
入
手
段
と
御
手
数
相
懸
、
い
つ
も
/

¥

御
迷
惑
と
奉
ν
察
候
、
御
礼
書
早
と
可
v
呈
筈
之
処
、
又
E
不
快
、
加
フ
ル

ニ
眼
疾
相
患
申
候
、
意
外
延
引
無
二
申
訳
-次
第
御
仁
恕
可
ν
被
ν
下

候
、
拙
著
又
と
御
入
用
之
よ
し
被
二仰
下
一左
之
通
り
相
送
り
申
候

薄
紙
摺

全
部
一
軟

常
製
本
十
六
軟

全

部

附

長表

十
三
部

通

呈2‘
百聞

二
部
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乍
ν
惇



/ 

薄
紙
摺
本
ハ
当
時
一
両
弐
分
売
ェ
候
へ
と
も
、
社
中
へ
ハ
五
百
疋
と
相
定
メ
、
常
製
本
ハ
全
部
八
秩
一
両
と
相
定
メ
申
候
、
但
し
端
本
ハ

算

用
い
た
し
が
た
く
候
故
、
依
ν
旧
定
価
通
り
ェ
い
た
し
申
候
、
左
様
御
承
引
可
ν
被
ν
下
候
、
右
御
祝
詞
努
寒
冬
之
御
答
御
礼
相
兼
、
草
々
如
v

此
御
座
候
、
尚
永
日
万
と
可
v
申
早
々
、
恐
憧
謹
言

緒

方

庵

洪

正
月
十
五
日

、江
馬
春
齢
様

尚
と
春
寒
殊
之
外
甚
敷
候
、
千
万
御
自
重
所
ν
祈
候
、
以
上

第
九
書
翰

如
v
愈
新
繕
芽
出
度
申
収
候
、

先
以
御
全
家
被
ν
為
ν
揃
愈
御
多
祥
被
ν
成
ニ
御
迎
陽
-、

候
、
随
而
拙
家
老
少
無
異
重
二
馬
齢
一申
候
、
乍
ν
俸
御
安
襟
可
ν
被
ν
下
候
、

然
は
則
日
薄
紙
摺
迫
訓
差
出
候
ェ
付
、

右
価
金
一
両
三
歩
御
差

過
日
は
御
念
書
被
v
下
恭
拝
見
、

欣
然
之
主
本
ν
賀

越
被
ν
下
難
v
有
憾
ェ
入
手
仕
候
、
毎
と
御
手
数
憧
入
候
事
ニ
御
座
候
、
早
と
御
礼
語
可
ニ
申
上
一
筈
之
処
、
久
と
風
邪
平
臥
罷
在
意
外
延
引
恐

入
申
候
、
御
仁
恕
可
ν
被
ν
下
候
、
右
御
礼
迄
草
と
如
ν
此
御
座
候
、
尚
期
-
忌
日
一
候
、
草
と
頓
首

二
月
廿
日

緒

方

洪

庵

江
馬
信
成
様

尚
と
、
乍
v
俸
御
大
人
様
始
御
一
同
ェ
可
ν
然
宜
ク
可
ニ
申
上
-
可
ν
被
ν
下
候
、
以
上

第
一

O
書
翰

華
帖
恭
拝
見
、
春
光
漸
相
催
申
候
、

愈
御
佳
適
被
ν
成
ニ
御
起
居
-
奉
ν
賀
候
、
随
而
拙

〔
家
老
少
〕
無
異
、

乍
ν
俸
御
省
念
可
ν
被
ν
下
候
、

遺
訓
附
録
三
部
、
通
論

一
部
、

123 

一
部
御
入
用
之
よ
し
被
二
仰
下
一、

即
チ
飛
脚
便
ご
+
一
定
出
申
候
、
御
入
手
可
ν
被
v
下
候
、
右
代
料
弁
先
日
差
出



(
掌
カ
〉

似
分
と
も
、
代
金
五
両
二
部
二
朱
、
外

ニ
ト
ロ
イ
ク
ハ
ル

ト
代
弐
部
、
都
合
六
両
弐
朱
御
差
発
相
成
、
憐
-一
入
園
麗
し
申
候
、
毎
t
御
配
慮
千

124 

万
奉
ν
謝
似
、
ト
ロ
イ
ク
ハ
ル

ト
ハ
早
t
巾
付
ヶ
可
ν
巾
供
へ
共
、

職
人
兎
角
隙
取
、

急
ニ
い
た
し
見
不
ν
申
紋

ニ
は
困
り
中
候
、
成
ル
丈
ケ

急
キ
候
様
可
ニ
申
付
一候
、
右
御
答
御
礼
相
兼
早
々
如
v
此
御
座
供
、
パ
+
々
不
備

如
月
廿
七
日

緒

方

洪

買を

江
馬
春
齢
様

尚
々
端
畜
乍
ν
悌
御
大
人
様
へ
も
宜
ク
申
上
可
ν
被
ν
下
奉
ν
願
候
、
以
上



日
本
医
史
学
雑
誌

・
餌
ニ
十
巻

第
二
号

・
昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
受
付

原

著

江
戸
時
代
に

b
け
る
西
欧
遺
伝
学
の
受
容
と
紹
介

矢

部

郎

一
、
緒

雪量-
E司

(
1

)
 

西
欧
に
お
け
る
生
物
の
交
維
や
遺
伝
な
ど
に
関
す
る
知
識
は
江
戸
時
代
後
半
に
お
い
て
受
容
紹
介
さ
れ
た
。
著
者
の
今
迄
調
べ
た
と
こ
ろ
、

〈

2
)

(

3

)

『
厚
生
新
編
』
、
『
泰
西
本
草
名
疏
』
、
『
植
学
啓
原
』

に
お
い
て
、
受
容
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
メ

ン
デ
ル
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
他
の
医
書
や
良
書
な
ど
に
は
遺
伝
学
的
記
事
は
見
ら
れ
な
い
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
蔵
永
常
の
著
書
に
は
、
花

ハ
4
1
5
V

の
構
造

・
杭
物
の
生
殖
の
知
識
の
紹
介
は
見
ら
れ
る
が
、
雑
種
形
成
や
追
伝
の
記
述
は
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
『
以
生
新
編
』
、
『
泰
西
本
箪
名
疏
』
、
『
植
学
啓
原
』

の
当
該
記
事
を
掲
げ
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
西
欧
遺
伝
学
の
受

信
社
と
紹
介
の
状
況
に
つ
い
て
問
題
と
し
た
い
。

一一、
『
厚
生
新
編
』

『
厚
生
新
編
』
は
フ

ラ
ン
ス

の
シ

ヨ
メ
l
ル
百
科
辞
典
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
7
冊
本
の
翻
訳
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
交
雑
と
遺
伝
の
記
事
は

第州
制
巻
(
字
国
川
格
蓬

・
字
田
川
玄
真

・
大
槻
玄
沢
訳
校
〉
「
猟
犬
」
、
第
叫
巻
ハ
字
田
川
玄
真

・
字
国
川
格
蓬
訳
校
〉
「
猫
」
、
第
必
巻
(
字
国

カ
ナ
リ

ヤ

川
格
蓬

・
宇
田
川
玄
其
訳
校
〉
「
金
総
雀
」
、
第
剖
巻
(
大
槻
玄
沢

・
字
国
川
玄
真
訳
校
)
「
卵
」

・
「
矯
」
、
第
幻
巻
(
字
国
川
格
苓

・
字
国
川
玄

真

・
大
槻
玄
沢
訳
校
〉
「
卵
巣
」

・
「
騎
」
及
び
第
位
巻
(
大
槻
玄
沢

・
字
国
川
格
蓬

・
小
関
三
英
訳
校
〉
「
馬
の
二
」
に
見
ら
れ
る
。
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「
猟
犬
」
に
お
い
て
は

H
良
い
猟
犬
、
他
の
雑
犬
と
掌
尾
す
れ
ば
不
良
の
犬
を
産
す
。
故
に
ζ

れ
と
交
ら
し
む
乙
と
勿
れ
H

と
い
う
記
述
が

あ
る
。「

猫
」
で
は

H

「
カ
1

テ
ル
」
は
「
パ
ン
ク
カ
ッ
ト
」
の
牡
な
り
。
欧
運
巴
に
六
品
あ
り
、
皆
野
猪
家
猫
と
交
り
て
種
々
変
生
あ
る
の
み
形

状
大
異
な
し
H

と
し
、
さ
ら
に

ν
猫
聞
が
」
産
す
る
と
と
あ
り
、
と
れ
は
他
獣
と
撃
尾
す
る
故
な
り
。
「
ボ
レ
イ
」
似
の
説
に
一
千
六
百
八
十
四
年

竜
動
錦
繍
直
に
大
胤
あ
り
、
猫
と
交
り
半
以
用
、
半
猫
の
獣
を
産
せ
り
。
遂
に
国
王
の
獣
固
に
献
ぜ
り
。
又
「
カ
ラ

・
ウ
デ
リ
ウ
ス
」
吋
都
医
師
の

説
に
一
猫
栗
鼠
と
交
り
て
猫
児
三
頭
栗
胤

一
頭
合
せ
て
四
頭
を
産
せ
り
と
い
ふ
。
又
造
化
の
奇
物
を
好
み
集
る
人
の
宝
庫
に
は
ま
ま
両
頭
八
足

の
猫
児
あ
る
も
の
あ
り
、
格
按
ず
る
に
外
紀
に
言
ふ
。
利
亜
国
百
獣
相
合
轍
産
奇
惟
云
云
こ
れ
ら
の
類
に
や
H

と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
乙
ろ
で
、
「釘

w
r」
で
は

H

よ
く
異
類
の
小
鳥
と
交
て
種
々
の
変
生
を
産
す
。
「
ピ
ュ
ッ
-
ア
ル
ス
」
舗
と
交
れ
ば
美
色
の
雛
を
産
し
、

「フ

ラ
ス
ヒ
カ
」
舗
と
交
れ
ば
善
く
怖
く
。
其
音
甚
だ
清
亮
な
り
H

と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
維
」
の
場
合
H
「
ロ
ン
ゴ
リ
ウ
ス
」
仏
の
説
に
此
の
鳥
は
甚
だ
悪
性
に
し
て
苅
及
び
孔
雀
を
も
恐
れ
ず
、
是
に
逢
う
と
き
は
股
て

ω
7
4
H

7

 

殺
し
、
又
は
引
裂
く
こ
と
あ
り
。
或
は
是
を
畜
ひ
馴
し
て
雌
鳥
と
掌
尾
せ
し
む
れ
ば
黒
点
あ
る
卵
を
産
み
、
解
化
す
れ
ば
甚
だ
維
に
似
た
る
雛

と
な
る
。
右
の
如
く
し
て
解
化
せ
る
雌
鳥
に
又
維
を
燐
合
せ
し
め
、

如

此

両

次
、
或
は
三
次
燐
合
せ
し
め
て
産
す
る
雛
は
全
く
維
と
な
る
な

り
M
M

と
し
て
い
る
。

「
騒
」
に
お
い
て
の
記
述
は

H
或
は
牡
馬
と
構
合
せ
し
め
て
半
馬
半
瞳
の
獣
を
産
す
と
れ
を
螺
と
名
づ
く
。
詳
に
「
モ
イ
ル
ヱ

イ
ズ
ル
」
の

条
に
出
づ
。
或
は
「
ア
ウ
ハ
ル
ゲ
ナ
」
制
等
の
地
方
に
於
て
は
牝
馬
或
は
牝
瞳
と
牡
牛
と
燐
合
し
て
子
を
産
せ
し
む
。
其
子
を
「
イ
ユ
マ
ル

そ
h
y

ス
」
と
名
づ
く
。
是
を
負
荷
の
用
と
為
す
。
其
頭
と
尾
は
牛
に
似
た
り
。
脚
と
腰
は
馬
若
く
は
瞳
に
似
た
り
。
又
角
は
顕
著
な
ら
ず
、
或
は
宰

に
角
の
如
き
も
の
生
ず
る
あ
り
H

と
し
て
い
る
。

「
馬
の
一
一
」
の
中
で
は

グ父
馬
は
特
に
其
性
を
子
に
伝
ふ
る
が
故
に
須
ら
く
善
馬
を
用
ふ
ベ
し
。
ハ
中
略
)
母
馬
も
亦
宜
し
く
援
用
す
ベ
し
。

其
性
又
必
ず
子
に
伝
ふ
れ
ば
な
り
d

と
述
べ

、
馬
の
交
雑
に
周
し
か
な
り
長
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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と
乙
ろ
が
、
「
卵
巣
」
に
お
い
て
は
今
迄
と
異
な
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。

刻
、
色
、
蝦
墓
及
び
諸
魚
の
師
を
熟
観
す
る
に
其
卵
中
既
に
全
体
の
質
を
含
菓
せ
る
こ
と
大
学
師
「
ハ
ル
レ
ル
」
似
の
詳
に
講
明
せ
る
が
如

し
。
其
説
に
動
物
の
生
命
は
唯
其
雄
類
の
精
液
を
卵
に
受
る
に
因
る
と
云
へ
り
。
然
れ
ど
も
特
に
此
説
に
拠
る
と
き
は
諸
般
の
動
物
の
父
母
と

其
子
と
形
状
の
甚
だ
肖
似
し
、
又
母
鉢
黒
色
、
父
鉢
白
色
な
る
も
の
の
産
子
は
黒
白
相
交
り
、
又
馬
と
瞳
と
燐
精
し
て
駿
を
産
す
る
等
の
事
を

以
て
観
れ
ば
右
の
説
に
相
反
す
と
云
ふ
ベ
し
。
是
を
以
て
凡
そ
卵
中
に
菓
る
所
の
其
始
は
父
母
の
両
性
海
然
と
し
て
合
和
し
成
る
者
と
知
る
べ

し
さ
ら
に
、
「
卵
」
に
お
け
る
記
事
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

是
れ
帝
に
魚
鳥
の
み
な
ら
ず
、
凡
そ
動
物
類
井
に
草
木
も
皆
尽
く
卵
を
以
て
生
じ
惣
て
雌
類
の
体
に
多
少
の
卵
を
具
へ
、
又
各
々
其
休
中
の

諸
器
内
象
の
蔚
芽
結
構
を
其
卵
中
に
具
有
せ
ざ
る
は
な
し
。
然
れ
ば
卵
は
一
切
動
物
植
物
の
基
始
と
云
ふ
べ
し
。

人

是
れ
皆
其
各
種
の
動
物
及
び
植
物
の
形
象
を
其
卵
中
に
票
け
備
ふ
る
者
な
り
。
即
ち
「
マ
ル

ヒ
ギ
ウ
ス
」
名
の
説
明
せ
る
ど
と
く
各
種
の
諸

器
及
び
性
質
を
其
卵
中
に
含
蓄
し
て
漸
々
に
期
生
し
、
未
生
の
体
を
養
長
す
。

卵
の
白
質
の
液
は
鮮
明
透
亮
な
り
。
是
は
惣
て
変
化
し
て
動
物
の
体
質
と
な
る
者
な
り
。
黄
質
の
液
は
雛
の
営
養
長
育
を
主
る
者
な
り
。
然

れ
ど
も
動
物
植
物
共
に
其
卵
に
雄
牡
の
精
を
受
容
る
に
非
れ
ば
解
化
す
る
ζ

と
な
し
。

是
を
以
て
考
ふ
れ
ば
卵
の
生
化
の
原
始
は
雄
精
の
生
育
の
気
、
自
然
に
雌
卵
の
白
液
中
に
菓
受
し
、
其
雄
精
の
所
在
に
於
て
始
め
て
生
化
の

機
を
茄
発
し
、
雛
の
形
象
を
造
成
し
、
初
め
に
心
蔵
を
成
し
、
次
に
肺
肝
等
其
他
の
衆
蔵
及
び
諸
器
を
構
成
す
る
な
り
。
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是
を
以
て
凡
そ
動
物
苧
胎
の
基
原
、
及
び
草
木
の
実
を
結
ぶ
原
由
は
雌
類
の
卵
に
在
り
。
然
れ
ば
即
ち
其
照
温
に
因
て
漸
々
化
生
す
る
所
の

諸
器
並
に
其
所
在
、
位
置
、
形
状
、
等
は
皆
未
だ
姫
苧
せ
ざ
る
以
前
に
於
て
固
よ
り
既
に
卵
中
に
全
備
せ
る
者
と
す
る
な
り
。

然
れ
ど
も
右
の
談
は
「
レ

l
ウ
ェ
ン
フ

l
ク
」
似
の
肇
め
て
発
明
せ
る
所
と
相
違
せ
り
。
其
説
は
凡
そ
動
物
の
其
始
は
雄
類
の
前
町
相
な
り
。

128 

是
を
顕
微
鏡
に
て
観
れ
ば
極
め
て
微
細
の
活
物
な
り
。
是
を
雌
類
の
卵
に
受
容
し
て
生
化
の
機
を
発
す
と
、
此
説
諸
先
輩
殊
に
「
ブ
ー
ル
ハ

l

へ
」
引
い
是
を
講
明
せ
り
。
但
し
今
時
は
大
抵
前
の
所
説
を
崇
信
せ
り
。
即
ち
雄
精
は
草
木
の
蕊
頭
に
あ
る
所
の
細
粉
の
如
く
燐
合
に
因
て
既
に

卵
中
に
含
容
し
、
其
活
溌
生
動
の
精
気
に
し
て
諸
器
を
滋
息
盈
長
し
て
遂
に
形
体
を
造
成
す
る
者
と
す
。
此
雄
の
精
気
は
極
め
て
精
微
鋭
烈
に

し
て
雌
卵
中
の
諸
器
未
だ
璃
生
分
開
せ
ざ
る
時
に
卵
中
に
感
入
せ
る
も
の
な
り
。
是
を
以
て
其
産
む
所
の
子
胎
は
形
状
其
父
母
に
象
似
す
る
な

り
。
た
と
え
ば
異
類
の
二
獣
燐
合
し
て
産
せ
る
子
胎
即
ち
「
ミ
ユ
イ
ル
ヱ

l
セ
ル
」
及
び
「
イ
ユ
マ
ル

L
J
r
d一
銘
レ
一
説
明
社
品
加
し
つ
の
如
き
は
其

形
体
、
父
に
似
た
る
所
と
母
に
似
た
る
所
と
相
交
る
を
以
て
知
る
べ
し
。
又
植
物
に
於
て
は
た
と
え
ば
白
恋
の
子
仁
を
蒔
て
白
悲
な
ら
ず
、
赤

穏
な
ら
ざ
る
異
様
の
恋
菜
を
生
ず
る
が
ご
と
し
。

『
厚
生
新
編
』
の
交
雑
と
遺
伝
の
記
事
の
特
徴
は
殆
ん
ど
動
物
関
係
が
主
で
、
植
物
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
乙
と
で
あ
る
。

「
猟
犬
」
、
「
猫
」
、
「
金
総
雀
」
、
「維」
、
「腫」
、
「
馬
の
一
亡
で
は
、
表
題
の
性
質
か
ら
も
、
家
畜
家
禽
を
中
心
と
し
た
具
体
的
な
雑
種
形
成

を
取
扱
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
猫
」
及
び
「
瞳
」
で
は
、
他
獣
閣
の
雑
種
の
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
十
八
世
紀
の
西
欧
で
は
、
科
学
的
で
は
な
い
が
、
或
程
度
の
家
畜
の
育
種
や
交
雑
の
観
察
が
な
さ
れ
て
い
た
事
が
う

か
が
え
る
。
し
か
し
、
植
物
の
場
合
、
実
用
的
な
育
種
が
行
な
わ
れ
る
段
階
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
卵
巣
」
で
は
ハ

ラ

|
〈〉
5
5
5
同

〈
O
口

出

血
Z
O
ア

口

8
1口
コ
〉
の
卵
原
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
動
物
の
雑
種
形
成
に
お

け
る
形
質
の
遺
伝
例
を
示
し
て
、
そ
の
前
成
説
を
否
定
し
、
父
母
の
両
者
か
ら
遺
伝
形
質
が
伝
わ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
卵
」

で
は
マ
ル
ピ

l
ギ
ハ
冨
白
円ロ巴

-o
冨
白
石
釘

E
W
E
N∞
1
5
E)
の
名
を
挙
げ
、
卵
の
発
生
に
お
け
る
器
官
分
化
を
説
明
し
、



さ
ら
に
、
精
液
の
卵
発
生
に
お
け
る
重
要
性
を
述
べ

て
い
る
。
続
い
て
卵
原
説
を
思
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
レ
l
ウ
L

ン
ブ

l
ク

(〉
ロ
件
。
ロ
可
〈
白
ロ

F
O
O
C
4
君。

HHFooFHOωNIH斗
Nω
〉

と
ブ
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ

(
国

2
5白
ロ
切
O
巾門町白血〈

P
H
o
g
t
H
a∞
)
を
挙
げ
て
精
原
説
を

説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
結
論
と
し
て
、
交
雑
例
か
ら
、
形
態
形
成
が
卵
と
精
子
の
両
者
に
よ
る
と
し
て
、
卵
原
説
及
び
精
原
説
即
ち
前
成

説
を
否
定
し
て
い
る
。

(7
V
 

十
八
世
紀
西
欧
に
お
い
て
は
、
前
成
説
後
成
説
論
争
が
盛
ん
で
あ
り
、
特
に
前
成
説
が
勢
力
を
採
っ
た
。

ユ
イ
(
目
。
円円
O
F
C
C
-
m

冨
O
〈
g
z
号
冨
白
ロ
匂

R
E
F
H
o
g
t
H
a
c)
や
レ
オ
ミ
ュ

l
ル
(河町ロ
臥
〉
ロ
吉
宮
市

p
u門
口
町
恒
三
件
円
四
O
H
N
E
E
B
Z
F

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ

1
ペ
ル
テ

5
8
I
H
a
d
は
後
成
説
の
主
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
百
科
辞
典
で
あ
る
シ
ョ
メ
l
ル
百
科
辞
典
に
後
成
説
的
記
述
が
見

ら
れ
る
事
は
考
え
ら
れ
る
事
で
あ
る
。

『
泰
西
本
草
名
疏
』

『
泰
西
本
草
名
疏
』
附
録
下
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
)
の
「
二
十
四
綱
解
」
に
お
い
て
、
伊
藤
圭
介
〈
一
八

O
三

t
一
九

O
一
)
は
交
雑

に
よ
る
雑
種
形
成
と
形
質
遺
伝
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
述
し
て
い
る
。

又
花
粉

ニ
因
テ
花
ヲ
変
化
セ
シ
ム
ル
寸
ア
リ
仮
令
パ
一
色
ノ
「
チ
ュ
ル
プ
」
ヲ
種
々
班
色
-
一
変
ゼ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
パ
各
色
ノ
「
チ
ュ
ル
プ
」

ノ
花
ヲ
振
蕩
シ
ソ
ノ
花
粉
ヲ

コ
ノ
花
中

ニ
入
ラ
シ
ム
因
テ
班
色
ノ
「
チ

ユ
ル
フ
」
ノ
種
子
ヲ
得
ベ
シ
ト
云
ヘ
リ
按

ニ
是
近
来
菊
牽
牛
等
ノ
奇
花

競
フ
テ
世

-
一
出
ル
モ

ノ
皆
ソ
ノ
種
子
ヨ
リ
変
種
ヲ
得
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
葦
シ
偶
然
花
粉
ノ
混
入

ニ
因
テ
異
色
ヲ
出
ス
モ
ノ
亦
多
カ
ル
ベ
シ
ソ
ノ
品

種
ャ
、
異
ナ
ル
モ
ノ
ト
雄
モ
是
ヲ
変
ゼ
シ
ム
ベ
シ
ト
云
へ
リ
皆
恰
モ
野
馬
ト
騒
ト
交
リ
テ
線
ヲ
生
シ
維
卜
鶏
ト
交
リ
テ
黒
色
ノ
維
ヲ
生
ス
ル
ノ

類
ナ
リ

縞
物
学
書
の
性
質
か
ら
、
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
の
花
色
の
遺
伝
を
各
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
粉
に
よ
る
品
種
間
交
雑
に
よ
る
も
の
と
す
る
説
明

が
主
題
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
日
本
で
盛
ん
で
あ
っ
た
国
芸
植
物
の
育
種
品
種
改
良
も
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
の
場
合
と
同
様
、
花
粉
に
よ
る
自
然
の
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(

竹

川

)

(

B

)

ぃ
父
維
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
圭
介
自
身
の
考
え
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
「
変
種
」
と
い
う
用
語
は
圭
介
に
よ
っ

て
造
語
さ
れ
た
事
が
わ
か
る
。

四

『
植
学
啓
原
』

宇
田
川
格
蓬
(
一
七
九
八

t
一
八
四
八
)
は

『
植
学
啓
原
』

手
〈
保
六
年
(
一
八
三
五
〉
の
巻
之
こ
に
お
い
て
、
「
草
木
変
生
」

と
い
う
章
を

設
け
、
交
雑
と
造
伝
の
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
現
代
語
訳
を
引
用
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

(
9
)
 

「
草
木
の
生
れ
変
り
」

ネ
ギ
の
花
精
は
必
ず
、
不
ギ
の
種
子
を
発
達
さ
せ
、

ニ
ラ
の
花
新
は
必
ず
ニ
ラ
の
種
子
の
み
を
発
達
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
-
つ
で

は
な
い
。
ネ
ギ
の
花
精
は

ニ
ラ
の
種
子
も
発
達
さ
せ
る
と
と
が
出
来
る
。

乙
の
種
子
を
播
く
と
、
生
え
て
来
る
植
物
は
ネ
ギ
で
も
な
く

ニ
ラ
で

も
な
い
様
な
植
物
で
あ
る
。

こ
れ
を
間
種
(
雑
種
)
と
い
う
。
野
生
の
馬
と
ロ
パ
を
交
尾
受
精
さ
せ
れ
ば
、
ラ
パ
が
生
ま
れ
て
来
る
様
な
も
の

で
あ
る
。
即
ち
、
ネ
ギ
と
で
フ
、
野
生
馬
と
ロ
パ
と
は
、
元
来
、
同
じ
属
で
、
種
が
異
な
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
牛
と
馬
と
の
聞
に
は
、
間
種

は
出
来
な
い
。
属
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。

『
植
学
啓
原
』
の
記
事
は
ネ
ギ
と
で
フ
、
ウ
マ
と
ロ
パ
の
例
に
よ
り
、
同
属
間
で
は
雑
種
が
出
来
る
が
、
属
が
異
な
る
と
雑
種
が
出
来
な
い

と
言
い
、
種
間
雑
種
と
属
間
雑
種
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
圭
介
の

『
泰
西
本
草
名
疏
』

に
お
け
る
記
述
と
比
較
す
る
と
、
交
維
の
対
象
と
し
て
、
厳
密
に
属
と
種
の
分
類
段
階
を
意
識
し
て
い

る
点
で
、
格
慈
の
把
揮
と
理
解
が
圭
介
よ
り
優
っ
て
い
る
と
も
き
?
え
よ
う
。
し
か
し
、
と
れ
は
『
植
学
啓
原
』
が
体
系
的
な
植
物
学
紹
介
君
で

あ
り
、

『
泰
西
本
草
名
疏
』
附
録
が
リ
ン
、
不
の
二
十
四
綱
の
解
説
を
主
目
的
と
し
、
当
該
記
事
が
花
粉
の
働
き
の
説
明
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
格
惹
は
雑
種
を
「
間
種
し
と
称
し
て
い
る
。
間
程
と
は
程
の
間
の
交
雑
に
よ
る
雑
種
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
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と
乙
ろ
で
、
用
語
「
変
生
」
が
『
厚
生
新
編
』
で
も
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
交
雑
及
び
迫
伝
に
関
す
る
記
事
の
醗
訳
に
格
蓬
が
加
わ
っ
て
い

る
事
か
ら
う
な
ず
け
よ
う
。
ま
た
、

(4
〉

〈

叩

)

な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

ど
の
本
に
も
、
馬
と
曜
か
ら
の
駿
の
形
成
が
例
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
と
れ
が
当
時
常
識
と

五
、
結

E苦

『
厚
生
新
編
』
は
刊
本
で
な
く
、
当
時
流
布
す
る
事
も
な
か
っ
た
が
、
原
本
の
シ
ヨ
メ

l
ル
百
科
辞
典
が
江
戸
時
代
後
半
に
か
な
り
輸
入
さ

(
江

〉

れ
て
お
り
、
当
時
の
蘭
学
者
の
知
識
の
粧
と
な
っ
た
。
ま
た
、
『
厚
生
新
編
』

の
踊
訳
者
達
は
当
代
随
一
の
蘭
学
者
逮
で
あ
り
、

(

ロ

)

へ
の
影
響
力
を
考
え
る
と
、
『
厚
生
新
編
』
即
ち
シ
ヨ
メ

l
ル
百
科
辞
典
の
価
値
は
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
門
弟
達

本
書
中
の
前
成
説
と

後
成
説
の
記
事
が
当
時
ど
の
様
に
受
け
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
醗
訳
は
正
確
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。

『
植
学
啓
原
』

と

『
泰
西
本
草
名
疏
』
の
知
識
も
西
欧
十
八
世
紀
段
階
の
も
の
で
あ
る
。

当
時
西
欧
で
は
、
前
述
の
前
成
説
後
成
説
論
争
と

併
行
し
て
、
植
物
に
お
け
る
性
の
存
在
、
受
精
の
し
く
み
、
交
雑
に
よ
る
新
種
や
雑
種
の
形
成
が
興
味
の
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヶ
l
ル

ロ
イ
タ
ー

c
o∞巾
円}宮

の

oEF巾
σ
同
0
0
]

自
己
2

・コ
ωω
I
E
O
O〉

(
7

)
 

の
調
査
や
実
験
を
通
じ
て
遺
伝
の
研
究
が
進
行
し
て
い
た
。

ヒ
ト
や
晴
乳
類
は
当
時
の
科
学
的
な
研
究
対
象
と
し
て
は
適
当
で
な
く
、
栽
培
植

や
ア
ダ
ン
ソ
ン

(宮
R
Y
O
一
〉
円四白
ロ
印
op
コ
月
1
5
03
な
ど
の
植
物
交
雑

物
に
実
験
的
研
究
が
集
中
し
た
が
、
実
際
の
育
種
に
応
用
出
来
る
段
階
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ら
の
影
響
が
そ
の
ま
ま
聞
書
を
通
し
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
ま
ず
最
初
に

『
植
学
啓
原
』
、
『
泰
西
本
草
名
疏
』

な
ど
の
植
物
学
蓄
に
遺

伝
学
的
記
事
と
し
て
載
る
事
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
本
稿
の
一
部
は
、
昭
和
四
七
年
九
月
十
六
日
仙
台
の
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

励
研
究
(B
)
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
)

ζ

の
研
究
は
昭
和
四
八
年
度
科
、
学
研
究
費
「
奨
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矢
部
一
郎
日
本
で
の
遺
伝
学
の
発
祥
医
海
時
報
第
五
九
八
号
一
九
七
三

(1
)
に
お
い
て
、
『
厚
生
新
編
』
に
遺
伝
学
的
記
事
が
な
い
と
し
た
の
は
重
大
な
誤
り
で
あ
っ
た
c

矢
部
一
郎
植
学
啓
原
に
お
け
る
遺
伝
学
日
本
医
史
学
雑
誌
第
凶
巻

第

3
号
一
九
七
二

木
原
均

・
篠
遠
喜
人

・
内
回
亨

・
感
永
俊
太
郎

・
筑
波
常
治

・
上
野
益
三
『
象
明
期
日
本
の
生
物
史
』

矢
部
一
郎
大
蔵
永
常
と
蘭
学
|
|
序
章
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
七
一
号
一
九
七
三

菅

野

陽

シ

ヨ
メ
ペ
オ
ラ

γ
ダ
語
版
に
つ
い
て
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
二
八
号
一
九
六
九

中
村
禎
里
『
生
物
学
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社
一
九
七
三

(1
)
に
お
い
て
、
圭
介
が
用
語
「
雑
種
」
の
造
語
を
な
し
た
と
あ
る
が
、
「
変
種
」
の
ミ
ス
プ
リ

γ
ト
で
あ
る
。

矢
部
一
郎
現
代
語
訳
「
字
田
川
格
率
の
植
学
啓
原
」
付
、
同
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
第
三
巻
第
一
号
、
第
三
号
(
一
九
七
ご
に
よ
る
。

上
野
益
三
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
第
一
巻
日
本
学
術
振
興
会
一
九
六

O

向
井
晃
シ

ヨ
メ
ー
ル
の
伝
来
と
そ
の
影
響
額
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
一
六

O
号
一
九
六
四

矢
部
一
郎
江
戸
生
物
学
史
に
於
け
る
『
厚
生
新
編
』
と
『
シ

ヨ
メ
ー
ル
百
科
』
の
役
割
第
初
回
日
本
科
学
史
学
会
年
会
予
稿
集

上
野
益
三
『
日
本
博
物
学
史
』
平
凡
社
一
九
七
三

養
賢
堂

九
七

一
九
七
三

(
武
蔵
大
学
人
文
学
部
生
物
学
教
室
)
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seems that the biological knowledge contained in it spread among Dutch learning scholars. Tl;!is book， 

introducing Haller's preformation theory， is skeptical about this theory， from the aspect of the relation 

between parents and children in terms of hereditary characteristics. 

In the .. Taisei-Honzo-Meiso "， the heredity of ftowers under hybridization was shown， and the 

biological term .. Henshu" ( variety) was coined. 

The description in the“Shokugaku-Keigen" is more advanced than in the “Taisei-Honzo-Meiso" . 

In this book it is explained that hybrids can not be made between di妊erentgenuses. 

The genetic informations stated in these books belong to the 18th century and the contemporary 

highlights in this field in Europe are reftected through the Dutch books which were then available in this 

country. 

(Department Qf Human and Cultural Sciences， Musashi University) 
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日
木
医
史
学
維
誌
・
第
二
十
巻

第
一
号

・
昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
匹
十
人
年
十
一
月
十
二
日
受
付

134'， 

原

著

「唐
律
令
」
及
び

「養
老
律
令
」
に
b
け
る

H

有
疾
獄
図
の
待
遇
に
つ
い
て
H

新

村

拓

法
は
国
家
社
会
及
び
個
人
と
の
聞
の
調
和
を
は
か
る
規
範
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
支
配
の
具
と
し
て
統
治
手
段
の
中
で
最
も
有
効
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
体
制
維
持
の
機
能
を
果
た
し
て
き
で
い
る
。
そ
の
中
で
も
刑
法
は
最
も
国
家
権
力
の
強
く
あ
ら
わ
れ
る
と
乙

(1
)
 

ろ
で
あ
る
。
本
論
は
目
、
唐
両
律
令
を
も
と
に
、
有
疾
獄
囚
の
待
遇
の
実
態
と
、
そ
の
場
に
あ
ら
わ
れ
た
古
代
国
家
の
志
向
芯
志
を
考
え
て
み

た
も
の
で
あ
る
。

一
、
有
疾
者
の
種
別
判
定

養
老
戸
令
で
は
有
疾
者
を
症
状
に
応
じ
て
三
等
級
(
残
疾

・
廃
疾

・
篤
疾
)
、に
分
け
て
規
定
し
て
い
る
。
(
唐
令
拾
遣
も
同
文
)

凡
一
目
盲
、
両
耳
聾
手
元
二
指
、
足
元
三
指
、
手
足
元
大
栂
指
、
禿
搭
元
髪
、
久
漏
、
下
重
、
大
痩
産
、
如
此
之
類
、
皆
為
残
疾
、
療
、

痘
、
保
儒
、
腰
脊
折
、

二
支
廃
、
如
此
之
類
、
皆
為
廃
疾
、
悪
疾
、
綴
狂
、
二
支
廃
、
両
目
盲
、
如
此
之
類
、
皆
為
篤
疾
、

乙
の
規
定
が
必
ず
し
も
守
ら
れ
て
い
な
い
乙
と
は
、
正
倉
院
文
書
の
籍
帳
記
載
の
実
例
か
ら
知
れ
る
。
廃
疾
で
あ
る
べ
き
一
足
折

し
か
し
、

が
政
疾
(
大
日
本
古
文
書
、
巻
一

、
頁
目
、
お
〉
、
篤
疾
と
あ
る
べ
き
二
目
盲
が
残
疾
(
一

問
)
や
廃
疾
ハ
一

泊
、
制
)
、
癒
狂
が
廃
疾
(
一

口



お
)
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
三
疾
の
等
級
に
応
じ
て
謀
役
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
、
籍
帳
へ
の
記
載
は
疾
病
の
種
別
を
明
確

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
つ
い
て
、
利
光
氏
は
三
疾
の
種
別
は
労
働

能
力
乃
至
生
活
能
力
を
標
準
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
し
、
本
来
、
篤
疾
と
記
載
さ
る
べ
き
も
の
も
、
そ
の
程
度
が
軽
け
れ
ば
廃
疾
と

〔

2
)

し
て
記
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
乙
の
戸
令
に
規
定
さ
れ
た
三
疾
の
種
別
は
、
刑
法
上
の
有
疾
者
の
特
典
に
お

(

3

)

 

け
る
段
階
区
分
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
罪
刑
法
定
主
義
を
基
調
と
す
る
刑
法
上
に
お
い
て
は
、
た
や
す
く
三
疾
の
種
別
を
変
更
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
種
別
判
定
に
は
慎
重
明
確
さ
が
要
求
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
戸
令
に
よ
れ
ば
、
籍
帳
記
載
に
お
け
る
判
定
は
国
司
が
行
な
う

べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

凡
戸
口
当
造
帳
籍
之
次
、
計
年
将
入
丁
老
疾
、
応
徴
免
謀
役
、
及
給
侍
者
、
皆
国
司
親
貌
形
状
、
以
為
定
薄
、

だ
が
、
微
妙
な
疾
病
の
判
定
に
は
専
門
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
乙
に
お
い
て
、
規
定
に
は
み
え
な
い
が
国
医
師
の
参
与
が
考
え
ら

れ
る
。
薩
摩
、
但
馬
国
の
正
税
帳
(
大
日
本
古
文
書
、
巻
二
)
に
お
い
て
、
国
司
巡
行
の
一
行
中
に
医
師
が
み
ら
れ
、
ま
た
調
使
と
し
て
(
一

師
)
、
検
米
使
と
し
て
(
四
泊
〉
、
班
田
伎
と
し
て
(
五
制
)
、
官
倉
検
使
と
し
て
(
平
安
造
文
一

|
加
)
、
医
師
が
地
方
行
政
に
深
く
関
与
し
て

い
る
事
実
は
、
国
司
貌
定
に
お
け
る
医
師
の
介
在
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
刑
法
上
に
お
い
て
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

有
疾
者
に
お
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
科
刑
の
上
で
種
々
の
特
典
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
行
為
の
是
非
を
弁
別
し
、
自
己
の
行
動
を
制
御

す
る
こ
と
が
困
難
と
み
な
さ
れ
る
限
定
責
任
能
力
者
や
責
任
無
能
力
者
に
対
し
て
は
、
儒
教
的
倫
理
観
の
上
か
ら
も
保
護
が
加
え
ら
れ
る
べ
き

(
4

)
 

も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
有
疾
者
の
特
典
に
つ
い
て
は
先
学
の
論
考
が
あ
る
の
で
、
本
論
は
そ
の
問
題
に
は
ふ
れ
ず
、
獄
図
の
擢
病
時
に
お

け
る
待
遇
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
乙
と
に
す
る
。

二
、
目
、
唐
両
律
令
の
該
当
条
文
比
較

①
(
獄
令
第
同
条
〉
凡
獄
図
有
疾
病
者
、
主
守
申
牒
、
判
官
以
下、

親
験
知
実
、
給
医
薬
救
療
、
病
重
者
、
脱
去
伽
校
、
の
聴
山
本
内
一
人
入

135 



禁
看
侍
、
其
有
死
者
、
亦
即
同
検
、
若
有
他
故
者
、
随
状
推
科
、

136 

獄
図
が
擢
病
し
た
ら
ば
、

獄
守
(
物
部
〉

の
報
告
に
よ
り
判
官
以
下
が
検
分
を
行
な
い
、

医
薬
救
療
し
、

重
病
な
ら
ば
首
手
か
せ
を
脱
去

し
、
家
族
一
人
を
獄
に
入
れ
て
看
病
さ
せ
、
死
亡
し
た
ら
ば
同
じ
く
検
分
を
行
な
い
、
非
法
又
は
自
殺
に
よ
る
死
亡
な
ら
ば
、
獄
守
を
取
調
べ

よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
(
令
義
解
参
照
)
医
薬
救
療
の
関
連
条
項
と
し
て
、

②
(
獄
令
第
日
条〉
、
凡
獄
囚
応
給
衣
紋
薦
席
医
薬
、
及
修
理
獄
舎
之
類
、
皆
以
服
臆
等
物
宛
、
無
則
用
官
物

獄
図
給
与
の
衣
根
薦
席
医
薬
、
獄
舎
修
理
費
は
賊
膜
物
を
用
い
、
無
け
れ
ば
官
物
を
用
い
よ
、
と
あ
る
。
令
義
解
に
は
治
療
に
官
医
を
給
せ

ず
、
賊
履
物
を
用
い
て
「
里
一
中
医
」
を
雇
い
、
治
療
に
あ
た
ら
せ
よ
、
と
注
釈
し
て
い
る
。

凡
獄
、
皆
給
席
薦
、
其
紙
筆
及
兵
刃
杵
棒
之
類
、
並
不
得
入
、

獄
囚
に
は
席
薦
を
給
し
、
紙
筆
兵
刃
杵
棒
の
類
は
獄
所
に
入
れ
る
乙
と
を
禁
じ
た
。
ま
た
、
官
人
の
獄
図
に
対
す
る
取
扱
い
を
監
察
す
る
規

定
と
し
て
、
中
央
に
つ
い
て
は
獄
令
第
訂
条
、
地
方
は
次
の
条
文
、

@
(
獄
令
第
臼
条
)

④
(
獄
令
第
4
条〉

凡
覆
囚
使
人
、
至
目
先
検
行
獄
図
、
蜘
紐
、
鋪
席
、
及
疾
病
紋
帥
之
事
、
有
不
如
法
者
、
亦
以
状
巾
附
考
、

覆
囚
使
は
、
獄
囚
の
刑
具
、
敷
物
、
疾
病
、
糧
食
の
状
態
を
検
行
し
、
不
法
が
あ
れ
ば
太
政
宮
に
申
し
、
地
方
官
の
考
(
勤
務
評
定
)
に
付

せ
、
と
あ
る
。
乙
れ
は
①
の
「
有
他
故
者
、
随
状
推
科
」
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
非
法
の
程
度
に
よ
り
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

凡
囚
応
諾
給
衣
食
医
薬
、

及
応
聴
家
人
入
視
而
不
聴
、

応
脱
去
伽
紐
等
而
不
脱
者
、

@
(
断
獄
律
)

而
不
請
給
、

答
五
十
、
以
故
致
死

者
、
杖
一
百
、
即
滅
籍
囚
食
、
答
四
十
、
以
故
致
死
者
加
役
流
、

ま
た
、
流
徒
罪
居
作
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、

⑥
(
獄
令
第
四
条
)

口
H

、

凡
流
徒
罪
居
作
者
、
皆
着
欽
若
盤
棚
、
有
病
聴
脱
、
不
得
着
巾
、
毎
句
給
仮
一
目
、
不
得
出
所
役
之
院
、
患
仮
者
陪

読
徒
罪
囚
の
居
作
の
者
は
か
せ
を
し
、
羅
病
の
時
は
そ
れ
を
脱
が
せ
、
頭
巾
を
禁
着
と
す
る
。
十
日
毎
に
一
日
の
休
暇
を
与
え
る
が
、
労
役



(
6
)
 

の
場
所
か
ら
山
山
る
乙
と
を
禁
じ
、
病
者
に
あ
っ
て
は
治
癒
後
に
お
い
て
、
休
ん
だ
回
数
分
の
労
役
を
さ
せ
よ
、
と
あ
る
。

次
に
、
唐
律
令
と
の
異
聞
を
み
よ
う
。

①
に
つ
い
て
は
、
唐
令
拾
遺
(
獄
官
令
三
八
〉
に
よ
れ
ば
「
判
官
以
下
」
が
「
長
官
」
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
令
に
お
い
て
長
官
と
あ
る
の

を
我
が
国
の
そ
れ
で
次
官
以
下
に
改
め
た
乙
と
は
、
獄
囚
の
待
遇
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
上
で
迷
い
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
、
唐
書
(
巻
目
、
刑
法
志
第
必
)
に
よ
れ
ば
、

諸
獄
之
長
官
、
五
日
一
慮
囚
、
(
中
略
)
重
者
釈
械
、
其
家

一
人
入
侍
、
職
事
散
官
三
品
以
上
、
婦
女
子
孫
、
二
人
入
侍
、

(

7

)

 

と
み
え
る
。
養
老
獄
令
(
第
必
条
)
で
は
「
五
日
一
慮
囚
」
が
「
十
五
日

一
検
行
」
に
改
ま
っ
て
い
る
。
中
国
令
に
比
し
て
検
行
の
期
聞
が
後

退
し
て
い
る
が
、
前
者
の
考
え
方
の
路
線
上
に
あ
る
処
置
と
い
え
よ
う
。
有
官
品
者
に
対
し
て
は
、
家
族
二
人
を
し
て
看
侍
さ
せ
る
乙
と
が
で

き
た
と
み
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
日
本
令
及
び
唐
令
拾
遣
な
ど
に
は
み
え
な
い
。

②
に
つ
い
て
問
題
な
の
は
、
獄
図
の
治
療
に
は
臓
臨
刷
物
を
用
い
て
里
中
医
、
即
ち
民
間
医
を
雇
い
、
治
療
せ
よ
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
府
令

で
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
唐
六
典
尚
治
出
刑
部
に
「
有
疾
太
常
給
其
医
薬
」
と
み
え
る
。
太
常
寺
太
医
署
の
医
師
、
即

ち
官
医
が
治
療
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
現
実
に
は
日
本
に
お
い
て
は
、

(
上
略
)
各
受
重
辛
苦
者
、
宜
給
身
仮
、
令
加
療
治
者
、

と
検
非
違
使
別
当
宣
案
(
平
安
迫
文
二

1
m〉

勺

そ

し

て

、
そ
の
際
に
は
保
証
人
を
必
要
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

に
み
え
る
よ
う
に
、

病
人
は
暇
日
を
給
わ
り
、

各
自
に
お
い
て
治
療
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ

雑
人
獄
所
候
者
依
本
所
訪
申
給
仮
、

進
物
所

話
膳
部
多
治
忠
由今

右
忠
広
「
以
去
正
月
廿
五
日
偶
繁
六
座
居
被
禁
固
突
、
市
従
今
月
二
日
本
病
発
、
動
煩
苦
、
為
彼
病
所
詰
如
件
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貞
観
十
八
年
二
月
七
日

膳
部
大
春
日
茂
蔭

頭
大
膳
亮
藤
原
氏
助
(
以
下
略
ス
)

雑
人
の
本
所
の
上
司
達
が
連
名
で
保
証
し
た
の
で
あ
る
。
(
朝
野
群
載
、
巻
十
一

、
廷
尉
)

乙
の
獄
令
第
臼
条
の
規
定
が
守
ら
れ
て

ま
た
、

い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
甚
だ
疑
わ
し
い
。
「
小
右
記
」
(
長
徳
二
年
六
月
八
日
条
〉
に
は

以
頭
弁
令
秦
出
雲
犯
人
飢
餓
不
可
養
由
、
殊
有
天
思
可
被
給
仮
之
由
、
有
令
相
加
奏
(
中
略
)
免
給
了
、

出
雲
犯
人
は
飢
餓
の
た
め
放
免
さ
れ
て
い
る
。

@
に
つ
い
て
は
、
唐
令
(
唐
令
拾
遺
獄
宮
令
三
七
)
に
比
し
て
日
本
令
は
随
分
簡
略
化
し
て
い
る
。
(
付
点
の
箇
所
が
日
本
令
に
脱
落
〉

諸
獄
皆
厚
鋪
席
薦
、
夏
月
置
泉
水
、
其
囚
毎
月
一
泳
、
其
紙
筆
及
酒
金
刃
銭
物
、
杵
棒
之
類
、
並
不
得
入
、

「
夏
月

:
:
・
」
以
下
の
一
文
は
そ
っ
く
り
脱
落
し
て
い
る
が
、
条
文
の
簡
略
化
は
獄
図
の
待
遇
の
簡
略
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
「
小
右
記
」
(
長
徳
二
年
六
月
十
三
日
条
)
に
は

東
獄
門
前
東
門
、
令
掘
井
、
夫
食
自
家
宛
給
、
年
来
囚
徒
難
欽
水
、
の
仮
令
掘
、
渇
死
囚
衆
、
実
可
哀
憐
、

と
み
え
る
。
小
右
記
の
記
主
藤
原
実
質
は
乙
の
年
権
中
納
言
に
て
検
非
違
使
の
別
当
を
兼
ね
て
い
た
が
、
渇
死
す
る
囚
徒
の
多
く
で
る
に
至
つ

て
、
水
を
給
す
る
た
め
東
獄
門
前
に
井
戸
を
掘
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

@
に
つ
い
て
は
、
大
唐
六
典
尚
書
刑
部
「
使
燦
与
州
案
同
然
後
復
送
刑
部
」
小
註
に
ほ
ぼ
同
文
が
み
え
る
。

代
わ
っ
て
「
若
巡
察
使
按
察
使
廉
察
使
採
訪
使
皆
待
制
命
而
行
非
有
恒
也
」
が
付
い
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
附
考
」

が
消
え
、

@
に
つ
い
て
は
、
故
唐
律
疏
議
(
断
獄
律
第
5
条
〉
に
み
え
る
刑
罰
規
定
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

日
本
律
の

「
答
五
十
、

杖

一
百
、

十
、
加
役
流
」
が
唐
律
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
杖
六
十
、
徒
一
年
、
答
五
十
、
絞
」
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
全
部
の
刑
に
つ
い
て
一
律
に
一
等
軽

減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

@
に
つ
い
て
は
、
唐
令
拾
造
(
獄
官
令
十
六
〉

K
よ
れ
ば
、
「
有
病
」
を
「
病
及
有
保
者
」

と
し
て
お
り
、
「
給
仮

一
日
」
の
後
に

「
蹴
寒
食
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各
給
二
日
」
が
入
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
は
大
き
な
異
同
は
な
い
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
風
習
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
合
略
し
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
前
者
の
「
有
保
者
」
の
省
略
は
ど
う
い
う
乙
と
で
あ
ろ
う
か
。
獄
中
の
妊
産
抑
(
第
お
条
)
及
び
議
詰
減
者
(
第
位
条
)
に

は
「
責
保
聴
出
」
と
み
え
、
保
(
保
証
人
)
を
詰
う
て
出
獄
す
る
と
と
が
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
に
、
他
条
に
お
け
る
保
の
規

定
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
省
略
に
は
何
ら
か
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
獄
図
管
理
の
立
場
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
日
本
令

の
よ
う
に
病
者
以
外
は
か
せ
を
脱
が
せ
ず
、
保
証
人
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
人
で
あ
れ
ば
す
べ
て
か
せ
を
若
し
て
、
労
役
に
服
さ
せ
た

方
が
管
理
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
予
防
管
理
主
義
的
な
立
場
よ
り
し
た
削
除
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
か
ら
@
の
各
条
に
お
け
る
目
、
唐
両
律
令
の
比
較
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
日
本
律
令
に
お
い
て
は

川
獄
図
管
理
責
任
者
は
格
下
げ
さ
れ
、
ま
た
職
務
(
検
閲
〉
は
軽
減
。
更
に
、
彼
ら
に
対
す
る
監
察
規
定
も
明
確
さ
を
失
な
い
、
非
法
に
対

す
る
責
任
も
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

同
獄
囚
の
寵
病
時
の
待
遇
は
、
唐
で
は
官
医
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
民
間
医
あ
る
い
は
給
仮
に
よ
る
各
自
治
療
と
し
、
給
物
も

簡
略
化
さ
れ
、
ま
た
一
般
に
予
防
管
理
主
義
的
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、

日
本
の
律
令
に
お
い
て
獄
囚
の
冷
遇
化
、

予
防
管
理
主
義
化
が
、

主
獄
官
の
優
遇
化
、
寛
大
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
乙
れ
は
条
文
上
の
比
較
で
あ
っ
て
、
現
実
に
お
い
て
乙
の
よ
う
な
相
違
が
、
特
に
同
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
日
本

に
お
け
る
獄
囚
の
待
遇
が
法
規
通
り
で
な
か
っ
た
と
と
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
と
と
ろ
で
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
も
日
本
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

(

9

)

 

乙
と
は
仁
井
田
氏
の
論
考
か
ら
う
か
が
い
知
る
乙
と
が
で
き
る
。
目
、
唐
両
律
令
を
通
じ
て
法
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
か
っ
た
と
考
え

る
乙
と
が
で
き
る
。

次
に
、
今
ま
で
み
て
き
た
法
条
文
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
と
に
し
よ
う
。

第
一
の
特
徴
と
し
て
は
、
法
規
定
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
有
疾
獄
図
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
前
掲
条
文
の
外
に
護
送
中
に

お
け
る
有
疾
流
移
囚
の
取
扱
い
に
つ
い
て
(
第
別
条
)
、
箔
病
者
に
対
す
る
拷
問
制
限
に
つ
い
て

(
断
獄
律
)

な
ど
詳
細
な
規
定
が
み
ら
れ
る
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が
、
乙
れ
は
「
敦
ク
五
教
ヲ
愉
セ
」
と
国
司
巡
行
条
ハ
戸
令
〉
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
儒
教
的
倫
理
組
か
ら
要
討
さ
れ
た
乙
と
で
あ
る

と
共
K
、
人
身
的
支
配
の
貫
徹
l
個
別
的
な
把
握
を
一示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

第
こ
に
は
、
引
用
唐
告
に
お
い
て
部
分
的
に
み
ら
れ
た
が
、
待
遇
に
お
け
る
身
分
的
な
発
異
で
あ
る
。
宮
人
は
除
免
官
当
な
ど
(
閏
刑
〉
に

よ
っ
て
、
多
く
は
実
刑
を
免
れ
え
た
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
不
免
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
身
分
秩
序
の
維
持
を
基
本
と
す
る
古
代
国
家
に
あ
っ

て
み
れ
ば
、
待
遇
に
お
い
て
身
分
的
な
差
異
が
み
ら
れ
る
の
は
当
然
の
姿
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
お

わ

り

本
論
は
日
、
唐
両
律
令
に
み
え
る
刑
法
、
獄
令
全
般
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
一
部
、
有
疾
獄
囚
の
待
遇
と
い
う
点
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
乙
ζ

で
の
結
論
が
古
代
国
家
の
刑
法
に
つ
い
て

の
性
絡
を
代
表
す
る
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
。

古
代
国
家
に
お
け
る
有
疾
獄
囚
の
待
遇
は
、
法
規
だ
け
を
な
が
め
て
み
る
な
ら
ば
、
現
行
の
監
獄
法
第
七
立
給
昼
、
第
八
立
衛
生
及
ヒ
医
療

の
規
定
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
儒
教
的
倫
理
組
に
た
つ
有
疾
者
の
刑
法
上
の
特
典
は
、
限
定
能
力
観
に
た
つ
現
行
の
刑
法

第
泊
条

1
4
条
の
規
定
に
比
定
さ
れ
、
古
代
の
作
令
が
い
か
に
進
歩
箆
備
さ
れ
て
い
た
も
の
か
を
知
る
乙
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
実
と
法

規
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
く
、

(m
)
 

力
に
よ
る
労
働
力
の
収
醇
」
で
あ
っ
た
り
、
国
家
の
安
寧
維
持
の
規
制
の
た
め
で
あ
っ
た
乙
と
に
よ
り
、
現
実
に
は
受
刑
者
は
法
規
以
上
の
背

一
般
に
、
徒
刑
、
流
刑
(
自
由
刑
〉
は
徳
へ
の
教
化
を
名
目
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
選
善
よ
り
も
「
国
家
権

痛
を
与
え
ら
れ
、
有
疾
者
の
取
扱
い
は
法
規
以
下
の
簡
略
な
も
の
で
あ
っ
た
。

+ヱ
(1
〉

(2
)
 

(3
)
 

(4
)
 

(5
)
 下

村
康
正
「
犯
罪
論
の
基
本
的
思
想
」
頁
4
参
照

利
光
三
津
夫
「
律
令
及
び
令
制
の
研
究
」
頁

m
l
m

大
唐
六
典
尚
4
1

日
刑
部
「
凡
断
獄
之
官
皆
挙
律
令
格
式
正
条
以
結
之
」
養
老
獄
令
第
H
U

条

「
凡
諸
司
断
事
、
悉
依
律
令
正
文
L

利
光
氏
前
掲
言
、
頁
m
l
加
山
崎
佐

「
江
戸
期
前
日
本
医
事
法
制
の
研
究
」
頁
お
l
m

「
凡
在
京
繋
囚
、
及
徒
役
之
処
、
恒
令
部
正
月
別
巡
行
、
有
安
置
役
使
不
如
法
省
、
随
事
札
郵
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On the treatment of sick prisoners as seen in the ancient 

Japanese (Yoro-ritsuryo) and the Chinese Laws (Tang-lii) 

by Taku SHINMURA 

1n this paper thc author has traced the treatment of sick prisoners as stated in both the ancient 

]apancse and Chinese Laws. Sick prisoners were granted some special favors from the standpoint of the 

Confucian ethics: for example， medical treatments undergone by court physicians (Tang-lii) and leaving 

of absence from penal detention during illness. 

Generally， the ]apanese Law followed the Chinese one， but the former was much simpler than the 

latter; they were so of sick prisoners， too. And these laws compare quite well with the present constitu-

tlOn. 

Generally， though penal detention mentioned in these lawswas in the name of cultivating virtue 

in reality， convicts were simply enforced to hard labor imposed by the government， which aimed at 

maintaining national security， and they w:ere inflicted with pain， while the treatment of the sick prisoners 

was often neglected. 
H
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
巻

第
二
号

・
昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
二
日
受
付

原

著

西

説

内

科

撰

要

に

(
四
)

つ
¥ρ 

て

大

滝

紀

雄

11 

癖

篇

玄
随
の
「
西
説
」
と
玄
真
、
方
亭
の
「
増
訂
」
を
比
較
し
て
読
む
と
、

一
般
に
「
増
訂
」
の
方
が
分
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
篇
で

は
そ
の
差
が
き
わ
め
て
い
ち
じ
る
し
い
。
癖
は
ラ
テ
ン
語
で
乙
れ
を
パ
ラ
レ
イ
シ
ス

句
史
白
-3
5
と
い
う
と
断
つ
で
あ
る
か
ら
「
麻
簿
」
で
あ

る
乙
と
は
自
明
で
あ
る
。

「
西
説
」
の
翻
訳
さ
れ
た
頃
は
、
神
経
と
い
う
言
葉
も
、
麻
簿
と
い
う
乙
と
も
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、

の
篇
の
翻
訳
に
は
玄
随
白
身
き
わ
め
て
難
渋
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
西
説
」
を
繰
り
返
え
し
読
ん
で
み
て
も
、

そ
乙
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
何

の
乙
と
か
は
な
は
だ
分
り
難
い
が
、
「
増
訂
」
を
読
む
と
大
意
が
つ
か
め
る
の
で
、

そ
の
後
ふ
た
た
び
「
西
説
」
を
読
ん
で
み
る
と
、

お
ぼ
ろ

気
な
が
ら
趣
旨
が
分
る
。
お
そ
ら
く
、
著
者
自
身
も
内
容
を
あ
ま
り
よ
く
理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
翻
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
当
時
の
医
人

が
乙
れ
を
読
ん
で
果
し
て
ど
れ
だ
け
理
解
で
き
た
か
、
甚
だ
心
も
と
な
い
気
が
す
る
。
ま
た
本
立
に
は
細
字
の
注
釈
が
少
な
い
事
実
か
ら
み
て

も
、
訳
者
に
と
っ
て
自
信
の
な
い
翻
訳
で
あ
っ
た
乙
と
が
推
測
さ
れ
る
。

で
は
誤
っ
た
神
経
流
動
説
に
基
づ
く

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
「
増
訂
」

解
説
で
は
あ
る
が
、
遥
か
に
分
り
易
く
な
っ
て
い
る
。

乙
う
し
た
理
由
か
ら
本
項
で
は
主
と
し
て
「
増
訂
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
試
み
よ
う
。

立
の
欲
す
る
所
に
従
っ
て
働
く
筋
肉
ー
ー
ー
す
な
わ
ち
現
在
わ
れ
わ
れ
の
い
う
随
意
筋
に
障
害
が
お
と
る
と
排
す
な
わ
ち
麻
簿
が
お
乙
る
。
ま

犬
、
寒
熱
や
・
踊
昇
を
知
覚
す
る
機
能
が
減
ず
る
と
麻
癖
が
お
乙
る
。
神
経
が
部
分
的
に
死
壊
す
れ
ば
是
を
癖
と
は
い
わ
な
い
に
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鮮
の
病
因
。
脳
と
脊
髄
か
ら
始
ま
る
例
の
神
経
線

N
2
0
4〈
1
N

さ

3
Z
2
5
Z
2
4
0
2ヨ
〉ー
ー
そ
の
中
に
は
精
気
(
霊
気
)
が
流
通
し
て
、

諸
筋
に
循
行
す
る
の
だ
が
、
そ
の
ど
と
か
に
障
害
が
お
こ
る
と
癖
が
お
乙
る
。

す
で
に
5

シ
ン
キ
ン
ゲ
ン
篇
で
述
べ

た
と
お
り
、
神
経
に
は

「
医
範
提
綱
」
に
記
さ
れ
た
意
識
神
経
(
随
意
筋
を
司
る
〉

と
迫
化
神
経

(
不
随
意
筋
を
司
る
〉

の
二
種
類
が
あ
る
か
ら
、

昨
併
が
お
乙

っ
た

ら
、
そ
の
原
因
が
ど
ち
ら
で
あ
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
臓
に
癖
が
お
乙
れ
ば
卒
中
風
と
な
り
、
肺
に
癖
が
お
乙
れ
ば
哨
息
気

急
と
な
り
、
胃
腸
に
癖
が
お
こ
れ
ば
飲
食
物
と
便
は
転
送
さ
れ
ず
腸
に
滞
積
す
る
。
大
要
右
の
よ
う
な
説
明
で
あ
る
。

な
お
、
本
篇
に
は
「
西
説
」
「
増
訂
」
と
も
に
水
銀
中
毒
が
説
か
れ
て
い
る
。

水
銀
に
よ
る
多
発
性
神
経
炎
な
い
し
麻
庫
、

す
な
わ
ち
今
日

公
害
病
と
し
て
さ
わ
が
れ
て
い
る
水
俣
病
が
、
二
三

O
年
前
に
す
で
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

ま
た
、
ベ
リ
ベ
リ
と
脚
気
の
関
係
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
原
著
お
よ
び
「
西
説
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

同
ロ
。
。
三
百
円
出
。
ロ
仲
田
N
O
O
門
閃
巾

B
2ロ

2
ロ
印
。
。
ユ
〈
出
口

F
白円

H
H
S
F
m
y
m
F件
。
同
Z
O
〈
ぬ
門

B
R
Y丹
市

]
O
S
F
S
F

老
町
]
}
向
。
色
白
血
円

m
mロ
O
巾
同
百
円

当
O
円
内
同
門
図
。
ュ

σ巾門

-w

ア
白ペ東
栗リ方
自ぺ諸
栗')国

日於
フテ

一
種
ノ
癖
証

ニ
シ
テ
、
運
動
作
為
生
平
ノ
如
ク
自
由
ナ
ラ
サ
ル
ノ
証
ヲ
患
ル

コ
ト
常

ニ
甚
タ
多
シ
。
其
土

ニ
之
ヲ
呼

恐
ら
く
べ
リ
ベ
リ
と
い
う
こ
と
ば
が
日
本
で
記
載
さ
れ
た
最
初
の
文
献
で
あ
ろ
う
。
と
の
ベ

リ
ベ
リ
の
原
因
は
患
者
が
炎
熱
を
冒
し
た
り
、

熱
性
の
酒
類
を
過
飲
し
た
り
し
た
あ
と
で
、
急
に
寒
気
に
会
う
と
、
稀
薄
に
な

っ
た
神
経
液
が
凝
結
し
て
核
と
な
り
、
流
動
し
な
く
な
る
。
そ

の
結
果
、
症
状
と
し
て
四
肢
が
弱
く
な
り
、
動
作
に
力
が
な
く
、
運
動
が
に
ぶ
く
な
る
。
ベ

リ
ベ
リ
は
す
な
わ
ち
、
神
経
流
動
説
で
説
明
し
た

脚
気
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ス
弘
F
-
w

タ

「
増
訂
」
の
増
註
に
遠
西
の
名
医
斯
篤
児
屈
の
内
科
書
云
々
の
記
載
が
あ
る
。

ζ

れ
は
薬
物
に
詳
し
か

っ
た
ウ

ィ
ー
ン

の
〉
ロ
件
。
ロ
】
り
ユ
町
内
同
i

y
o
o『

2
0
0
2
w
(口
ω
H
1
5
0
3
で
あ
ろ
う
。
「
増
訂
」

出
版
後
約
十
年
を
経
た
天
保
二
年
(
一
八
三
一
〉
足
立
長
簡
が
斯
篤
児
屈
の
書
を
翻

訳
し
「
医
方
研
機
」
を
著
わ
し
、
病
状
と
薬
剤
を
記
し
て
い
る。
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12 

水

腫

篇

毛
細
管
の
惨
透
性
、
癒
過
圧
は
も
と
よ
り
、
細
胞
、
細
胞
膜
、
組
織
、
組
織
液
の
概
念
す
ら
殆
ど
な
か
っ
た
当
時
、
水
腫
〈
浮
腫
〉
は
如
何

に
説
明
さ
れ
て
い
た
ろ
う
か
。
そ
の
要
点
を
解
説
す
る
。

我
々
の
体
内
に
は
中
腔
の
臓
器
(
頭
、
胸
、
腹
〉
が
あ
る
が
、
乙
乙
に
は
蒸
気
が
含
有
さ
れ
て
い
る
。
脂
胞

〈
E
g
g
-内
な
い
し
脂
肪
膜

冨
巾
『
ロ
σ円白白何回〉門出勺
O
印白
の
中
に
は
脂
肪
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
健
康
体
で
は
蒸
気
ま
た
は
脂
肪
が
存
在
す
る
が
、

乙
れ
ら
の
量
が

増
加
し
て
其
部
分
が
腫
脹
し
た
状
態
を
水
腫

同
三

5
3
と
名
付
け
る
。
水
腫
に
は
部
分
的
の
も
の
と
全
身
性
の
も
の
と
が
あ
る
。

水
腫
の
成
因
に
つ
い
て
ゴ
ル
テ
ル
は
自
著

わ
O
B
吉
一円丘
E
B
(解
説
な
い
し
概
論
の
意
、

「
西
説
」
で
は
捷
径
方
、
「
増
訂
」
で
は
簡
易
方
と

訳
し
て
い
る
。
著
者
未
見
〉
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
重
複
を
さ
け
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
要
約
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

水
腫
の
原
因
は
血
脈
(
静
脈
〉
お
よ
び
水
脈
ハ
淋
巴
管
)
を
圧
迫
し
た
た
め
に
お
乙
る
。
ま
た
、
身
体
内
の
諸
腔
に
は
天
資
自
然
の
蒸
気

色白
B
勺

す
な
わ
ち
滋
露

骨
戸
当

が
あ
る
。

乙
れ
ら
は
動
静
脈
の
端
末
と
神
経
の
端
末
か
ら
惨
山
山
す
る
。
そ
し
て
、
乙
の
蒸
気
は
嶋
崎
収
管

。
3
-
o
G
S号

〈白血片方印

(〈
白
凹
白
円
。
mwO
円σ巾
口
三
曲
)

で
吸
収
さ
れ
、
や
が
て
水
脈
〈
淋
巴
管

〈白印
m
-
F
U可
H
H

】立

g
z
n白
一)

と
血
管
に
入
っ
て
ゆ
く
。
若
し
鴎
収
管

の
機
能
が
低
下
し
た
り
、
そ
の
末
端
が
つ
ま
っ
た
り
、
吸
収
さ
れ
る
液
体
の
粘
調
度
が
増
加
す
る
と
液
体
が
う
っ
滞
し
て
浮
腫
が
生
ず
る
。

右
の
よ
う
に
一
応
理
屈
は
つ
け
て
あ
る
が
、
は
た
し
て
噴
収
管
が
何
物
な
の
か
の
説
明
が
な
い
。

治
療
法
は
局
処
に
パ
ッ
プ
剤
の
貼
布
。
利
尿
剤
、
下
剤
の
使
用
で
あ
る
。

以
上
で
発
無
定
処
十
二
篇
が
終
り
、
十
三
筋
か
ら
十
九
篇
ま
で
は
病
属
頭
脳
と
な
る
。

× 

× 

× 



，a
 

大
脳
生
理
が
あ
る
て
い
ど
解
明
さ
れ
て
き
た
今
日
で
も
、

昏

睡

篇

な
お
意
識
と
陸
眠
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
数
多
い
。
本
篇
で
は
昏
陸
に
つ
い
て

大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
聞
は
眠
る
状
態
と
目
覚
め
る
状
態
と
が
交
互
に
存
在
す
る
の
が
健
康
の
し
る
し
で
あ
る
。
し
か
し
、
昼
間
、
仕
事
を
す
べ
き
と
き
に
眠
く

な
っ
た
り
、
目
覚
め
な
い
場
合
が
あ
る
。
乙
の
中
で
軽
症
の
も
の
を
堵
眠

巴
白血
克
己

m
Z
X
3
0
5ロ。
Z
E
S〉

と
い
う
。
そ
の
重
症
の
も
の

を
昏
睡

巴
白
血
宮

E
Z
3
。句。円
)
と
名
付
け
る
。
平
常
の
睡
眠
で
は
意
識
的
運
動

5--Hm
o

g認
め
ぬ

5
m
(冨
2
5
〉

E
B色
抗
)

が
全
く
休

息
し
て
い
る
間
で
も
、
そ
れ
以
外
の
運
動
す
な
わ
ち
、
心
臓
、
脈
行
の
循
環
、
呼
吸
、
胃
腸
、

腎
等
は
休
む
乙
と
が
な
い
。
「
西
説
」
の
文
章

を
引
用
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

粕
神
思
欲
ノ
運
動
ハ

、
是
レ
陸
中

ニ
於
テ
休
息
シ
、
其
他
ノ
諸
物
ハ
生
ヨ
リ
没
ス
ル

ニ
至
ル
マ
テ
、
終
古
其
官
能
ノ
運
営
ヲ
休
止
ス
ル
ノ
間

隙
ナ
キ
コ
ト
ヲ
知
ル
。

「
増
訂
」
で
は
右
の
芯
識
的
運
動
を
、
「
思
欲

ニ
随
フ
運
動
」
と
訳
し
、

細
字
で
と
れ
は

「
精
神
ノ
運
営
及
ビ
限
耳
鼻
口
舌
手
足
腹
部
陰
具

等
ノ
諸
部
ノ
運
動
ヲ
云
、
是
皆
我
意
ノ
欲
ス
ル
所

ニ
随
テ
運
用
シ
自
由
ニ
運
動
挙
動
ヲ
為
ス
部

ニ
シ
テ
医
範
提
綱

ニ
所
謂
ル
意
識
神
経
ノ
循
行

ス
ル
諸
部
ナ
リ
」
と
注
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
運
動
の
ζ

と
は
「
医
範
提
綱
ニ
所
謂
ル
運
化
神
経
ノ
循
行
ス
ル
諸
部
ナ
リ
」
と
説
明
し
て

、3
0

L
4
 

昏
陸
に
は
次
の
種
類
が
あ
る
。

ω-g℃
N-ow
Z
ス
ラ
l
プ

病

(
〉勺
01
2
5)
昏
睦
の
度
の
深
い
も
の
、
漢
人
の
い
う
卒
中
風

れ

O
B印
コ
!
?

熱
な
く
徐
々
に
発
す
る
も
の

ハい白
円戸』
印
カ
ル
ス

コ
!
?
の
過
度
の
も
の

わ

O
B白
〈
百
戸
コ

l
マ
ヒ
ギ
ル

時
々
わ
ず
か
に
目
覚
め
る
も
の
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F
m
円一石門
ぬ
己
的
レ
タ
ル
グ
ス

発
熱
を
伴
っ
た
り
し
て
症
状
激
烈
な
も
の

切
。
円。
0
2
0

ベ
ル
ウ
ル
テ

(
〉
U
o
u
-m巴白
)

ス
ラ
l
プ
病
と
殆
ど
閉
じ
も
の
と
考
え
ら

昏
睡
病
が
頭
脳
に
逆
上
し
人
事
不
省
と
な
る
も
の
、

れ
るし

か
し
乙
れ
ら
は
判
然
と
区
別
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
る
。

治
療
と
し
て
は
刺
絡
、
下
剤
、
涜
腸
等
が
用
い
ら
れ
る
。

14 

寝

篇

不

不
寝
は
不
眠

ω]白血
1
0
2
Z
Z
(〉
関
門
司

U
E白
ま
た
は

吉
田
O
B
Eろ
の
こ
と
で
あ
る
。

不
眠
は
精
神
的
お
よ
び
肉
体
的
な
過
度
の
労
働
、
夜
九
痛
や
熱
い
も
の
を
飲
ん
だ
時
な
ど
に
お
と
る
が
、
乙
う
し
た
原
因
の
判
然
と
し
た
も
の

は
、
そ
の
原
因
を
除
け
ば
不
眠
も
な
お
る
か
ら
、
不
寝
篇
か
ら
は
除
外
す
る
。

乙
れ
は
「
西
説
」
八
十
九
章
「
不
寝
ノ
外
因
ヲ
論
ス
」
に
苫
か

れ
て
い
る
。
九
十
茸
の
「
内
因
ヲ
論
ス
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

不
眠
の
内
因
は
血
液
が
水
の
様
に
稀
薄
に
な
っ
た
り
、
脳
を
刺
激
す
る
内
因
が
あ
っ
て
、
脳
中
か
ら
纏
注
す
る
精
気
の
湖
盈
が
調
節
さ
れ
な

い
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
誘
因
は
悪
腐
な
諸
病
、
胆
液
の
病
気
な
ど
で
あ
る
と
精
気
論
的
な
解
釈
で
あ
る。

ち
な
み
に
現
在
の
内
科
書
に
記
さ
れ
て
い
る
不
眠
の
原
因
の
項
を
抜
率
し
て
み
よ
う
。

不
眠
の
原
因
は
一

、
外
因
性
、
二
、
内
因
性
が
あ
る
。
外
因
性
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
癖
痛
、
一角熱
、
咳
、
枢
吐
、
下
痢
な
ど
で
あ
る
。
内

因
性
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
脳
の
血
液
循
環
障
害
、
種
々
の
中
毒
性
疾
患
、
精
神
障
害
な
ど
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
両
者
の
聞
に
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
が
、

一
脈
相
通
ず
る
も
の
も
み
ら
れ
る。

不
寝
の
治
療
に
は
と
う
ぜ
ん
催
陸
薬

巴
白
血
℃
B
E
号

-g
ハ
睡
眠
剤
)
が
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
白
器
粟
(
ケ
シ
)
舎
利
別

ωヨ
ロ

U
3
1

サ
フ
ラ
ン
等
の
阿
片
剤

0
1ロヨ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

℃白〈
一・
白
一σて
フ
ウ
ダ
ニ
ウ
ム
液

FgH色
白
E
F
5
E
E
阿
芙
蓉
液
、
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元z
ーすー

阪

篇

回
日
認
可
B
E
m
す
な
わ
ち

ω〕百
円O
℃ぬ

は
失
神
の
ζ

と
で
あ
る
。
失
神
す
な
わ
ち
卒
厭
と
は
と
つ
ぜ
ん
意
識
と
運
動
が
消
失
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
昏
陸
篇
で
述
べ
た
ス
ラ

l
。
フ
病
す
な
わ
ち
ベ
ル
ル
テ
と
は
ち
が
っ
て
、

一
過
性
に
呼
吸
、
脈
樽
が
止
っ
て
殆
ど
死
者
と
区
別
の
つ
か
な

い
状
態
で
あ
る
。
フ
ラ
ウ
テ

盟
国
Z
Z
と
呼
ぶ
も
の
は
失
神
の
軽
度
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
と
乙
ろ
で

E
2
5
は
現
代
の
オ
ラ
ン
ダ

語
の
譲
り
で
は

巴
白
ロ
名
門
ゆ

で
英
語
の

E
-
E
E
m
す
な
わ
ち
失
神
と
同
義
語
で
あ
る
。
「
西
説
」
で
は
フ
ラ
ア
ウ
と
誤
読
し
て
い
る
。

卒
販
は
他
病
と
共
に
併
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
カ
ラ
ン
テ
レ
ッ
キ
ン
グ
(
虚
筆
)
や
子
宮
衝
逆
(
ヒ
ス
テ
リ
ー
)
の
さ
い
に
も

お
乙
る
。

卒
蕨
ヲ
発
シ
タ
ル
ハ
此
其
血
ノ
分
量
、
以
テ
頭
脳

ニ
輸
シ
送
ル

ニ
足
ラ
サ
ル
カ
致
ス
所
ナ
リ
ト
，
祭
ス
ヘ
キ
ナ
リ
。
須
ク
患
者
ヲ
シ
テ
頭
ヲ
置

ク
コ
ト
卑
(
低
)
カ
ラ
シ
メ
、
以
テ
其
血
ノ
流
輸
シ
カ
タ
キ
者
ヲ
シ
テ
、
能
ク
其
頭

ニ
致
シ
易
カ
ラ
シ
ム
ル
の
策
ヲ
為
ス
ヘ
シ

右
は
「
西
説
」
九
十
六
章
に
記
さ
れ
て
い
る
文
章
だ
が
、
乙
れ
は
現
在
の
脳
の
貧
血
な
い
し
酸
索
欠
乏
の
説
明
に
も
似
て
い
る
。

な
お
、
本
篇
を
読
ん
で
大
へ
ん
興
味
深
い
乙
と
は
、
ζ

と
で
精
神
と
神
経
の
相
関
関
係
が
論
じ
ら
れ
、
当
時
の
医
学
的
考
察
法
が
よ
く
分
る

点
で
あ
る
。
「
西
説
」
九
十
四
立
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

造
物
主
ノ
肇
テ
人
身
ヲ
始
資
ス
ル
、
其
生
命
ヲ
賦
シ
生
活
セ
ル
元
運
ヲ
与
ル
所
ノ
者
ハ
固
ヨ
リ
思
議
ノ
及
フ
所

ニ
非
ス
シ
テ
、
将
タ
其
精
神

ニ
ノ
ミ
在
ル
ャ
、
抑
又
神
経
ニ
在
テ
、
神
経
其
精
神
ヲ
送
ル
ャ
、
若
ク
ハ
神
経
精
神
ト
モ

ニ
是
相
須
テ
離
レ
サ
ル
者

ニ
シ
テ
、
精
神
ハ
即
是
神

経
、
神
経
即
是
精
神
ナ
リ
ャ
、
予
此
ヲ
究
メ
極
ル

コ
ト
能
ハ
ス

一
一
五
章
か
ら
引
用
す
る
。

精
気
ハ
必
ズ
神
経

ニ
循
テ
遍
身
百
体

-一
流
貫
普
達
ス
ベ
キ
寸
復
事
疑
ア
ル
寸
無
シ
。
是
レ
精
気
ノ
神
経

ニ
流
通
セ
ザ
ル
部
ハ
必
ズ
生
活
ノ
運

そ
し
て
、
乙
の
結
論
を
分
り
易
い
「
増
訂
」

勤
モ
廃
絶
シ
テ
死
敗
ス
レ
バ

ナ
リ
。
目
正
故

-一
精
気
ノ
運
営
;
:
:
暫
時
流
通
ス
ル
寸
能
ハ
ザ
ラ
シ
ム
ル
ノ
諸
国
ハ
皆
卒
版
ヲ
発
ス

ル
ノ
園
ナ
リ
ト

ユ47



知
ル
ベ
シ
。

14$ 

以
上
は
大
へ
ん
ま
わ
り
く
ど
い
表
現
で
は
あ
る
が
、
要
す
る
に
八
霊
液
が
脳
と
脊
髄
で
生
成
さ
れ
V

精
神
は
神
経
の
走
行
路
に
従
っ

て
全
身

に
く
ま
な
く
伝
わ
る
と
い
う
乙
と
ら
し
い
。
し
か
も
部
分
的
に
伝
わ
ら
な
い
ζ

と
が
あ
れ
ば
、
乙
れ
は
失
神
の
原
因
に

な

る

と

い
う
の

で
あ

る
。
乙
の
根
本
思
想
は
医
範
提
綱
の
考
え
方
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

医
範
捉
綱
巻
一

、
三
腔
提
綱
篇
第
一

脳
髄
ハ
精
神
之
府
。
造
J

一
霊
液
J
起
ノ
一
神
経
J
以
テ
発
ス
ニ
癌
疾
動
静
運
化
生
養

J

之
機
J

其
在
ν

脊
者
ヲ
為
ニ
脊
髄
J

O
軒
並
液
者
精
微
之
液
也
神

気
之
所
ν
資
精
妙
之
所
v
成
出
J

一
於
脳
及
r
脊

J

之
髄
二
而
注
射
ス
二
千
神
経
二

16 

頭
旋
舷
雷
篇

旋
頭
肱
冒

U
E
N巾
ロ
包
括

F
〈巾円
Z
m
o
す
な
わ
ち
め
ま
い
は
患
者
が
物
を
み
た
場
合
、
そ
の
物
体
が
動
き
廻
っ
て
旋
回
す
る
よ
う
に
感
ず

る
症
状
で
あ
り
、
乙
れ
が
す
す
め
ば
終
に
は
卒
販
と
な
る
。
元
来
、
瞳
子
(
臨
孔

。
o
m白℃匂
巾f
-
M
Z
U
F
一一
白
〉
は
静
止
し
た
状
態
を
見
る
も
の
だ

が
、
頭
旋
舷
冒
を
患
う
病
人
の
眼
底
は
糊
状

℃
告
白
n
y
t
m
巾
の
視
神
経

の
R
R
Z
N2
0
4
F
Z巾
円三
印
o
u
z
n
己
的
が
あ
る
た
め
、

物
が
異
常
な

運
動
を
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。

頭
旋
舷
冒
の
原
因
は
動
静
脈
の
充
血
の
乙
と
も
あ
れ
ば
、
貧
血
の
ζ

と
も
あ
る
。
ま
た
懐
液
が
眼
底
に
浸
淫
し
て
も
お
乙
る
。
窪
媛
、
子
宮

衝
逆
や
痢
の
人
に
も
お
乙
る
。
も
う
一
つ
の
原
因
は
腐
敗
汚
物
が
胃
中
に
蓄
積
し
た
と
き
に
も
お
乙
る
。

乙
の
最
後
の
場
合
に
は
吐
剤
を
用
い

る
と
よ
い
。

以
上
が
本
篇
の
大
略
の
要
旨
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
大
多
数
の
め
ま
い
が
眼
性
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
西
説
」
で
は
細

字
の
注
釈
で
限
の
構
造
六
脱
、
三
液
、
六
筋
と
脳
神
経
が
き
わ
め
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

乙
れ
ら
は
殆
ど
す
べ
て
が
「
解
体
新
書
」
の
説

明
の
引
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
乙
ろ
が
「
増
訂
」
に
な
る
と
、
乙
れ
ら
の
説
明
は
全
く
行
帥
附
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
解
剖



現

一
、
喫

二
、
視

三
、
動

四
、
滑

五
、
三

六
、
外

七
、
顔

八
、
内

九
、
舌

十
、
迷

十
一

、
副

十
二
、
舌

十
三
、
第

代
神

経
神

経

限

神

経

車

神

経

文

神

経

転

神

経

面

神

経

戸

耳

神

経

『

咽

神

経

}

走

神

経

}

神

経

}

下

神

経

一
頚
神
経17 

当

時

第

一

興

神

経

第

二

頭

神

経

第
三
(
限
)
神
経

第

四

神

経

第

五

神

経

第

六

神

経神

経

第

七

の
こ
と
は
「
解
体
新
世
田
」
と
「
医
範
提
綱
」
に
委
せ
よ
う
と
い
う
玄
真
の
態
度
が
う

第

}¥ 

神

経

か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
め
ま
い
の
原
因
は
現
在
で
は
眼
性
の
も
の
よ
り
も
、
耳
性
、
す
な
わ
ち
迷

路
性
な
い
し
前
庭
神
経
性
の
も
の
が
円
以
有
力
と
考
え
ら
れ
、
中

枢

神

経

性

、
心
因

性
、
循
環
性
、
消
化
管
性
、
薬
物
性
な
ど
多
種
多
肢
に
考
え
ら
れ
て
い
る
乙
と
を
付

記
し
て
お
く
。

蛇
足
な
が
ら
「
解
体
新
苦
」
巻
の
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
当
時
の
脳
神
経
と
現
代
の

そ
れ
と
の
比
較
を
か
か
げ
て
お
く
。
(
岩
波
、
日
本
思
想
大
系
洋
学
下
「
解
体
新
書
」

第第

十 九

神神

経経

小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
校
注
参
照
)

精
神
錯
乱
シ
常
ヲ
失
ヘ
ル
者
、
所
謂
綴
狂
、
議
妄
、
痴
迷
、
昏
蛸
ノ
類
、
皆
口
疋
ナ
リ
。

精
神
錯
乱
篇

「
西
説
」
細
字
の
注
釈
で
右
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
、
粘
神
病
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
大
昔
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

述
べ
ら
れ
て
い
る
乙
と
を
左
に
要
約
す
る
。

乙
の
四
回
刷
に

乙
れ
ま
で
常
人
だ
っ
た
人
が
、

精
神
錯
乱

J
E
F
o
o
E
-
m
y
o広
イ
イ
ル
ホ

l
フ
ヂ
フ
ヘ
イ
ド
は
譜
妄

ロ
σ
ロ円

E
B
テ
リ
リ
ウ
ム
と
同
じ
で
、

① 
理
性
を
失
い
変
質
し
た
状
態
を
い
う
。

乙
れ
に
は
お
よ
そ
次
の
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
区
別
は
判
然
し
な
い
場
合
が
多
い
。

イ
ポ
コ
ン
デ
ル

同
三
】
o
n
y
oロ仏
R
精
神
錯
乱
の
軽
い
状
態
を
い
う
。
す
で
に
9
篇
胆
汁
敗
黒
病
で
の
べ
た
よ
う
に
、
敗
黒
胆
液
が
静
血

@ 
脈
の
血
に
混
じ
脳
に
昇
っ
た
も
の
で
あ
る
。

痴
迷
の
症

。目KF
2
件。
ケ
キ

ヘ
イ
ド
ま
た
は

N
。
円
『
戸
市
広

ツ

l
ヘ
イ
ド
こ
北
は
熱
が
な
く
て
精
神
状
態
の
異
常
が
す
す
ん
だ
も
の
を
い
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④①  

綴
狂

ロ
0
5
2
け
ド
ル
ヘ
イ
ド
ま
た
は
神
白印開門口可

ラ
セ
ル
、
不
イ

議
妄

F
H
n
z
s。。
E-
mpox
リ
ク
ト
ホ
ク
ヂ
ヒ
ヘ
イ
ド

痴
迷
の
度
が
さ
ら
に
す
す
み
、
長
い
間
治
癒
し
な
い
も
の
。

発
熱
と
精
神
異
常
の
共
に
く
る
も
の
。

⑤ 

熱
毒
発
狂

百
円
N
E
E
m
y
m
F
H
ヲ
イ
ト
シ
ン
ニ
ヒ
ヘ
イ
ド
ま
た
は

司
2
2
ヒ
ウ
ロ
ル

以
上
は
原
因
は
同
じ
で
も
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
あ
た
か
も
同
じ
酒
を
飲
ん
で
も
酔
っ
た
症
状
が
多
種
多
様
で
あ
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

コ
ー
ル
ツ

右
の
ほ
か
に

J
2
0ロ仏
何
回ハ。

2
5
イ
l
レ
ン
デ

熱
、

月
白
Nmロ
門
円
四
問
。
。
門広

ラ
l
セ
ン
デ
コ

l
ル
ツ
ま
た
の
名

目νF
E
D
-
Z
由。フ

す
な
わ
ち

レ
ニ
チ
ス

が
あ
る
。

乙
れ
も
一
回
向
熱
の
病
気
に
さ
い
し
て
お
乙
る
精
神
錯
乱
で
あ
る
。
ζ

の
原
因
は
次
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

0
2
Z
Z
Eロ
m
ヲ
ン
ト
ス
テ
エ
キ
ン
グ
す
な
わ
ち

F
E
B
B三
5

(「
増
訂
」
で
は
「
鍬
街
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
)
が
脳
に
昇
っ
た
場

合
。
乙
れ
は
脳
に
股
が
た
ま
る
た
め
、
乙
れ
を
排
除
す
る
の
が
困
難
で
治
癒
し
に
く
い
。

① ② 

ロ
ー
ス

問。。
∞
ハ
英
語
の

円。印。
)
す
な
わ
ち
丹
器

開
弓
包
刃
包
宮

の
熱
毒
が
脳
に
の
ぼ
っ
た
場
合
。

① 

血
液
中
の
熱
壊
毒
が
頭
脳
に
昇
っ
た
場
合
。

ま
た
、
す
で
に
寒
熱
篇
で
触
れ
た
よ
う
に
、
尿
中
に
自
室
(
白
濁
)
が
あ
る
の
は
、
汚
物
が
排
池
さ
れ
病
状
の
経
過
が
よ
い
こ
と
を
示
す

が
、
尿
中
に
白
涯
が
な
く
清
澄
な
の
は
、
熱
毒
が
少
し
も
下
降
排
除
さ
れ
ず
脳
中
に
滞
止
留
着
す
る
症
候
で
、
予
後
不
良
を
示
す
。

治
療
法
は
相
変
ら
ず
刺
絡
、
下
剤
が
用
い
ら
れ
、
甚
し
い
頭
痛
に
は
酢
に
ひ
た
し
た
布
切
れ
の
湿
布
が
賞
用
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
現
代
医
学
の
考
え
方
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
尿
混
濁
の
原
因
は
尿
酸
塩
、
炭
酸
塩
、
燐
酸
塩
、
修
酸
石
灰

な
ど
、
特
殊
な
場
合
に
脂
肪
、
細
菌
な
ど
で
あ
る
乙
と
が
分
っ
て
い
る
。
熱
病
に
さ
い
し
て
混
濁
尿
の
方
が
治
癒
機
転
を
示
す
と
い
う
当
時
の

考
え
方
も
興
味
深
い
。



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
巻

第
一
号

・
昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
四
十
九
年
三
月
十
一
日
受
付

原

著

絵
巻
物
に
描
か
れ
た
日
本
の
医
療

樋

口

誠

太

郎

一
、
は

じ

め

歴
史
的
な
視
点
か
ら
医
療
行
為
を
行
う
者
(
広
義
の
医
師
)
と
病
人
の
関
係
、
或
は
病
人
そ
の
も
の
の
様
子
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
と
い
う
乙
と
を
具
体
的
に
知
る
手
が
か
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
文
献
の
み
で
、
乙
れ
を
実
証
す
る
乙
と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。
特
に
時

代
が
古
く
な
る
ほ
ど
用
語
の
難
解
度
が
加
わ
り
、
見
解
の
多
様
化
現
象
を
招
く
と
と
が
多
い
。

私
が
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
絵
巻
物
は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
研
究
上
の
難
点
を
解
決
す
る
上
で
は
、

一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
考
証
を
加

え
て
み
る
価
値
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

絵
巻
物
は
、
平
安
時
代
末
期
よ
り
近
世
初
頭
ま
で
そ
の
成
立
の
幅
の
広
さ
と
、
大
和
絵
的
手
法
に
よ
る
摘
法
の
写
実
性
と
い
う
両
面
か
ら
医

学
の
歴
史
を
究
明
し
て
い
く
上
で
の
資
料
と
し
て
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
良
い
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

特
に
絵
巻
物
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
題
材
は
非
常
に
広
範
囲
で
、
内
容
も
当
時
の
人
々
の
様
子
を
か
な
り
く
わ
し
く
描
き
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
研
究
の
メ
ス
を
加
え
る
乙
と
は
、
医
学
を
と
り
ま
く
文
化
的
、
社
会
的
環
境
、
医
療
行
為
医
術
と
病
人
の
関
係
、
な
ど
人
間
的
側
面

か
ら
医
学
を
探
究
す
る
良
き
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
医
史
学
的
視
点
か
ら
こ
れ
ら
を
究
明
す
る
上
で
、
医
師

・
医
療

・
病
人
の
三
者
の
関
連
を
次
の
よ
う
な
構
造
で
想
定
し
て
み
た
。

旧
来
、
医
学
の
歴
史
的
視
点
か
ら
の
研
究
は
、
技
術
的
側
面
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
人
間
的
側
面
即
ち
文
化
的
社
会
的
環
境
の
面
か
ら
の
先
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国土」一回~I
医療行為の構造

明
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
と
は
、
い
え
な
い
。
そ
の
原
閃
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
主
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た
る
原
因
の
中
に
、
研
究
の
対
象
と
す
べ
き
原
資
料
が
充
分
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
と
も
大
き

な
原
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

最
近
、
絵
巻
物
の
研
究
は
、
出
叫
に
英
術
的
価
値
を
論
ず
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
史
料
と
し
て
の
価

表 1

値
の
究
明
も
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
来
て
お
り
、
私
な
ど
が
と
れ
ら
を
と
り
あ
げ
る
と
き
、
か
な
り

多
く
の
も
の
に
目
を
通
す
乙
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
そ
の
一
部
を
と
り
あ
げ
、
絵
巻

物
が
医
事
資
料
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
と
い
う
乙
と
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
医
事
資
料
と
し
て
み
た
絵
巻
物

絵
巻
物
に
描
か
れ
た
医
療
行
為
の
特
色

噌

i絵
巻
物
は
大
和
絵
の
一
種
と
し
て
、
物
語
絵
或
は
絵
詞
な
ど
と
い
わ
れ
平
安
時
代
末
期
か
ら
、
江
戸
時
代
直
前
ま
で
作
成
さ
れ
多
く
の
人
々

の
自
に
ふ
れ
て
い
た
乙
と
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
最
盛
期
は
、
中
世
で
あ
り
わ
れ
わ
れ
が
資
料
と
し
て
活
用
す
る
場
合

・
そ

べ
き
で
あ
ろ
う
。

の
描
画
の
正
確
さ
な
ど
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
な
ら
ば
、
中
世
の
事
象
を
描
い
た
も
の
で
、
中
世
に
成
立
し
た
も
の
を
、
第
一
に
と
り
あ
げ
る

乙
れ
ら
を
描
い
た
人
々
は
、

一
般
に
土
佐
派
と
か
住
吉
派
と
か
い
わ
れ
た
絵
師
の
集
団
で
あ
っ
た
。
ま
た
僧
侶
も
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
た
と

い
わ
れ
る
が
、
如
何
な
る
人
物
が
如
何
な
る
も
の
を
描
い
た
か

・
明
確
な
も
の
は
、
余
り
な
い
。
た
だ
現
存
す
る
も
の
の
中
に
、
「
利
生
諌
」
、

ひ
じ
Q
え

「
聖
絵
」
な
ど
の
類
が
多
い
ζ

と
か
ら
相
当
数
の
も
の
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
乙
と
を
推
測
す
る
程
度
K
、
現
在
の
と
ζ

ろ
は
と
ど
ま

る
の
み
で
あ
る
。

絵
巻
物
の
内
容
は
、
大
別
し
て
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
ζ

と
が
で
き
る
。



図 1 光明真言功徳絵詞

僧イ自の功徳で逃散する疫病神

表

絵
巻
物
の
内
容
に
よ
る
分
類

付
物
語
を
中
心
と
し
た
も
の
(
物
語
絵
〉

伺
合
戦
に
題
材
を
と
り
、

も
の
(
戦
記
絵
巻
〉

個
人
の
戦
功
な
ど
を
描
い
た

同
利
生
諮
と
い
わ
れ
、

も
の
(
縁
起
絵
巻
)

神
仏
の
霊
顕
を
中
心
に
描
い
た

同
門
聖
絵
と
い
わ
れ
、
聖
人

・
上
人
な
ど
宗
派
の
宗
祖
の

一

一
代
を
描
き
布
教
活
動
の
一
助
に
用
い
ら
れ
た
と
思

一

わ
れ
る
も
の
。

同
そ
の
他
(
六
道
絵
な
ど
の
如
く
主
と
し
て
宗
教
的
視

点
か
ら
人
間
の
罪
業
を
中
心
に
措
い
た
も
の
な
ど
が

あ
る
。
〉

接
的
に
医
療
行
為
を
描
い
て
い
る
も
の
に
分
け
る
と
と
が
で
き
る
。

ま
た
乙
れ
ら
の
絵
巻
物
を
み
る
と
、
直
接
に
医
療
行
為
を
描
い
た
も
の
、
即
ち
医
療
行
為
を
表
現
す
る
目
的
で
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
、
間

ま
た
人
物
を
中
心
に
し
て
別
の
視
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
表
現
上
の
分
類
が
で
き
る
。

一、

病
床
に
あ
る
人
聞
を
描
い
た
も
の
。

一
、
病
気
の
状
態
の
人
聞
を
描
い
た
も
の
。

、
医
師

・
薬
師
薬
屋
な
ど
を
描
い
た
も
の
。

四
、
祈
祷
僧
、
祈
祷
師
を
描
い
た
も
の
。
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な
お
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
別
々
に
出
て
く
る
こ
と
は
、
余
り
な
く
、
同
一
画
面
に
、
病
人
と
医
療
行
為
を
行
な
っ
て
い
る
人
物
と
し
て
描
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か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
病
気
を
描
く
場
合
に
、
乙
れ
ら
人
間
外
の
も
の
と
し
て
、

疫
病
神

・
疫
鬼
が
描
か
れ
る
場
合
が
多
い
が

(図
1
)
、
こ
れ
は
当
時
の
人
々
が
病
気
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
か
を
考
証
す
る
に
は
良
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

大
工
り
に
、

こ
れ
ら
の
内
容
を
み
て
、
注
目
す
べ
き
と
と
は
、
乙
れ
ら
の
描
画
が
必
ず
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
個
人
を
対
象
に
医
療
行
為
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
我
国
に
お
け
る
漢
方
医
学
は
、
中
国
の
伝
統
を
継
承
し
乙
れ
に
日
本
人
独
自
の
発
想
と
手
法
を
加
味
し
、
長
年
に

わ
た
る
治
療
経
験
と
が
総
合
的
な
人
間
観
の
上
に
樹
立
さ
れ
て
い
る
。
故
に
そ
の
治
療
法
は
い
つ
も
個
人
と
し
て
の
人
聞
を
対
象
と
し
て
い

る
。
乙
れ
に
対
し
西
洋
医
学
は
人
間
の
病
気
の
原
因
を
人
間
の
個
体
の
な
か
に
あ
る
異
状
と
い
う
視
点
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
し
た
た
め
分
析
的

人
間
観
(
解
剖
重
視
な
ど
も
そ
の
一

例
)
が
確
立
し
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
に
論
理
的
に
整
理
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
西
洋
医
学
は
そ
の
特
色
の
一
つ
に
、
集
団
に
対
処
す
る
方
法
を
も
っ
て
い
た
と
も
い
う
。

乙
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
大
陸
で
地

続
き
の
た
め
、
流
行
病
に
は
、
国
境
が
な
く
全
土
が
そ
の
被
害
に
会
う
乙
と
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
と
の
よ
う
な
条
件
は
、
島
国

の
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
乙
と
が
い
え
る
と
思
う
が
、
集
団
へ
の
対
応
と
い
う
視
点
が
医
療
の
中
に
余
り
顕
著
に
み
ら
れ
ず
、
特
に
絵
巻
物
な

ど
で
は
、
集
団

へ
の
医
療
行
為
が
捕
か
れ
な
い
し
病
人
の
集
団
を
描
い
た
も
の
も
な
い
。

と
と
に
東
洋
と
西
洋
の
病
気
に
対
す
る
思
潮
そ
の
も

の
の
相
異
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
、
い
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
我
国
に
お
い
て
は
、
集
団
K
対
す
る
医
療
行
為
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
で
、
例
え
ば
忍
性
〈
真
言
律
宗
の
僧
)
が
西
大
寺
に
い
た
乙
ろ
経
営
し
た
と
い
わ
れ
る
北
山
十
八
間
戸
(
奈
良
市
川

上
町
字
坂
の
上
〉
は
、
医
療
事
業
と
し
て
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
発
展
し
な
か
っ
た
の
は
、

寄
進
の
中
心
で
あ
っ
た
当
時
の
名
主

・
庄
官
ク
ラ
ス
の
寄
進
の
目
的
が
全
て
、
自
己
の
現
世
利
益
追
求
の
た
め
の
も
の
で
、
慈
善
救
済
の
た
め

の
寄
進
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
乙
と
に
原
因
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

乙
の
よ
う
な
乙
と
か
ら
も
、
当
時
の
人
々
の
病
気
に
対
す
る
考
え

方
の
一
面
を
知
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。
絵
巻
物
で
も
流
行
病
に
か
か
っ
た
集
団
を
描
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
流
行
病
に
か
か
っ
た
個
人

を
描
く
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。



(2) 

絵
巻
物
に
捕
か
れ
た
医
療
行
為

絵
巻
物
の
中
か
ら
医
事
資
料
と
な
る
べ
き
部
分
を
抽
出
す
る
と
、
そ
の
量
は
、
か
な
り
彪
大
な
も
の
に
な
る
の
で
、

一
応
本
稿
で
は
、
ど
ぐ

一
般
的
な
も
の
と
し
て
、
現
在
か
な
り
多
く
の
人
の
自
に
触
れ
得
る
も
の
を
対
象
と
し
て
、
特
殊
な
も
の
は
避
け
た
。

ま
た
、
医
事
資
料
と
し
て
、
そ
の
対
象
と
な
る
べ
き
絵
巻
物
は
一
般
的
な
も
の
と
い
わ
れ
る
の
が
こ
れ
だ
け
し
か
な
い
と
い
う
乙
と
で
も
な

い
の
で
、
特
に
本
論
を
展
開
す
る
前
提
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
本
稿
で
は
、
先
に
私
が
医
史
学
会
例
会
ハ
四
八
年
十
一
月
〉

一一一二三|ニヒヒヒ一一
1 INo・

n吋A
H
v
 

4
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表

絵
巻

・
名
称

成

絵
巻
物
に
み
る
医
事
史
料
の
蒐
集

・
分
類
(
一
部
分
を
掲
載
)

一

立

期

一

一

平

安

末

期

一

一
不

詳

一

病

気
・
祈
祷

・
疫
病
神

一
鎌

倉

末

カ

一
病
苦

・
祈
祷

病

草

紙

(

異

疾

草

紙

)

一

鎌

倉

期

一
病
状

・
医
療

餓

鬼

草

紙

一

伝

鎌

倉

期

一

出

産

職

人

尽

歌

合

一

室

町

期

カ

一
医
師

・
調
薬

親

ら

ん

よ

人

絵

伝

一

南

北

朝

期

カ

一

聖

徳

太

子

絵

伝

一

不

詳

一

春
日
書
記

一
鎌

倉

期

」

東
北
院
職
人
尽
歌
合

一
鎌

倉

期

一

源
氏
物
語
絵
巻

光
明
真
言
絵
詞

泣
不
動
縁
起

8 

医
事
史
料
と
し
て
の
対
象

病
床
に
伏
す
人
物

・
病
人

明
恵
よ
人
橘
氏
夫
人
病

121 
|治 1

一
_ I_jこーし一一一一一一一一一一一一一一一一一

イ言
頼
度

調

剤

器

具

調
薬
の
様
子

医
師
(
風
俗
)

。

備

考

柏
木
を
見
舞
う
タ
逆

(柏
木
)

紫
の
上
を
い
た
わ
る
光
源
氏

(御
法
)

。。。。。。
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に
於
て
発
表
の
と
き
、
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ス
ラ
イ
ド
に
し
て
引
用
し
た
も
の
を
中
心
に
と
り
あ

げ
た
。次

に
、

私
が
表
三
で
と
り
あ
げ
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
巻
の
、

ど
の
部
分

を
、
医
事
資
料
の
対
象
と
し
て
ど
う
み
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み
た

源氏物語絵巻(柏木)柏木を見舞うタ務

し、。
第
一
に
あ
げ
た
の
は
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
で
」

あ
る
が
、

乙
れ
は
、
私
が

主
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た

「
医
療
行
為
」
と
は
、
直
接
関
係
を
も
た
な
い
と

思
う
が
病
人
を
描
い
て
い
る
と
と
か
ら
広
義
の
医
事
資
料
と
し
て
、
あ
え
て

と
り
あ
げ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
過
程
の

中
で
「
あ
わ
れ
さ
」
を
表
現
す
る
パ

タ
ー
ン
と
し
て
病
気
と
死
が
か
な
り
重

要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
し
、
絵
巻
で
も
こ
れ
を
表
現
す
る
上

で
相
当
工
夫
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
図
2
は
、
柏
木
が
女
三
の
宮
の
出
家
し

た
こ
と
を
き
き
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
帝
が
乙
れ
を
あ
わ
れ
に
思
わ
れ
、

図 2

彼
を
権
大
納
言
に
任
命
さ
れ
た
。
光
源
氏
の
長
男
で
柏
木
の
い
と
ζ

に
あ
た

る
タ
務
が
お
祝
い
と
病
気
見
舞
い
を
か
ね
て
病
床
に
駈
け
つ
け
る
が
柏
木
は

や
っ
と
枕
を
た
て
て
タ
続
に
応
対
す
る
。
，
そ
の
表
情
は
す
き
と
お
る
よ
う
に

美
し
い
と
調
書
き
に
概
略
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、

乙
の
場
面
は
、
図
2
で

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
病
床
に
伏
し
て
も
烏
帽
子
を
冠
っ
て
い
る
柏
木
を

描
い
て
い
る
。
当
時
ハ
乙
の
絵
巻
物
が
成
立
し
た
時
点
に
お
い
て
も
〉
烏
帽



子
は
現
在
の
も
の
の
如
く
硬
い
も
の
で
は
な
く
、
柔
か
い
も
の
で
、
そ

の
当
時
の
人
々
の
結
髪
と
の
関
係
か
ら
も
、
我
々
が
想
像
す
る
以
上
に

源氏物語絵巻「御法」紫の上をいたわる光源氏

生
活
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
柏
木
は
、

ζ

の
後
に
死
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
病
人
で
も
、
そ
の
表
情
が
美

し
い
こ
と
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
病
人
の
表
情
を
描
い
て
も
、
同

み

の

り

じ
源
氏
物
語
絵
巻
の
「
御
法
」
図
3
に
拙
か
れ
て
い
る
紫
の
上
は
全
く

そ
の
表
情
は
暗
く
表
現
さ
れ
脇
息
に
も
た
れ
、
せ

ーコ

異
な
っ
て
い
て
、

な
げ
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
絵
の
具
が
は
げ
お
ち
た
と
か
化
学
変

化
を
お
と
し
た
様
子
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
し
、
特
に
乙
の
紫
の
上
の
顔

だ
け
色
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
何
種
類
か

の
解
説
書
を
見
た
が
乙
れ
を
指
摘
し
た
も
の
も
な
い
の
で
、
病
人
を
あ

ら
わ
す
た
め
の
絵
師
の
意
図
的
な
手
法
と
し
て
と
ら
え
て
も
よ
さ
そ
う

に
思
わ
れ
る
。

図 3

第
二
は
、
病
気
に
か
か
っ
た
人
の
苦
痛
と
と
れ
を
や
わ
ら
げ
る
た
め

に
行
な
わ
れ
る
祈
祷
を
描
い
た
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
と
れ
を
と

り
あ
げ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
光
明
真
言
絵
詞
」
の
一
場
面
が
こ
れ
を

良
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
図
4
0
壁
が
破
れ
、
家
も
傾
き
か
け
た
よ
う
に
捕
か
れ
て
い
て
、
い
か
に
も
貧
し
い
家
の
様
子
を
写
実
的
に
表
現
し
て

て
い
る
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
る
。
そ
の
家
の
中
で
、
子
供
が
苦
し
ん
で
お
り
、
祈
祷
師
が
、
ま
じ
な
い
を
や
っ
て
い
る
。
病
気
と
貧
困
の
関
係
が
そ
の
ま
ま
描
き
出
さ
れ
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乙
れ
を
描
い
た
絵
師
が
病
気
は
貧
し
さ
か
ら
:
:
:
と
意
図
し
て
描
い
た
か
と
い
う
ζ

と
は
、
断
言
で



名
「
異
疾
草
子
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、

「光明真言絵詞」病気IC苦しむ子供と祈祷師図 4

「泣不動縁起」病苦lζ苦しむ人iζ施薬と祈祷が行なわれている

き
な
い
が
、
結
果
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
描
き
出
さ
れ
て
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い
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
え
そ
う
で
あ
る
。

第
三
は
、
病
人
の
苦
痛
の
様
子
を
描
き
ま
た
祈
祷
と
施
薬
が
併

行
し
て
行
な
わ
れ
た
と
と
を
示
す
も
の
と
し
て
「
泣
不
動
縁
起
」

の
一
場
面
が
あ
る
。

乙
の
場
面
は
、

一
方
で
は
病
気
に
苦
し
み
へ
ど
を
吐
い
て
い
る

病
人
に
薬
壷
を
手
に
し
た
稚
児
と
看
病
の
僧
侶
が
描
か
れ
、
他
の

部
屋
に
は
、
不
動
明
王
の
絵
を
掛
け
て
僧
侶
が
一
心
に
祈
祷
し
て

、，〉
。

し
-4

乙
れ
は
三
井
寺
の
不
動
信
仰
に
伴
う
霊
顕
談
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
前
の
図
5
と
比
較
す
る
と
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
者

は
、
祈
祷
と
併
せ
て
、
施
薬
を
受
け
て
病
気
の
治
療
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
よ
う
な
中
世
の
医
療
の
様
子
を
具
体
的
に
知
る

ζ

と
が
で
き
る
資
料
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
医
事
資
料
と
し
て
、
絵
巻
物
を
と
り
あ
げ
る
と
き
に

図 5

は
、
必
ず
出
て
来
る
し
、
ま
た
乙
れ
を
取
り
上
げ
ぬ
も
の
は
な
い

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
な
も
の
と
し
て
「
病
草
子
」
が
あ
る
。
別

要
も
な
い
と
思
う
。
各
種
の
病
気
を
断
片
的
に
描
い
た
も
の
で
、

こ
れ
は
原
本
の
古
い
写
し
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
改
め
て
乙
こ
で
と
り
あ
げ
る
必

一
巻
十
四
図
と
詞
書
き
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
旧
来
と
の
絵
巻
を
、
餓
鬼
草
子
や
地
獄
箪
子
な
ど
と
一
連
の
六
道
絵
と
見
る
乙
と
に
は
、
賛
否
両
論
が
あ
り
、
結
論
が
出
な
い
よ
う



で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
主
題
の
絵
は
、
宗
教
性
よ
り
も
世
俗
的
で
珍
奇
な
も
の
を
対
象
と
し
て
描
い
た
傾
向
が
あ
り
、
ζ

の
よ
う
な
意
味
か
ら

は
古
来
各
地
よ
り
、
珍
奇
な
で
き
ご
と
を
朝
廷
に
通
報
す
る
と
い
う
永
い
習
慣
の
上
に
立
脚
し
た
絵
の
部
類
に
入
る
。
宗
教
性
が
見
ら
れ
な
い

乙
と
は
詞
書
き
を
見
れ
ば
す
ぐ
判
る
と
と
で
、
そ
れ
故
に
、
乙
の
絵
巻
は
報
道
商
的
性
絡
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
故
に
、

文
学
的
価
値
は
欠
如
す
る
が
、
絵
に
全
て
を
語
ら
せ
て
い
る
と
い
う
特
性
が
あ
り
迫
真
性
に
あ
ふ
れ
で
い
る
。
般
病
治
療
の
段
な
ど
は
、
と

の

良
い
一
例
で
あ
る
が
、
全
て
が
こ
の
よ
う
な
要
索
に
満
た
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
れ
は
、
絵
に
出
来
、
不
出
来
が
あ
る
の
は
仕
方
が
な

い
こ
と
な
の
で
、
乙
れ
ら
を
全
体
的
に
同
一
価
値
で
見
て
し
ま
わ
な
い
と
い
う
注
意
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
ζ

の
絵
巻
が
も
っ
報
道
画
的
特
性
は
、

の
詞
書
き
か
ら
み
て
み
よ
う
。

こ
の
絵
巻
の
詞
書
き
の
中
に
も
見
ら
れ
る
ζ

と
を
述
べ
た
が
、
こ
乙
に
そ
の
一
例
を

「
小
舌
」

(

小

舌

)

(

い

)

(

舌

)

(

い

)

乙
の
詞
書
を
み
る
と
「
乙
し
た
と
い
ひ
て
、
し
た
の
根
に
ち
ゐ
さ
き
し
た
の
よ
う
な
る
も
の
か
さ
な
り
て
お
い

(

腹

)

(

餓

)

(

の

ど

)

は
ら
に
は
う
ゑ
た
り
と
い
へ
と
も
、
の
む
と
飲
食
を
う
け
す
、
お
も
く
な
り
ぬ
れ
ば
し
ぬ

い
つ
る
乙
と
あ
り
、
や
ま
ひ
お
も
く
な
り
ぬ
れ
ば
、

る
も
の
あ
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
乙
の
よ
う
な
詞
書
き
の
中
か
ら
も
、
宗
教
性
は
あ
ま
り
見
出
さ
れ
な
い
。

ま
た
、

乙
の
中
に
出
て
来
て
医
療
行
為
に
あ
た
っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
が
、
僧
侶
の
よ
う
な
様
子
を
し
た
も
の
、

し
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
今
昔
物
語
な
ど
に
出
て
来
る
「
下
璃
医
師
」

と
い
う
も
の
が
、
乙
の
絵
巻
の
中
で
医
療
行
為
に
当
た
っ
て

一
般
人
の
よ
う
な
な
り
を

い
る
人
々
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
乙
れ
は
も
っ
と
文
献
面
か
ら
の
究
明
が
必
要
で
あ
り
、
乙
れ
が
あ
る
程
度
明
確
化
さ
れ
れ
ば
中

世
の
医
師
の
体
系
が
判
然
と
し
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

第
五
に
純
粋
の
医
療
行
為
で
は
な
い
が
、
医
療
と
分
離
し
て
考
え
る
乙
と
が
で
き
な
い
、
調
薬
関
係
の
薬
師
の
資
料
で
あ
る
が
、
乙
れ
も
絵

巻
物
の
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
描
か
れ
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
仕
事
を
し
た
の
は
、
医
師

・
薬
師
と
も
ど
も
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
今
回

は
、
医
師
の
調
薬
の
場
面
を
描
い
た
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
た
図
6
。

同
じ
よ
う
に
医
師
の
姿
を
描
い
た
も
の
に
、

「
東
北
院
職
人
尽
歌
合
」

が
あ
る
が
、
今
回
私
が
乙
こ
に
と
り
あ
げ
た
も
の
は
、
ず
っ
と
後
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
か
服
装
な
ど
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

略
装
化
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
職
人
」
と
い
う
部
類
の
中
に
入
っ
て
い
る
ζ

と
は
、
同
じ
で
あ
る
。
東
北
院
職
人
尽
歌
合
が
旧
来
の
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絵巻物lζ掛かれた謂剤用具

説
の
と
お
り
鎌
倉
末
期
の
も
の
と
す
れ
ば
、
今
日
と
り
あ
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げ
た
職
人
尽
歌
合
は
室
町
期
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
乙
の

間
ず
っ
と
医
師
は
、
民
聞
に
在
つ
て
は
職
人
の
部
類
に
入

っ
て
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

，
-

J
】

J

J

J

J

J

I

L

 

ー「

職

人
」
と
い
う
と
と
ば
の
イ
メ
ー
ジ
を
今
日
的
な
も
の
と
同

一
視
し
て
は
、
な
ら
な
い
。

ま
た
、
調
剤
用
具
で
あ
る
が
、
乙
の
絵
巻
に
も
薬
研
、

は
か
り
、
乳
鉢
の
役
目
を
は
た
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
摺

図 6

鉢
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
し
、
本
図
で
も
右
側
の
弟
子
の

よ
う
な
男
が
薬
研
を
使
用
し
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。

て
い
る
例
図
7
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
調
剤
用
具
は
他
の
絵
巻
物
に
も
描
か
れ

室
町
時
代
に
入
る
と
、
薬
屋
が
京
都
の
町
な
か
を
描
い
た
も
の
の
中
に
は
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
(
但
し
絵
巻
物
の
中
に
は
適
当
な
も
の
が
な
い
の
で
と
り
あ

ど
乙
が
と
れ
ら
を

げ
な
い
。
)

ζ

れ
ら
の
薬
屋
が
ど
の
よ
う
に
し
て
商
売
を
し
、

総
括
し
て
い
た
か
を
考
証
す
る
手
が
か
り
は
、
権
大
外
記
中
原
康
宮
の
日
記
「
康

「
(
前
略
〉
入
夜
伴
鴨
権
禰
宜
祐
顕
、

図 7

富
記
」
の
中
の
嘉
吉
三
年
五
月
二
日
条
に

向
施
薬
院
使
丹
波
盛
長
朝
臣
宿
所
、
諸
薬
商
売
之
千
駄
植
申
問
事
為
談
合
也
。
薬

売
者
施
薬
院
所
相
計
也
。
の
下
知
状
可
出
之
由
領
掌
之
、
無
子
細
者
也
。
如
令
条



者
、
諸
国
貢
進
之
薬
種
被
収
納
施
薬
院
輿
薬
寮
等
者
也
、
薬
生
事
、
同
為
院
使
所
成
敗
也
。
盛
長
朝
臣
語
云
、
近
来
ハ
絶
了
、
我
父
祖
之
時
、

諸
薬
商
売
之
輩
下
知
状
害
与
之
者
先
例
也
云
々
、
予
案
ニ
令
第
二
典
薬
之
下
、
種
採
薬
圏
諸
草
薬
及
教
薬
園
生
云
々
、
(
以
下
略
〉
」

な
お
と
れ
に
続
い
て
許
可
証
の
手
数
料
が
五
百
疋
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

薬
屋
の
売
薬
許
可
証
が
施
薬
院
使
の
権
限
で
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
「
売
薬
」

と
い
う
商
売

乙
の
康
富
記
の
記
事
で
、

(
賀
茂
神
社
)

に
、
鴨
権
禰
宜
や
施
薬
院
使
な
ど
が
関
連
し
て
い
た
と
い
う
乙
と
は
、
医
療
(
薬
事
〉
の
も
つ
宗
教
的
背
景
と
し
て
甚
だ
興
味
深
い
と
と
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

、
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
人
々
の
生
活
と
医
療

絵
巻
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
テ
1
7
で
描
か
れ
、
そ
の
中
に
は
、
そ
れ
が
描
か
れ
た
時
代
の
人
々
の
生
活
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
主
題
を
は
る
か
菅
に
遡
っ
て
と
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
絵
巻
に
表
現
さ
れ
て
い
る
人
々
の
姿
は
、
装
束
や
故
実
的
内
容
面
は
別
と
し
て

も
、
大
体
そ
の
絵
巻
が
成
立
し
た
年
代
と
あ
ま
り
遠
く
な
い
時
代
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
主

題
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
「
こ
と
が
ら
」
と
絵
巻
が
成
立
し
た
年
代
が
近
い
も
の
ほ
ど
、
よ
り
正
確
な
表
現
が
な
さ
れ
て
お
り
、
信
頼
が
お
け
る

と
見
る
乙
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
、
絵
巻
物
は
、
そ
の
美
術
的
価
値
と
共
に
、
良
い
作
品
は
同
時
に
当
時
の
人
々
の
す
ぐ
れ
た
生
活
の
記
録
と
し
て
、
そ
の
資

・
史

料
的
価
値
も
大
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

乙
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
絵
巻
物
が
盛
ん
に
作
成
さ
れ
た
中
世
に
お
け
る
人
々
の
生
活

の
実
態
は
、
文
献
な
ど
の
裏
付
け
を
、
厳
密
に
行
な
い
な
が
ら
乙
れ
を
検
討
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
居
、
明
確
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

病
気
と
加
持
祈
祷
と
い
う
ζ

と
に
、
例
を
と
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
日
本
で
は
、
神
仏
の
力
に
よ
っ
て
疫
病
神
を
退
散
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
神
の
力
と
か
仏
の
力
、
即
ち
良
い
力
に
よ
っ
て
、
悪
い
力
を
除
去
す
る
。
こ
の
よ
う
な
除
病
行
為
を
な
し
得
る
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
を
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し
て
、
神
仏
の
力
を
自
分
へ
引
き
つ
け
霊
験
ハ
或
は
不
思
議
)
を
お
乙
さ
せ
る
能
力
を
も
っ
者
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
成
立
す
る
。
そ
れ
で
病

気
が
治
る
と
い
う
乙
と
は
、
神
仏
の
霊
験
が
あ
っ
た
と
い
う
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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と
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
宗
教
関
係
の
絵
巻
の
中
に
疫
病
神
を
退
散
さ
せ
た
高
僧
の
乙
と
や
病
気
を
治
し
た
霊
顕
の
あ
る
神
仏
の
と
と
が
出
て

来
る
の
で
あ
っ
て
、、

一
方
で
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
病
気
は
生
活
の

一
番
身
近
に
あ
る
災
禍
で
も
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

乙
れ
ら
に
関
す
る
実
例
は
、
す
で
に
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

中
世
全
体
か
ら
み
る
と
、
医
学
の
歴
史
の
上
で
は
民
間
医
も
登
場
し
、
そ
の
専
門
領
域
も
次
第
に
確
立
分
化
の
傾
向
に
あ
り
、
医
学
に
関
す

る
研
究
書
も
出
て
い
る
が
、
ま
だ
一
般
庶
民
が
気
軽
に
か
か
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

一
般
庶
民
に
は
、
病
気
に
か
か
る
原
因
が
疫
病
神
に
つ
か
れ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
し
、
乙
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
分
の
心
や

身
体
を
清
め
た
り
、
精
進
を
し
た
り
し
て
神
仏
の
加
護
を
乞
い
祈
る
乙
と
で
、
疫
病
神
に
と
り
つ
か
れ
ず
に
す
む
、
即
ち
病
気
に
か
か
ら
な
い

と
信
じ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

絵
巻
の
中
に
、
病
気
が
「
応
報
観
」
を
も
っ
て
描
か
れ
、
宗
教
が
乙
れ
を
、
そ
の
呪
術
性
に
よ
っ
て
除
去
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
も
っ
て

い
る
も
の
が
多
い
、
と
れ
は
当
時
の
人
々
が
ζ

れ
を
ご
く
自
然
に
受
け
容
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
中
に
も
、
施
薬

の
事
実
が
あ
っ
た
乙
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
調
剤
器
具
や
薬
壷
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
神
仏
の
加
護
や
、
呪
術
だ
け
に
依
存
し
て

い
る
の
は
、
経
済
力
の
な
い
貧
し
い
人
々
で
、
僧
侶
と
い
え
ど
も
仏
の
力
の
み
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
薬
を
服
用
し
て
い
る
様
子
が
絵

巻
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
神
や
仏
の
力
だ
け
で
、
病
気
は
治
ら
な
い
乙
と
を
一
番
良
く
知
っ
て
い
た
の
は
、
僧
侶
や
呪
術
を
行
う
者
た
ち
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
「
病
草
子
」
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
医
療
の
様
子
を
見
る
と
、
技
術
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
行
な
わ
れ
て
い
る
乙
と
や
、
多
種
多

様
の
病
気
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
る
。
病
気
は
階
級
を
選
ば
な
い
が
、
医
療
を
受
け
る
人
々
に
は
、
経
済
的
に
規
制
を
受
け
た
貧
し
い
人
々
、

す
ぐ
れ
た
医
者
に
か
か
れ
る
富
め
る
人
々
が
あ
っ
た
と
い
う
実
態
が
絵
巻
の
中
に
、
良
く
表
わ
れ
て
い
る
。



四
、
ま

と

め

絵
巻
物
に
描
か
れ
て
い
る
と
と
を
「
絵
そ
ら
ご
と
」
と
し
た
り
、
美
術
的
価
値
づ
け
で
の
み
見
て
い
く
乙
と
は
最
近
で
は
少
な
く
な
り
そ
の

内
容
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
探
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
歴
史
は
文
献
研
究
が
第
一
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と

と
は
、
と
か
く
現
代
の
我
々
の
生
活
経
験
に
あ
わ
せ
て
考
え
ら
れ
や
す
い
、
こ
の
様
な
面
を
補
う
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
文
字
よ
り
具
体
的
に

表
現
さ
れ
た
「
絵
画
資
料
」
と
し
て
の
絵
巻
物
を
今
回
と
り
あ
げ
、
乙
の
中
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
全
体
的
に
と
り

あ
げ
る
乙
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
医
史
学
会
の
例
会
で
発
表
し
た
範
囲
の
も
の
を
提
示
し
た
。
絵
巻
物
は
、
国
宝
級
で
百
五
十
点
前
後
、

そ
の
他
を
含
め
る
と
三
百
点
以
上
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
全
て
が
医
事
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
こ
れ
ら
を
個
々

に
分
類

・
整
理
し
検
討
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
(
医
史
学
関
係
資
料
と
し
て
〉
、

か
な
り
ユ

ニ
ー
ク
な
資
料
が
ま
と
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私

は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
文
献

・
文
書
等
の
研
究
が
併
行
し
て
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
「
医
療
の
歴
史
」
の
面
か
ら
み
れ
ば
は

じ
め
の
項
目
の
と
こ
ろ
で
私
が
述
べ
た
如
く
人
間
的
側
面
或
は
文
明
史
的
視
点
か
ら
「
病
人
と
医
療
」
の
関
係
を
明
白
に
し
て
行
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。、H
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日
本
医
史
学
縫
誌
・
第
二
十
巻

第
二
号

・
昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
二
日
受
付
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ポ

ノレ

ス
ト
ラ
デ
ィ
ン
医
学
史
博
物
館
長

ン
セ
ン
館
長
の
死
を
悼
ん
で

ノ、

"" 
ノレ

タ

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科

松

木

明

知

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
一
フ
ト
ビ
ア
共
和
国
リ
ガ
市
の
ポ
ー
ル

・
ス
ト
ラ
デ
ィ
ン
医
学
史
博
物
館
は
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
唯

一
の
医
学
史
博
物
館
で
あ
る
。

筆
者
は
乙
乙
十
数
年
来
、
日
本
種
痘
史
と
く
に
中
川
五
郎
治
に
関
連
し
て
ハ
ン
セ
ン
館
長
に
種
々
お
世
話
に
な
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
館
長
に
は
日
本
で
も
早
く
同
様
の
設
備
を
持
つ
よ
う
に
と
激
励
の
手
紙
と
種
々
の
史
料
を
送
っ
て
戴
き
、
筆
者
は

ζ
u
r日
本
医

事
新
報
誌
に
組
介
し
た
乙
と
が
あ
る
。

残
念
な
が
ら
ハ
ン
セ
ン
所
長
は
昨
年
八
月
十
七
日
逝
去
さ
れ
た
。
丁
度
筆
者
が
米
国
留
学
中
で
あ
り
、
そ
の
死
を
知
っ
た
の
は
今
夏
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
度
後
任
の
レ
ベ
ド
コ

l
パ
博
士
よ
り
ハ
ン
セ
ン
博
士
の
略
歴
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
の
で
左
に
記
し
て
冥
揺
を
祈
り
た

し、
。

ヘ
ル
タ

・
ハ
ン
セ
ン
博
士
は
一
九

O
九
年
九
月
二
十
九
日
リ
ガ
市
の
勤
労
者
の
子
供
と
し
て
生
れ
た
。

一
九
三
二
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の

カ
ル
コ
フ
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
同
時
に
講
師
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
た
研
究
を
続
け
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
公
衆
衛
生
局
に
勤
務
し
た
。

終
戦
後
博
士
は
リ
ガ
市
に
帰
り
岡
市
の
公
衆
衛
生
局
の
組
織
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
議
会
の
一
員
と
し
て
も
尽
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Death of Dr H.Hansen， The Director of Paula Stradine 

Medical Historical M useum 

Dr H. Hansen， the director of the PauJ.a Stradine Medical Historical Museum， located in Riga， 

Latvian S. S. R.， U. S. S. R. -passed away on August 17， 1972. 

She was born in Riga on September 2Q， 1909 and graduated from the institute in Kharkov of Ukr-

ainian S. S. R. and served in this institute as instructor. 

During world War II， she worked with the Public Health Organization Department of the U. S. S. R. 

After the war， she went back to Riga and made much contribution to development of the Public 

Health Orgauization. 

From February of_.)961:till theilast days， she headed the P. Stradine Medical Historical Museum， 

Which， so far， has been widely known as a large-scale institute of rnedjcal history in U. S. S. R. 
出
由
同



¥:1 
浅
井
家
文
書

竹

内

孝

一
、
浅
井
家
の
家
系
に
つ
い
て

浅
井
家
は
、
愛
知
県
豊
橋
市
花
園
町
(
旧
三
河
国
吉
田
宿
抱
六
町
並
下
り

町
)
に
医
業
を
以
っ
て
代
々
此
の
地
に
居
住
す
る
旧
家
で
あ
る
。
其
の
家
系

に
関
し
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
、
戦
災
を
受
け
、
関
連
文
窓
口
の
一
部

を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
正
確
な
と
と
は
知
り
得
な
い
。
元
禄
年
間
の
吉

田
町
方
絵
図

・
正
徳
年
間
の
吉
田
町
二
十
四
町
指
出
帳
、
宝
暦
年
間
の
吉
田

藩
御
領
分
御
改
帳
に
は
、
浅
井
な
る
医
家
は
載
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
元
禄

年
聞
に
作
成
さ
れ
た
と
忠
わ
れ
る

「
吉
田
古
図
」
(
明
治
期
の
写
本
)
に
は
、

小
島
義
路

・
利
光
礼

・
相
撲
李
積
等
の
医
家
が
載
っ
て
い
る
。
乙
の
中
の
小

島
義
路
が
浅
井
家
の
祖
先
に
当
す
る
と
の
乙
と
で
あ
る
。
現
主
、
浅
井
岩
次

氏
(
明
治
二
十
九
年
生

・
京
都
大
学
医
学
部
卒

・
皮
膚
科

・
泌
尿
科
)
の
口

述
に
よ
る
と
、

そ
の
家
系
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
同
家
の
過
去
帳

に
よ
る
)

(
浅
井
と
改
姓
)

小
島
碩
庵
(
号
義
庵
)
|
裕
節
|
抵
庵
|
順
庵
|
玄
索
|
弁
安
1

養
順
|

宗
晃
|
克
備
|
常
一
一
一
|
岩
次
。

(児〉

初
代
小
島
碩
庵
(
義
庵
)
は
、
そ
の
伝
に
よ
れ
ば
、
小
島
三
郎
高
徳
の
後

認
と
い
う
。
元
和

・
寛
永
年
聞
に
三
河
国
渥
美
郡
吉
田
城
下
に
居
住
し
医
を

以
て
業
と
な
す
。
正
保
年
間
吉
田
城
主
小
笠
原
壱
岐
守
忠
知
よ
り
食
禄
を
受

け
。
寛
文
九
己
酉
年
十
月
九
日
放
す
。

二
代
、
小
島
裕
節
(
義
庵
又
は
玄
素
〉
は
ト
吉
田
城
主
山
城
守
長
矩
及
佐

渡
守
長
重
に
奉
仕
す
。
元
禄
十
丁
丑
六
月
十
五
日
放
す
。

三
代
、
小
島
祇
庵
(
義
庵
)
は
、
吉
田
城
主
小
笠
原
佐
渡
守
長
重
が
元
禄

十
丁
丑
年
武
州
埼
玉
郡
岩
槻
へ
移
封
さ
れ
た
る
も
当
吉
田
に
留
り
医
業
を
営

む
。
よ
っ

て
浅
井
と
改
姓
す
る
。
宝
磨
元
甲
巾
年
九
月
二
十
九
日
殺
す
。

四
代
、
浅
井
順
陣
地
(
裕
庵

・
弁
安
)
、
寛
政
二
己
巳
年
十
二
月
二
十
二
日
放

す。
五
代
、
浅
井
玄
素
(
順
庵

・
弁
安
)
、
安
永
九
庚
子
年
二
月
七
日
没
す
。

(
盤
)

六
代
、
浅
井
弁
安
は
、
遠
江
国
磐
田
郡
伊
平
村
の
医
家
山
内
玄
察
の
婿
養

子
と
な
り
寛
政
九
丁
巳
年
七
月
三
日
残
す
。
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七
代
、
浅
井
養
順
(
弁
安
)
は
、
文
化
九
突
巾
年
六
月
五
日
放
す
。

八
代
、
浅
井
完
口
兆
は
克
政
六
年

t
天
保
十
三
年
現
在
、
浅
井
家
に
残
る
史

ア
サ
リ
カ

料
及
書
簡
は
ζ

の
完
先
か
ら
以
後
の
も
の
で
、
彼
は
誌
は
茂
喬
、
通
称
宗
兄
、

医
名
を
弁
安
と
称
し
て
い
た
。
終
戦
以
前
浅
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
喜
見
寺

に
「
藤
原
法
眼
茂
喬
の
墓
」
が
あ
っ
た
が
、
終
戦
後
墓
地
整
理
に
よ
っ
て
失

な
わ
れ
現
存
し
て
い
な
い
。
完
口
兆
は
党
政
六
年
浜
松
に
生
ま
れ
曽
父
は
陸
国

磐
前
郡
城
平
城
主
安
藤
対
馬
守
領
内
馬
目
村
郷
土
馬
目
七
郎
右
衛
門
信
忠
に

し
て
、
父
は
浜
松
藩
医
馬
目
玄
鶴
で
其
の
二
男
と
し
て
生
る
。
の
ち
に
浅
井

家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
浅
井
家
中
興
の
祖
と
も
な
り
、
そ
の
医
名
は

三
河
国

一
円
に
拡
が
っ
た
と
い
う
。
完
口
兆
茂
喬
は
、
鈴
木
春
山
と
同
じ
く
錦

小
路
家
で
医
道
の
免
状
を
受
け
後
に
富
小
路
卿
の
お
出
入
医
と
な
り
法
眼
の

(
註
二

位
を
受
け
た
。
文
政
九
年
飛
鳥
井
雅
久
卿
よ
り
梅
徹
の
号
を
う
け
、
和
歌
の

方
で
も
激
月
と
号
し
、
多
才
の
人
で
あ
っ
た
。
一
大
保
十
三
宋
貨
(
一
八
阿
二
)

年
八
月
九
日
放
す
。



ヒ
ロ
マ
サ

九
代
、
浅
井
弁
安
(
文
政
五
年

t
明
治
二
十
年
)
詩
は
究
備
、
幼
名
は
岩

之
允
、
医
名
弁
安
と
号
す
。
幼
に
し
て
吉
田
藩
校
に
学
び
十
六
才
に
し
て
、

田
原
藩
医
、
鈴
木
春
山
に
つ
い
て
蘭
医
学
を
学
ぶ
。
天
保
十
二
年
三
月
江
戸

に
出
て
田
原
藩
土
屋
敷
半
蔵
門
外
邸
に
留
ま
り
て
落
士
の
治
療
を
行
う
か
た

わ
ら
箕
作
院
甫
に
つ
き
蘭
学
を
学
ぶ
。
天
保
十
三
年
父
完
口
兆
の
死
に
よ
っ
て

帰
国
し
、
以
来
家
業
を
継
ぐ
、
嘉
永
七
年
吉
田
城
主
松
平
信
古
の
御
出
入
医

と
な
り
、
文
久
三
年
藩
侍
医
と
な
る
。
資
料
付
豊
橋
医
学
会
設
立
願
は
、
乙

の
弁
安
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
生
来
病
弱
に
し
て
早
く
隠
居
し
、
家

業
を
男
常
三
に
譲
り
、
後
輩
の
医
学
向
上
に
努
め
白
か
ら
も
上
京
し
て
、
池

田
謙
斎
、
坪
井
芳
州
、
石
黒
忠
宵
齢
、
大
槻
俊
斉
等
と
交
り
、
或
は
名
古
屋
の

伊
藤
圭
介
、
山
崎
玄
賂
と
も
親
交
が
あ
っ

た
。
大
沢
玄
龍
(
大
沢
謙
二
の
養

父
)
鈴
木
玄
仲
と
共
に
吉
田
の
三
医
の
名
あ
り
。
明
治
二
十
年
十
月
十
六
日
、

六
十
六
才
に
て
放
す
。

十
代
、
浅
井
常
三
(
嘉
永
二
年
|
昭
和
三
年
)

ヤ
釆
カ
ネ

幼
名
恭
太
郎
、
通
称
常
三
、
詩
度
謙
、
父
、
浅
井
弁
安
に
、
三
男
あ
り
。

長
男
は
、
常
三
、
二
男
は
早
逝
し
三
男
を
二
郎
と
云
う
。
吉
田
の
医
家
新
藤

(註
ニ
)

家
に
入
り
、
大
学
東
校
に
学
ぶ
。
明
治
十
二
年
十
月
十
八
日
卒
業
、
文
部
省

初
の
海
外
留
学
生
と
し
て
、
梅
錦
之
亙
、
清
水
部
太
郎
と
共
に
独
乙
国
に
留

守
す
る
も
病
を
得
て
帰
国
す
。
明
治
十
六
年
九
月
に
愛
媛
県
松
山
医
学
校
々

長
、
続
い
て
十
九
年
に
は
、
内
務
省
技
師
と
し
て
全
国
の
医
師
開
業
試
験
検

査
官
と
し
て
各
地
を
巡
り
、
二
十
二
年
辞
職
監
橋
市
山
尺
手
町
で
開
業
す
。

昭
和
八
年
二
月
八
日
七
十
八
才
に
て
残
す
。

十

一
、
浅
井
岩
次
(
生
存
)

二
浅
井
完
口
兆
に
つ
い
て

山
完
口
兆
と
渡
辺
華
山
と
の
関
係

完
口
兆
と
鈴
木
春
山
と
は
、
格
別
の
親
交
の
あ
っ
た
乙
と
は
明
白
で
あ
る
。

完
晃
危
篤
の
報
を
弁
安
に
通
知
し
た
害
簡
が
あ
る
(
後
述
す
)
。
し
か
し
華

山
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

一
通
の
舎
筒
す
ら
浅
井
家
に
残
っ
て
い
な
い
が
、

有
名
な
る
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
」
を
華
山
に
画
し
め
た
ζ

と
で
判
然
と
し
て

い
る
。
即
ち
乙
の
乙
と
は
、
完
晃
が
知
人
で
あ
る
春
山
を
介
し
て
幽
囚
中
の

渡
辺
華
山
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
画
像
を
依
頼
し
た
。
此
の
画
は
今
で
も
浅

井
家
の
家
宝
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
此
の
時
に
弁
安
は
ハ
ス
の
意
を
う
け

春
山
と
共
に
華
山
の
処
へ
依
頼
に
行
っ
て
い
る
。

華
山
は
天
保
十
二
年
田
原
に
於
て
自
刃
し
て
い
る
が
乙
の
前
年
(
天
保
十

一
年
)
に
紅
毛
人
の
画
像
を
完
晃
に
画
き
贈
っ

て
い
る。

と
の
よ
う
な
事
実
は
、
両
者
の
親
交
が
深
か
っ
た
乙
と
を
実
証
す
る
に
充

分
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
乙
の
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
」
の
画
稿
の
み
現
在
数
枚
伝
世
さ
れ
て

い
る
が
、
華
山
画
の
山
水

・
特
に
人
物
の
画
稿
な
る
も
の
は
稀
で
あ
り
、
私

も
亦
余
り
経
眼
し
て
い
な
い
。
華
山
の
人
物
像
か
ら
類
推
す
る
に
、
紅
毛
人

の
画
像
を
ウ
カ
ツ
に
も
残
す
程
の
不
用
意
な
武
士
で
あ
っ
た
と
は
恩
わ
れ
な

い
。
華
山
の
門
下
生
に
は
平
井
顕
斉
の
如
き
善
意
の
模
写
の
名
人
が
あ
り
私

見
を
許
さ
る
る
な
ら
ば
、
と
れ
ら
の
模
写
が
現
存
に
伝
世
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
乙
の
点
先
学
諸
賢
の
御
教
示
を
賜
り
た
い
。

問
先
日
兆
と
三
宅
友
信
と
の
関
係

先
日
兆
と
回
原
落
の
三
宅
友
信
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
現
時
点
で
は
明
白
で
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(
註
三
)

は
な
い
が
、
紫
田
仲
吉
著
(
昭
和
十
五
年
)
「
善
伸
翁
を
め
ぐ
る
書
翰
集
」
の

中
に
浅
井
完
兎
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
と
と
に
引
用
す
る
。
ま
た
紫
田

猪
助
(
益
田
仲
)
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
と

こ
に
そ
の
一
端
を
提
示
す
る

史
料
一天

保
八
年
三
月
四
日
田
原
落
鈴
木
春
山
来
、
江
戸
よ
り
正
月
末
に

帰
り
し
後
始
め
て
来
し
な
り
。
蘭
学
傍
江
戸
に
三
年
斗
も
居
候
な
り
雅

海
州
み
や
げ
に
く
れ
候
。
回
世
帯
に
帰
る
。
宿
に
と
言
浅
井
官
長
大
病
に

て
呼
に
来
り
先
刻
診
申
候
様
子
見
に
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
帰
る
。
五
月

七
日
収
次
(
善
伸
の
男
)
を
診
す
れ
ば
収
次
の
薬
マ
ク
ネ
シ
ヤ
等
の
薬

法
致
し
く
れ
候

・
浅
井
管
長
に
マ
ク
ネ
シ
ヤ
持
来
あ
り
取
寄
す
べ
し
と

一一一日う。天
保
十
一
年
六
月
十
一
日
夜
春
山
来
、
五
月
廿
六
日
間
合
の
事
に
就

て
釆
り
し
と
申
す
。
浅
井
官
長
あ
と
よ
り
来
る
迄
可
拙
と
也
。
政
記
、

通
議
し
外
更
等
の
哨
致
す
。
田
原
候
御
加
番
へ
春
山
供
に
行
く
。
又
は

蘭
家
の
学
を
致
し
た
る
故
、
省
か
れ
た
る
也
と
、
華
山
の
放
徴
に
と
り

て
也
と
。
官
長
来
り
て
共
に
帰
り
行
く
。

同
九
月
五
日
、
浅
井
官
長
云
、
官
長
は
浜
松
藩
主
井
上
候
の
人
也
。

浜
松
生
れ
の
由
也
。
春
山
な
ど
心
易
し
、
官
長
内
話
。
当
六
月
花
火
の

(
謝
四
)

時
、
田
原
先
公
の
御
弟
宰
蔵
様
と
申
、
今
は
田
原
に
御
住
居
也
。
以
前

(
巣
鴨
)

江
戸
ス
ガ
モ
御
住
居
也
。
内
々
花
火
見
物
に
御
出
、
春
山
同
道
に
て
微

行
の
由
也
。
官
長
は
承
知
し
て
居
れ
共
何
れ
が
、
宰
蔵
様
と
も
分
ら
ぬ

体
也
。
御
堂
の
地
つ
き
の
所
へ
涼
台
を
出
し
御
見
物
也
。
酒
肴
も
出
候
。

後
に
札
木
へ
御
同
道
、
楼
に
登
り
妓
を
出
し
、
宰
蔵
様
三
弦
を
弾
し
其

の
様
子
行
届
け
り
。
ヶ
ン
杯
遊
ば
し
た
り
と
、
夫
よ
り
牟
呂
へ
夜
中
御

出
船
K
て
御
帰
由
也
。

乙
れ
に
よ
っ
て
、
完
元
は
三
宅
友
信
と
も
親
し
か
っ
た
事
を
知
る
乙
と
が

で
き
る
。

完
口
兆
と
蘭
学
に
就
い
て
は
、
春
山
と
の
親
交
の
上
よ
り
み
て
当
然
蘭
学
の

指
導
を
受
け
て
い
る
と
想
わ
れ
る
が
、
確
証
が
な
い
た
め
に
略
す
。
天
保
年

間
錦
小
路
家
に
て
漢
方
医
学
を
学
び
、
東
三
河
地
方
に
お
け
る
重
要
な
人
物

で
あ
っ
た
事
は
、
後
述
の
書
簡
に
よ
っ
て
も
伺
い
知
る
と
と
が
で
き
る
。

-
以
上
は
現
主
、
浅
井
岩
次
先
生
の
御
教
示
及
御
稿
閲
に
よ
る
も
の
で
こ
れ

を
感
謝
す
。
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三
、
浅
井
完
晃
関
係
書
簡
(
全
)

1
、
医
学
館
日
掛
通
(
木
版
)

一
、
今
依
神
殿
殿
井
医
学
館
再
興
於
二
此
処
一
医
道
興
隆
之
為
遠
近
之
生
徒
を

(
勧
)

を
教
育
せ
ら
れ
、
或
は
其
士
山
す
所
に
用
る
可
然
師
を
求
め
、
宜
し
く
勤
学
せ

(勧〉

し
め
、
其
本
意
を
失
は
し
め
ず
普
く
医
道
勤
学
長
久
之
基
を
関
か
れ
度
。
尤

も
此
館
に
入
之
従
は
、
此
処
を
旅
館
と
し
、
三
度
之
食
用
に
於
て
は
廉
薄
を

以
て
扶
助
に
致
度
、
甚
孤
独
難
渋
之
輩
之
は
例
月
施
薬
に
致
し
其
窮
を
救
ひ

被
被
申
度
御
宿
望
に
御
座
候
処
、
御
自
力
ニ
而
は
難
被
行
届
是
に
よ
っ
て
、

医
学
館
常
用
弁
施
薬
日
掛
し
て
、
諸
医
師
方
江
日
掛
御
頼
入
被
レ成
候
。
尤

一
口
に
付
壱
ヶ
年
分
払
、
銀
三
匁
六
分
と
相
定
夫
々
の
其
家
柄
=
応
し
精
々

御
加
入
之
程
御
頼
申
入
候
事
。

2
、
食
用
之
定
(
木
版
)



朝
飯
粥
、
中
食
一
汁
一
菜
、
夕
飯
湯
漬

医
学
館
江
参
集
之
方
々
合
鑑
御
持
参
被
ν成
候
事
。

掛
銀
取
集
人
鉢
被
-
一
差
出
一
候
節
、

合
鑑
弁
割
付
御
持
参
為
レ
致
候
。

引
合
不
レ
用
候
ハ
パ
之
掛
銀
御
波
之
儀
竪
御
断
申
入
候
事
。

天
保
十
亥
年

今
城
殿

一
、
銀
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

て

同

三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
」
ハ
分

一
、
同
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

一
、
同
三
匁
六
分

医
道
御
家
元

御
役
所

亥
年
分

子
年
分

丑
年
分

寅
年
分

卯
年
分

辰
年
分

巳
年
分

午
年
分

未
年
分

申
年
分

間
年
分

成
年
分

医
学
館

圃

(以
上

一
枚
刷
)

叫
ん
合
鍛

御
役
所
圃

3
、
託

金
壱
両
之
内

⑫

て

金
百
疋
也

圃

(
露
カ
〉

右
神
幾
殿
-
為
御
助
成
一
被
レ
成
ニ
御
進
納
一
候
旨
速
=
可
レ
及
ニ
被
露
-
者
也
。

(
天
保
十
二
年
)

辛
丑
七
月

医
道
御
家
一
冗

(
印
文
日
本
医
師
役
所
〉

錦
小
路
殿
役
所

圃

市

川

直

記

園

吉
田
宿
浅
井
完
見
老

4
、
奉
レ
窺
口
上
之
党

(
浦
郡
市
)

一
、
別
紙
口
上
品
約
壱
通
西
郡
辺
維
合
医
師
中

8
被
ニ
差
出
-
候
ニ
付
、
年
番
差

添
被
助
及
講
処
右
吉
附
之
趣
-
一
テ

ハ
従
先
エ
被
ニ
仰
渡
一
程
候
医
道
御
規
則
之

御
箇
条
書
ニ
相
出
田
候
訳
柄
ニ
候
得
パ
幾
重
品
茂
響
一拾
遺
二
帯
レ存
候
間
早
速
其

筋
ヱ
御
達
可
-
肩
上
}奉
レ存
候
、
御
出
役
マ
デ
一
応
不
ニ
相
伺
一
候
て
は
差
越

-
一
被
レ
成
候
義
奉
ニ
恐
入
一
一
候
故
、
此
段
御
達
申
上
候
問
、
宜
御
指
図
被
-一成

下
一
度
、
奉
レ
願
候
。
仇
レ
之
御
堅
慮
之
程
奉
ニ

伺

上

-

候

。

以

上

(
天
保
十
二
年
カ
)

丑
十
二
月
十
二
日

市
川
直
記
様

西
三
河

御
門
人
中

(仮
切
〉

5
、
市
川
直
記
宛

・
中
川
周
崇
書
翰

〈

候

)

(

候

)

一
翰
啓
上
候
。
時
中
薫
風
相
満
候
処
伏
以
」
御
尊
株
益
御
旅
中
御
勝
」
常
欣

(
候
)

喜

無

二

準

レ寿
候
。
」
然
パ
野
村
玄
亮
一
件
ニ
付
、
去
七
日
本
間
氏
害
状
御
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下
書
被
致
持
参
拝
見
仕
、
得
と
両
人
勘
考
仕
候
処
、
拙
者
壱
人
三

m申
遺
候

而
ハ
若
左
様
之
儀
者
不
レ
申
様
と
申
出
候
節
は
不
レ
宜
候
様
奉
レ
存
候
間
直
様

本
間
氏
頼
、
、
、
遺
候
処
、
同
人
申
候
z

は
何
分
に
も
恐
入
候
問
京
都
」
御
役
所
江

御
達
之
儀
は
何
卒
御
差
延
被
レ
下
様
遼
而
歎
願
」
申
出
候
。
市
川
様
知
立
駅
」

御
出
張
迄
之
処
水
回
氏
」
本
間
氏
拙
者
江
茂
可
レ
然
様
」
市
川
様
江
取
直
被
一
一
御

上
一
候
」
様
奉
二
頼
上
一
候
と
申
事
プ
御
座
候
。
」
則
水
田
氏
よ
り
本
間
氏
江
之

書
状
」
為
可
レ
奉
レ
入
二
御
覧
一
差
上
申
候
。
」
委
曲
は
拝
顔
之
節
御
詫
可
ニ
申
上
一

候
問
右
之
段
御
承
引
レ
可
レ
被
レ
下
候
様
奉
ニ
額
上

一

候

恐

僅

謹
言

四

月

九

日

中

川
周
景

拝

市
川
直
記
様

尊
下

6
、
前
回
雅
楽

・
山
田
勘
ケ
由
宛
浅
井
完
晃
哲
翰

(
候
)

一
筆
啓
上
仕
候
未
残
著
」
遁
怠
御
得
共
貴
所
様
」
方
御
在
栄
被
成
候
」

仕
奉
レ賀
候
。
随
而
懲
生
無
レ
」
異
罷
在
御
。
乍
レ
慢
御
休
意
」
可
レ
被
レ
下
候
。

〈
現
知
立
)

猶
又
先
達
岡
崎
」
矢
矧
西
在
杉
山
泰
安
参
」
殿
仕
候
之
有
其
節
彼

-f」
御
話

し
被
レ
下
置
当
地
四
人
之
者
共
江
」
御
許
状
被
ニ
御
差
向
一
憶
ニ
l

」
落
掌
仕
候
。

折
節
直
記
殿
」
再
慶
吉
田
表
御
越
」
御
座
候
ニ
付
御
許
状
銘
々
」
共
憶
ニ
相

違
し
頂
戴
仕
候
」
一
則
御
記
録
直
記
殿
御
」
熟
懇
エ
而
御
落
手
致
し
候
」
。
此

(
需
カ
h

V

(

-

一
わ
け
)

段
奉
二
申
上
一
候
。
是
又
処
」
エ
医
術
共
御
記
帳
之
義
」
兎
角
疑
念
多
く
区
々

之
」
御
沙
汰

Z
m
一
旦
相
整
候
而
は
又
破
談
=
相
成
未
」
三
河
一
統
之
儀
六

ケ
敷
」
奉
レ
存
尤
直
記
殿
不
レ
知
」
之
者
共
殿
へ
応
し
御
執
」
入
=
而
ハ
容
易

-
一
難
レ
解
」
仇
レ
之
御
記
際
-
一
相
加
り
候
。
」
者
共
上
納
(
以
下
文
面
抹
消
〉
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直
記
殿
応
対
之
御
取
立
ニ
而
ハ
得
心
=
付
宜
敷
と
奉
存
候
。
」
従
而
殿
ハ
直
命

御
印
」
ハ
差
下
し
之
上
(
以
下
文
面
一
部
抹
消
)
」
夫
々
田
舎
律
義
ニ
難
レ
有
」

(
益
カ
)

意
引
仕
、
乍
-
一す
志
-
茂
御
」
行
と
御
益
エ
可
二
相
成
一
と
存
候
。
」
何
分
疑
念

(
と
り
は
か
ら
い
〉

之
晴
レ
候
様
ニ
」
乍
レ
恐
御
手
厚
御
執
斗
」
被
レ為
在
度
奉
レ存
候
。
議
-
こ

従
ニ
小
生
一
ケ
様
之
無
忽
共
」
奉
ニ
申
上
一
候
者
偏
ニ
奉
ニ
恐
入

-候
」
得
共
、
乍
ニ

不
肖
一
御
輿
」
隆
之
御
執
持
奉
二
申
上
一
度
健
」
如
レ
斯
御
座
候
。
余
者
可
レ
奉
三
」

煩
-一
重
信
一
候
。
恐
々
頓
首

七

月

五

日

浅

井

完

晃

前
田
雅
楽
様

山
田
勘
ケ
由
様

貴
下

尚
々
残
暑
折
角
可
レ
被
レ
成
候
」
旦
多
忙
ェ
而
粗
略
之
段
幾
」
重
ニ
モ

御
高
免
可
レ
被
レ
下

候

以

上

7、

浅
井
先
完
口
兆
(
市
川
拝
)
舎
翰

中
村
怒
蔵

中
村
半
節

菅
生
泰
輔

岡

道

碩

衣
田
寅
次

河
辺
玄
英

河

合

謙

原

謙

良

水
野
春
道

(
野
)

の
田

高
木

八
王
子

番
村

小
塩
津
村



赤
羽
根
葛
野
字
仲

野
田
川
合
秀
橋

高
松
加
藤
謙
吾

江
比
問
高
橋
玄
幹

浦
村
鈴
木
完
義

片
神
戸
鈴
木
玄
哉

大
崎
広
田
秀
山

矢
熊
佐
久
間
俊
令

春
山
公
御
帰
国
之
自
家
知
仕
」
恐
悦
奉
レ
存
此
度
別
紙
も
」
呈
心
至
ニ
御

座
候
得
共
、
御
存
付
」
被
透
通
、
出
京
取
粉
候
」
及
二
失
敬
一
候
問
、
何
事

(

方

カ

)

(

欠

損

ア

リ

)

も
宜
く
」
貴
何
様
よ
り
可
レ
然
口
御
口
成
候
ベ
く
候
。
」
何
れ
十
二
月
中
旬
頃

〈
万
々
カ
)

下
何
参
候
」
及
拝
顔
可
ニ
申
上
一
候
奉
ニ
此
段
御
頼
申
上
一
候
。

十

一

月

十

四

日

市

川

拝

浅
井
先
生

御
下

・
書
面
中
の
地
名
は
、
何
れ
も
渥
美
郡
及
豊
橋
市
に
ふ
く
ま
れ
る
。

8
、
浅
井
完
晃
、
竹
山
正
路
書
翰

乱
含
不
文
御
推
覧
可
レ
被
レ
下
候

別
啓

(
瑚
カ
)

去
年
浜
松
へ
下
向
之
処
、
御
口
書
」
延
着
ニ
付
御
代
人
に
差
下
シ
之
由
、

委
細
」
承
知
仕
候
。
又
々
御
下
向
候
ハ
何
成
共
」
御
帳
面
以
下
御
数
日
改
可
レ

申
候
。
且
又
」
錦
小
路
様
よ
り
三
州
巡
行
之
事
何
も
」
直
々
御
附
合
も
御
座

候
事
エ
有
レ
之
候
へ
共
」
巡
行
之
人
物
難
手
合
ロ
ュ
御
座
候
哉
」
子
細
茂
有
レ

之
候
事
に
候
。
併
貴
公
様
ニ
」
御
迷
惑
之
筋
合
も
有
レ
之
候
へ
ハ
何
時

成
共
」
錦
小
路
様
江
御
引
合
可
レ
申
候
無
ニ
御
遠
」
慮
一
御
頼
可
レ
被
レ
成
候
。
」

)

(

は

)

て
新
嘗
祭
之
儀
者
諒
闇
中
ニ
」
候
問
去
年
者
吉
田
社
人
江
も
仰
付
」

新
嘗
祭
一
式
吉
田
昌
而
有
レ
之
例
之
堂
上
方
御
参
役
共
一
切
無
レ
之
候
。

一
、

一
両
年
之
内
御
即
位
被
レ
為
在
」
候
之
旨
御
当
地
=
而
ハ
左
様
之
」
風

(
も
)

分
一
切
無
レ
之
波
茂
一
両
年
之
内
」
御
那
位
と
御
沙
汰
無
レ
之
哉
之
風
分
」
仕

候
一
両
年
之
中
こ
東
宮
様
御
元
服
可
レ
被
レ
為
在
哉
」
准
後
御
方
様
立
後
之

御
沙
汰
も
」
御
座
候
哉
。
是
迎
も
取
止
一
二
両
年
之
内
一
被
レ
為
在
候
儀
と

〔
伝
カ
)

申
候
儀
ェ
而
一
候
無
之
哉
。
御
様

・
-
御
率
こ
被
為
在
候
間
宮
家
者
共
相
伝
」

申
候
。
関
白
様
御
辞
職
」
之
御
儀
も
一
向
伺
不
レ
申
候
。
御
高
年
:
不
レ被
レ

為
レ
在
候
問
御
辞
退
無
レ
之
御
儀
よ
似
レ
致
候
。

一
、
去
年
よ
り
諒
関
中
」
御
上
様
以
下
御
堂
上
諒
閤
中
」
御
服
皆
々
杷
改
り

候
去
年
十
一
月
廿
二
日
於
ニ
」
宮
中
様
一
大
積
陣
儀
」
、
大
臣
様
、
大
納
言
様
、

中
納
言
様
、
宰
相
様
、
御
無
役
=
而
御
治
定
有
レ
之
」
御
服
本
之
色
他
二
相
改

り
」
御
上
様
御
服
於
ニ
鴨
川
清
所
一
幕
四
方
ニ
引
廻
シ
警
固
御
厳
重
s

而
御
焼

捨
ニ
相
成
尤
御
堂
上
方
迄
も
御
便
所
ι

而
御
焼
捨
口
御
座
候
。
」
御
上
様
御
焼

捨
之
儀
吉
田
社
人
大
蔵
申
上
候
由
ニ
御
座
候
。

一
、
関
東
大
御
台
様
従
一
位
」
御
宣
下
エ
而
位
記
御
持
参
エ
而
」
清
岡
内
親

王
。
少
納
言
様
御
下
向
有
レ
之
候
」
。
当
十
一
日
御
発
足
ニ
御
座
御
。

一
、
御
殿
=
而
御
誕
生
被
レ
為
レ
在
御
」
欽
宮
様
仙
洞
様
、
御
皇
女
昌
一
被
レ
為
レ

在
候
様
」
春
よ
り
御
違
例
昌
一
被
レ
為
レ
在
御
再
発
=
而
重
々
御
重
り
被
レ
遊
、
最

初
御
欝
性
被
レ
遊
候
処
遂
=
御
務
-
一
御
病
移
り
、
尤
」
宮
医
多
人
数
段
々
手

を
尽
し
」
御
薬
調
進
仕
り
候
得
共
、

一
向
御
薬
功
も
」
不
レ
被
レ
為
レ
在
、

当

17l 



正
月
十
日
-
こ
裁
去
z

被
レ
為
レ在
候
。
悼
ん
以
前
こ
内
親
王
御
内
意
法
被
レ
為
レ

在
候
問
」
俄
こ
内
親
王
御
宣
下
十
四
日
ニ
被
レ
然
レ
在
右
」
御
宣
下
之
役
刑

部
大
輔
様
御
掛
り

エ
而
万
端
無
レ
滞
相
済
候
得
共
遂
ニ
表
向
十
七
日
必
去
晶

被
レ
為
レ
在
右
去
年
以
来
殿
様
御
始
御
用
多
ク
去
極
月
より
」
前
後
昼
夜
茂
不
レ

変
候
様
御
取
込
z

而
今
以
彼
是
御
用
多
ク
御
座
候
。
誠

-f」
御
殿
御
局
様
御

誕
生
之
」
宮
様
当
年
御
十
九
才
=
被
レ
為
仁
成
実
エ
御
念
御
事
申
上
」
候

茂
恐
入
候
儀
於
」

御
所
之
。
様
格
御
慈
愛
忌
一
被
レ
為
仁
在
候
処
右
之
御
事

誠
品
御
驚
=
御
座
候
旨
伺
候
恐
入
候
御
事
ニ
存
候
」
、

左
様
之
御
取
込
s

而
、

絶
而
御
返
書
も
出
不
レ
申
候
此
段
為
ニ
御
知
一
申
入
候
。
」
仙
洞
様
御
連
子
」
御

上
様
欽
宮
様
御
ニ
方
様
H
而
」
被
レ
為
レ
在
候
処
右
之
御
様
子
誠
こ
恐
入

候
儀
車中
レ
存
候
。
」

て

去

年
山
陵
使
与
申
而
」
御
追
号
ヲ
泉
涌
寺
之
陵
z

而
」
宣
命
二
川
被
レ
為
レ

在
候
。
御
使
」
鷹
司
左
大
将
禄
其
外
副
使
」
御
行
粧
皆
均一綜
聞
之
御
服
」
御

(
立
派
)

活
用
甚
立
派
品
而
御
座
候
」
。
其
時
之
」
宣
命
之
文
別
紙
エ
写
取
余
リ
珍
敷
事

故
下
シ
申
候
子
細
ニ
候
。
」
仙
洞
様
御
追
号
」
光
格
天
皇
御
定
エ
被
レ
為
レ
在

候
」
御
事
エ
御
座
被
。
」

て
此
口
問
者
甚
軽
少
之
御
口
問
ニ
御
座
候
へ
共
」
、
御
当
地
之
産
ニ
御
座
候
問

書
遺
」
度
御
沙
汰
致
如
此
z

候
。
御
頂
戴
」
御
座
可
レ有
之
候
。
何
も
早
々

以
上

二
月
十
四
日

御
殿

竹
山
正
路

浅
井
完
口
兆
様

追
而
侍
候
御
自
愛
御
座
候
様
ニ

愛
」

毎
々
御
機
嫌
御
伺
」

殿
隊
よ
り
茂一
厚

ク
御
挨
拶
可
ニ
申
入
一
旨
之
御
沙
汰
エ
御
座
候
。
以
上

(
路
カ
〉

9
、
竹
山
正
治

・
木
都
大
炊
宿

・
大
久
保
彦
八
郎
以
下
三
名
連
名
常
一
日
翰

貴
札
致
ニ
拝
見
一
候
。
然
者
浅
井
中
務
」
儀
此
皮
業
体
之
-
一
付
急
々
可
レ
致
ニ

上
」
京
之
旨
御
遼
=
付
致
ニ
上
京
-
候
由
」
右
-
一
付
段
々
一
被
レ
入
ニ
御
念
一
御
御
紙

面
之
趣
」
委
細
創
ニ
承
知
-
御
。
且
又
中
務
儀
先
比
よ
り
当
」
由
三
宅
土
佐
守

様
御
領
分
東
ヶ
谷
村
」

浦
難
船

一
条
之
儀
-
一
付
尋
之
儀
有
レ
之
」
右
難
船
は

紀
州
弁
-A摂
州
船
両
般
」
-
-
而
散
乱
荷
物
不
正
之
儀
共
有
レ
之
此
」
節
紀
州
よ

り
公
辺
江
御
進
達
=
茂
可
z

相
成
こ
様
子
-
一
相
関
申
候
左
候
得
者
、
中
務
儀

も
」
多
分
江
戸
表
紅
御
呼
出
三
も
可
一一
相
成
候
-哉
夫
」
よ
り
可
之
処
得
与
札
シ

置
不
レ
申
候
而
ハ
政
事
之
」
筋
z

お
ゐ
て
不
行
届
義
-
-
相
当
リ
候
御
」
地
流
御
差

止
之
儀
ハ
無
二
御
構
事
三
候
ハ
念
申
前
段
之
儀
御
勘
弁
被
レ
下
御
療
」
用
相
済

候
て
帰
国
被
ニ
仰
付
一被
レ
下
候
様
其
筋
役
人
共
申
出
候
問
此
段
奉
レ
願
候
。
右

御
答
迄
口
口
。
御
座
候
。
恐
憧
謹
言

(
治
カ
)

竹
山
正
路
様

木
制
大
炊
様

大
久
保
彦
八
郎

直
口
花
押

松
平
八
右
衛
門

忠
直
花
押

松
井
主
馬

親
賢
花
押

新
藤
右
衛
門安

敦
花
押



10> 
註
一関

学
者
鈴
木
春
山
と
完
鬼
の
親
交
よ
り
考
え
て
完
鬼
も
春
山
よ
り
蘭
学
を

学
ん
だ
と
思
は
れ
る
が
実
記
す
べ
き
も
の
が
な
い
為
略
す
。

註
二新

藤
家
、
吉
田
城
主
松
平
伊
豆
守
、
家
臣
御
匙
頭
新
渡
龍
掃
の
後
拭
間
(豊

橋
医
学
舎
設
立
願
、
日
本
医
史
学
雑
誌

-m巻
4
号
)

註
三紫

回
善
仲
は
吉
田
藩
士
に
し
て
、
通
称
猪
助
、
恵
進
闘
と
い
う
。
心
を
治

術
に
留
め
米
価
記
其
の
他
の
著
作
あ
り
。
嘉
永
二
年
、
六
十
七
才
に
て
烈
す
。

江
戸
と
吉
田
と
の
問
を
往
来
し
て
当
時
の
一
流
の
蘭
学
者
と
交
友
あ
り
そ
の

書
簡
紫
回
普
仲
翁
許
簡
集
と
し
て
残
る
。

註
四季

蔵

・
三
宅
友
信

田
原
務
主
第
十
一
代
三
宅
康
友
の
庶
子
に
し
て
、
第
十
二
代
康
和
、
第
十

三
代
康
明
の
奥
母
弟
で
あ
る
文
化
三
年
十
一
月
江
戸
麹
町
の
藩
邸
に
生
ま
れ

幼
名
鋼
蔵
と
称
す
。
{
子
を
友
信
、
号
を
毅
斉
と
称
し
、
王
山

・
芳
春
堂

・
片

鉄
等
の
別
号
あ
り
。
自
ら
も
蘭
学
を
春
山
に
学
び
、
西
洋
人
「
検
夫
児
日
本

誌
」
、
「
鈴
林
必
携
」
、
「
泰
西
兵
鑑
」
等
の
翻
訳
編
纂
あ
り
。
巣
鴨
の
隠
居
、

大
手
の
隠
居
と
書
簡
に
あ
る
は
友
信
の
乙
と
で
あ
る
。
撃
山、

春
山
、
長
英
、

三
英
等
を
支
援
し
た
隠
れ
た
る
蹴
学
の
先
党
者
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
、
八

十
一
才
に
て
残
す
ル

樋
口
誠
太
郎
氏
の
ど
校
聞
を
謝
し
ま
す
。

八
つ
づ
く
V
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資

料

堀
内
文
書
の
研
究

。

片

桐

男

第
二
三
九
号
文
書

高
橋
玄
勝
書
状

志
賀
八
右
衛
門
宛

一
筆
磨
上
仕
候
、
冷
気
愈
増
候
得
共
、
益
御
安
善
被
レ
為
レ
在
候
半
、
珍
重
之

御
義
奉
レ
存
候
、
随
而
私
義
無
異
罷
在
候
問
、
乍
レ
憧
御
休
意
可
レ
被
二
下
置
一
候
、

将
亦
先
達
而
茂
申
上
候
通
、

御
奉
行
御
交
代
等
ニ
て
、

入
門
之
義
茜
延
引
罷

成
候
処
、
漸
去
月
廿
目
、
吉
雄
定
次
郎
与
申
者
江
入
門
仕
、
直
ニ
寄
宿
仕
候
、

吉
雄
家
之
義
者
、
代
々
高
名
之
訳
家
ニ
御
座
候
処
、
先
幸
作
之
代
無
念
之
筋

有
レ
之
、

大
通
詞
御
免
被
ニ
仰
出
一候
而
、

唯
今
ニ
て
定
次
郎
弟
六
次
郎
与
申

者
江
跡
を
譲
り
、
未
六
次
郎
義
者
若
年
之
事
ニ
付
、
定
次
郎
後
見
仕
健
在
申

候
、
右
幸
作
江
者
杉
田
玄
白
等
茂
入
門
仕
候
而
、
江
戸
表
罷
出
候
節
、
毎
度

相
談
等
も
仕
候
由
、
既
ニ
解
体
新
吉
之
序
者
吉
雄
之
序
エ
御
座
候
、
然
ル
ェ

、

章
作
去
秋
中
古
人
三
相
成
申
候
、
定
次
郎
義
者
弟
江
訳
家
を
譲
り
、
其
身
者

外
治
一
ト
通
ニ
取
掛
、
諸
生
同
様
ニ
メ
治
療
之
事
エ
心
を
尽
し
罷
在
申
候
、

年
齢
ハ
三
十
二
歳
与
申
候
得
共
、

若
年

8
季
作
療
治
ヲ
引
受
仕
候
得
者
、
術

之
義
ハ
章
作
・
5
ハ
宜
敷
御
座
候
与
ノ
沙
汰
ニ
御
さ
候
、
寄
宿
之
上
相
窺
候
処
、

無
ニ
相
違
一
功
者
ニ
相
見
申
候
、
癒
疾
之
義
ハ
得
手
と
相
見
候
而
、
当
春
も
両

(
マ
マ
〉

三
人
療
治
有
レ
之
候
処
、
皆
全
快
仕
候
由
、
M
小
シ
和
蘭
陀
ニ
而
茂
右
症
之
義

者
難
症
与
申
候
由
、

身
体
之
絡
中
ニ
シ
ユ
ル
ト
申
も
の
有
む
之
、
其
為
-
一
血

絡
ヲ
腐
リ
、
難
治
之
症
と
相
成
候
由
、
京
摂
昌
而
承
り
候
と
ハ
異
リ
候
得
共
、
山

神
代
相
施
し
ハ
絡
を
割
、
磁
血
仕
候
事
ニ
御
座
候
得
者
、
論
異
リ
候
共
、
術

ハ
格
別
之
義
も
無
一一
御
座
一候
、
此
表
之
術
ハ
銭
銀
生
寸
相
用
、
或
ハ
刺
絡
服
薬

者
、
煎
湯
ハ
相
用
不
レ
申
、
蛮
薬
之
水
薬
エ
御
座
〔
候
〕
、
症
-一
よ
り
段
々
治
術

も
御
座
候
得
共
、
先
ツ
者
蛮
薬
之
水
薬
エ
御
座
候
、
メ
リ
ク
リ
ユ
ス
、
ス
テ

レ
キ
ハ

l
ト
ル
、
ト
リ

シ
ス
、
右
三
日
間
ニ
御
座
候
、
い
つ
れ
も
日
本
ニ
ハ
無
二

御
座
一
候
、
此
表
-
一
而
も
容
易
ニ
ハ
得
が
た
く
、
役
人
之
方
江
相
頼
不
レ
申
候

(
マ
マ
)

而
者
、
入
ニ
手
不
レ
申
候
、

右
薬
剤
相
周
候
内
、

刺
絡
之
症
与
鎮
針
之
症
与

相
分
リ
、

一
流
ニ
絡
を
割
、
破
血
等
仕
候
義
ニ
ハ
無
ニ
御
座
一
候
、
尤
鎮
針
之

(
マ
マ
)

義
ハ

、
東
都
片
倉
玄
周
相
施
し
候
銭
針
ニ
ハ
無
一
一御
座
一
常
之
焼
金

ニ
御
座
候
、

是
等
之
術
ニ
御
さ
候
得
者
、

自
レ
古
相
伝
之
事
ニ
て
仕
方
御
さ
候
而
も
、

病

人
江
施
し
候
義
不
=
相
成
↓
此
表
ニ
而
見
聞
仕
候
上
ハ

、
相
成
可
レ申
義
与
車
中
レ

存
候
、
是
迄
和
蘭
陀
流
と
党
居
候
ハ

、
此
表
江
罷
越
候
而
承
リ
候
得
は
、
誠

之
技
葉
之
事
を
致
居
候
と
申
も
の
エ
御
座
候
、
追
々
病
人
も
相
見
え
候
問
、

追
々
可
一一
申
上
一
候
、

一
人
物
之
義
者
、
前
文
之
遇
、
諸
生
同
様
之
人
ニ
御
座
候
得
は
、
法
術
を

秘
シ
候
様
之
義
者
無
ニ
御
座
一
候
得
共
、
崎
陽
は
外
治
之
本
と
申
候
而
、

諸
国

8
諸
生
多
集
リ
候
地

ニ
て
御
座
候
得
は
、
其
家
々
之
式
ニ
て
入
門
之
節
ハ
何

程
、
又
神
文
之
節
ハ
何
程
、
祝
義
等
遺
ス
杯
と
申
義
者
、
其
家
々
ニ
て
違
も

御
座
候
得
共
、
大
家
之
分
ハ
絡
別
之
義
無
ニ
御
座
一
候
、

一

此

表
、
鴨
池
雄
甫
与
申
外
科
御
座
候
処
、
右
家
方
-
ニ
瀬
疾
之
治
方
有
レ

之
、
右
方
舎
於
ニ
京
都
一
写
置
候
得
共
、

薬
品
之
義
相
分
不
レ
申
候
ニ
付
、

当

年
中
見
合
罷
越
引
合
申
度
奉
レ
存
候
、
其
人
物
者
如
レ
何
ニ
御
さ
候
哉
、
承
り

不
む
申
候
得
共
、
回
会
之
義
御
座
候
問
、
京
摂
な
と
』
ハ
違
可
申
申
候
、
尤
其



人
ニ
よ
り
金
子
を
以
報
不
レ
申
候
市
は
伝
受
不
レ
仕
な
と
申
唱
候
入
者
小
家
之

義
可
レ
有
ニ
御
座
一
候
、
全
株
当
所
ハ
唐
和
蘭
之
船
之
入
候
地
エ
御
座
候
得
は
、

金
銀
過
当
=
廻
リ
、
終
日
飲
食
之
事
の
ミ
取
掛
居
、
甚
泰
な
る
国
エ
御
座
候
、

人
之
物
も
我
か
も
の
ニ
て
も
分
チ
無
レ
之
様
三
児
居
候
而
、
絶
而
薄
情
-
一
御
座

候
問
、
万
事
油
断
者
相
成
不
レ
申
候
、

一
先
ユ
章
作
ニ
代
と
申
候
長
崎
之
大
者
、
代
々
悪
疾
ニ
て
大
者
職
相
勤
候

義
不
ニ
相
成
引
依
而
掌
作
江
療
治
相
頼
度
由
ニ
て
当
地
江
罷
下
り
候
処
、
幸
作

療
治
ニ
て
茂
一
治
不
レ
申
、
和
蘭
陀
人
江
相
頼
候
処
、
脊
ヲ
割
、
彼
之
シ
ユ
ル
ト

云
悪
液
を
出
シ
、
不
日
ニ
〆
全
愈
仕
候
由
、
祖
ん
ベ
父
之
哨
之
由
ニ
御
さ
候
由
、

定
次
郎
申
事
-
一
御
座
候
、
唯
今
ニ
而
者
ケ
様
之
術
者
和
蘭
ニ
而
茂
曾
爾
座
一

由
-
一
御
座
候
、

.
一
此
表
ニ
て
投
薬
仕
候
ハ
皆
蛮
薬
之
事
ニ
御
座
候
、
其
薬
品
相
調
候
義
ハ

中
々
不
二
容
易
一
義
、
依
而
者
、
此
表
之
術
於
ニ
其
御
地
一
る
h

相
施
し
可
レ
申

義
出
来
兼
申
候
、
罷
下
り
候
而
此
表
迄
申
造
、
取
寄
候
様
ニ
可
レ
仕
与
奉
レ
存

候
、
扱
亦
和
蘭
通
調
加
福
安
次
郎

・
馬
場
為
八
郎

・
楢
林
重
兵
衛

・
本
木
庄

ハ
マ
マ
〉

左
衛
門

・
唐
人
通
詞
神
代
太
十
郎
等
江
京
都
よ
り
害
状
持
参
仕
候
ニ
付
、

一

ト
通
相
尋
候
得
共
、
蘭
人
出
帆
ニ
付
面
談
も
相
成
不
レ申
候
、
追
々
面
談
仕

候
ハ
、
珍
敷
事
を
も
可
レ
有
二御
座
一
与
奉
レ
存
候
、
外
治
者
和
蘭
=
無
ニ
御
座
-

(
マ
マ
)

候
而
者
是
悲
相
成
不
レ
申
候
、
唐
人
之
術
ハ
愈
不
レ
宜
、
勿
論
中
華
エ
て
も
和

蘭
江
罷
越
修
行
仕
候
由
、
其
御
地
江
も
蘭
学
ニ
精
人
出
来
仕
候
様
-
一
仕
度
候
、

未
格
別
之
病
人
茂
無
ニ
御
座
-
候
問
、
追
々
可
ニ
申
よ
一
候
、
猶
期
日
-後
音
之
時
一

候
、
恐
憧
謹
言

十
月
五
日

高
橋
玄
勝

志
賀
八
右
衛
門
様

人
々
御
中

註・
文
中
、
阿
蘭
陀
通
詞
吉
雄
宰
作
に
言
及
し
て
、
「
宰
作
去
秋
中
古
人
-
一
相

成
申
候
」
と
あ
る
。
吉
雄
章
作
の
残
年
は
寛
政
十
二
年
(
一
八

O
O
)
八

月
十
六
日
、
享
年
七
十
七
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
状
は
そ
の
翌
年
た
る
享
和

元
年
(
一
八

O
一
)
十
月
五
日
付
の
書
状
と
な
る
。

・
高
橋
玄
勝
H
米
沢
藩
医
。

・
志
賀
八
右
衛
門
H

米
沢
落
、
仲
之
間
年
寄
。

・
六
次
郎
H

吉
雄
孝
作
と
そ
の
妾
サ

ヨ
と
の
間
の
子
で
、
定
次
郎
の
弟
。
天

明
五
年
(
一
七
八
五
)
、
宰
作
が
六
十
二
歳
の
と
き
の
生
ま
れ
、
六
二
郎
、

六
治
郎
と
も
書
き
伝
え
ら
れ
る
。
実
名
永
保
、
の
ち
文
化
十
一
年
正
月
に

権
之
助
と
改
名
し
た
。
シ
l
ボ
ル
ト
に
師
事
し
た
。
(
若
林
正
治
氏
所
蔵
、

野
村
立
栄
『
免
帽
降
乗
録
』
参
照
)
。

-
定
次
郎
H
六
次
郎
の
兄
。
父
耕
牛
(
宰
作
)
の
医
術
を
継
ぐ

0

.
神
代
目
神
代
多
仲
か

0

.
メ
リ
ク
リ
ユ
ス
H

宮市円

2
ュg
水
銀
。

-
ス
テ
レ
キ
ハ

l
ト
ル
H
師同
町兵
毛
丘
四
円

硝
酸
。

・
ト
リ
シ
ス
H
且

E
K
Z
(
B
R
2
1
5
品

E
R
2
甘
京
の
略
か
)
。

.
片
倉
玄
周
H

片
倉
元
周
H

片
倉
鶴
陵
。

-
本
状
に
つ
い
て
詳
し
い
ζ

と
は
、
拍
稿
「
長
崎
遊
学
の
米
沢
藩
医
が
報
じ

た
阿
蘭
陀
通
詞
吉
雄
氏
の
動
向
」
(
森
克
己
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
都
一
対

外
関
係
と
政
治
文
化
|
対
外
関
係
編
|
』
昭
和
四
十
九
年
二
月
、
吉
川
弘
文

館
刊
)
参
照
。
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三

月

三

日

天

童

に

て

わ
れ
不
老
不
死
の
く
す
り
と
も
い
ふ
へ
き
妙
薬
の
酒
の
徳
に
て
、
よ
ハ

ひ
既
に
六
十
歳
に
お
よ
へ
り
、
老
て
御
定
り
の
欲
心
お
と
り
、
百
四
五

十
歳
ま
て
も
と
思
ひ
な
か
ら
、
欲
に
限
り
の
な
き
世
の
中
と
、
少
し
心

を
ひ
る
か
へ
し
て
、
も
h

と
せ
を
我
か
定
命
と
覚
悟
し
、
五
十
年
ハ
余

計
と
見
け
る
な
と
、
誰
か
れ
に
唱
し
笑
ハ
セ
待
り
て
、

も
h

の
名
に
最
早
四
十
年
我
か
よ
ハ
ひ

か
く
申
す
て
』
、
帰
郷
の
h

ち
、
は
か
ら
さ
る
病
ひ
に
お
か
さ
れ
、
す

で
に
か
ふ
よ
と
見
へ
た
る
に
お
と
ろ
き
、
誠
に
老
少
不
定
の
世
の
習
ひ

是
非
も
な
し
、
少
年
に
し
て
死
ぬ
る
か
と
思
ひ
け
る
か
、
ふ
し
き
に
ハ

魂
ぬ
け
む
と
し
て
よ
ミ
か
へ
り
け
る
う
れ
し
さ
に
、

や

カ

ラ

か
た
つ
ふ
り
漸
ツ
と
尋
て
も
と
の
殻

右
百
五
十
歳
ト
見
侍
ハ

、
六
十
歳
ハ
少
年
か

若
年
ト
モ
い
ハ
ん
か

第
二
四
四
号
文
書

寒
威
日
増
候
処
、
愈
御
佳
適
奉
ニ
拝
賀
一候
、
然
ハ
先
達
而
御
約
束
之
扶

歎
蘭
度
第
二
巻
目
為
レ
持
上
申
候
、
御
落
手
可
レ
被
レ
下
候
、
町
山
又
塩
谷

病
症
追
々
快
復
エ
赴
候
由
、
先
日
宰
便
申
越
候
、
種
々
御
丹
精
泰
三
感

侃
-候
、
何
分
多
忙
其
後
見
舞
不
レ
申
候
、
此
上
と
も
宜
敷
御
処
方
御
投

剤
奉
レ
願
候
、
書
余
拝
顔
申
上
度
、
早
々
頓
首

十
二
月
五
日

176 
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鳳
暦
之
御
慶

鳳
瞬
間
之
御
獲
千
里
同
風
芽
出
度
申
納
候
、
先
以
御
闘
家
様
被
為
揃
、
益
御
御

清
福
御
迎
陽
被
ニ成
下
一
度
、

上
下
の
影
う
つ
ろ
ふ
や
松
の
花

十
返
り
の
雲
か
、
ふ
り
す
る
松
の
花

年
一
ツ
あ
つ
ミ
の
し
れ
る
二
日
灸

命
を
ハ
の
へ
ぬ
に
け
り
二
日
灸

隣
か
ら
隣
の
話
二
日
灸

乙
と
っ
て
の
答
や
ち
か
ふ
帰
雁

旅
に
居
て
き
く
程
て
を
し
帰
雁

め
の
党
て
戸
を
明
る
な
に
帰
雁

一
と
ハ
へ
の
字
ニ
ち
か
し
帰
雁

風
の
吹
方
を
し
る
へ
や
野
梅
哉

子
供
等
の
手
に
/
¥
ち
ら
す
や
春
の
豆

何
事
も
へ
た
な
内
ほ
と
お
も
し
ろ
き

二
日
灸
今
日
ハ
今
年
の
皮
と
ふ
し

第
二
四
六
号
文
書



尚
々
、
及
ニ
御
挨
拶
一
一
小
レ
申
候
、
以
上
、

寒
威
つ
よ
く
御
座
候
へ
と
も
、
弥
御
清
福
之
御
事
珍
重
エ
存
候
、
先
々
昨
日

者
御
懇
害
被
レ下
、

殊
に
何
よ
り
の
御
蕎
麦
を
被
レ
遺
被
レ
下
、

お
も
ひ
も
よ

ら
さ
る
御
恵
投
、
扱
て
/
¥
是
ハ
御
出
来
も
よ
く
、
不
レ
残
賞
翫
い
た
し
候
、

其
上
見
事
な
る
御
さ
か
な
御
取
添
、
随
而
樫
k
並
突
き
御
さ
か
な
か
す
/
¥
の

御
重
の
内
に
し
て
、
寒
日
之
し
の
き
不
レ
過
レ
之
、
別
而
楽
ミ
申
候
、
是
御
深

徳
に
あ
ら
す
し
て
ハ
参
候
日
事
の
、
か
』
る
仕
合
も
あ
る
ま
し
く
、
誠
に
ふ

か
き
御
志
お
り
と
つ
御
志
不
ら
し
き
御
事
、
何
と
得
て
言
葉
ニ
ハ
尽
し
参

た
く
存
候
、
き
の
ふ
ハ
乙
〉
ろ
い
そ
か
し
く
、
他
事
に
し
て
粗
略
な
る
御
返

事
を
申
入
候
へ
き
御
宥
恕
可
レ
被
レ
下
候
、
書
余
ハ
先
日
之
御
返
歌
を
も
相
含

候
問
、
其
伝
を
得
て
万
銭
可
ニ
申
演
一
候
、
先
々
草
ん
べ

い
そ
か
し
く

2a 

東
方
恩
人

」

御
直
披

丙
丁

第
二
七
三
号
文
書

家
伝
方

家
伝
方

帯
同
薬
方

万
応
膏

h
w
治
風
寒
湿
気
所
傷
鉄
撲
閃
挫
傷
損
一
切
痔
痛
皆
貼
患
所
及
治
一

切
無
名
腫
議
機
痕
発
背
庁
箔
郷
毒
流
注
混
毒
開
箔

勾

薬

白

欽

烏

薬

木

簡

子

草

烏

頭

速

麹

白

正

白

及

官

桂

当

級

一

僻

八

苦

辛

釦

川

烏

頭

大

賞

鼻

角

柳

木

桃

木

桑

木

東

木

麻
泊
三
百
二

十
銭

右
刻
散
胡
麻
油
ニ
浸
シ
一
宿
ヲ
キ
其
後
煎
シ
薬
燃
色
ニ
ナ
ル
時
取
出
シ

打
テ
見
ル
ニ
打
ル
、
吃
布
エ
テ
ヨ
シ
澄
ヲ
去
リ
其
後
亦
煎
シ
茶
碗
ニ
水

ヲ
入
レ
右
ノ
油
ヲ
三
ゴ
ニ
付
テ
水
ノ
内
エ
落
シ
見
ル
ニ
玉
ノ
如
ク
エ
成

時
三

エ
イ
ヨ
ヲ
入
黒
キ
色
エ
成
ト
キ
水
エ
入
レ
加
減
ヲ
見
乳
没
-一
味
ヲ

極
末
ニ
シ
テ
入
煉
竪
而
勝
香
ヲ
研
交

一一一

ニ
|
ヨ

油

相

聞

鱗

丹

相

h
h
F
蛸

禁

什

蛸

錬

方

口

授

ハ
チ
リ
コ
ン
主
治
貼
一
切
腫
物
速
破
吸
阪
和
痛
也

豚

池

百

冬

葵

大

蒜

各

十

松

脂

質

蝋

チ

ヤ

γ

各

四十銭

右
豚
油
エ
冬
務
大
蒜
ヲ
イ
レ
コ
カ
レ
色
ナ
ル
迄
煎
シ
澄
ヲ
去
り
チ
ャ
ン

松
脂
蝋
ヲ
入
レ
布
ニ
テ
シ
漉
シ
用
ユ

又
方

胡
麻
油
虻
百
マ
ル
ハ
針
五
フ
ク
シ
ユ
胴
蝋
爪
十
チ
ャ
ン
ト

右
子
リ
様
如
前

ハ
ス
ト
リ
ヤ
主
治
忍
冬
膏
ハ
チ
リ
コ

γ
エ
テ
カ
プ
ル
、
時
用
ユ
頭
癒
耳

癒
-
一
ラ
、
ン
ジ
ヤ
ニ
合
テ
貼
ス

麻
池
師
へ
ト
紅
十
青
木
葉
広
十
融
問
紅
十
孫
麻
子
伽
十
牡
螺
針

賞
蝋
伽
十

右
泊
ニ
青
木
業
費
ヲ
入
レ
煎
シ
カ
ス
ヲ
去
リ
ヒ
マ
シ
牡
蝋
純
末
シ
蝋
ヲ

入
レ
又
コ
シ
用
ユ

フ
ラ
シ

コ

主
治
一
切
小
癒
火
傷

茨
池
京
一
白
酬
明
前
片
脳
和
五

椀
木
齢
五

没
薬

乳
香
併
四

唐
土
伽
十

丹
百
二

十
銭

勝
香
伽

胡
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右
ロ

l
サ
油
ヲ
煎
シ
機
ヲ
入
レ
煎
シ
片
脳
唐
土
ヲ
入
レ
其
健
布
-
一
テ
コ

ス

ア
ト
ス
ト
ン
主
治
一
切
金
第

豚
泊
師
舵
臨
鮎
十
没
薬
紅
唐
土
批
十
乳
香
紅
龍
脳
紅
一
瑚
銭
片

脳
紅

右
油
ヲ
煎
シ
ヒ
エ
l
ヨ
ヲ
入
レ
ト
カ
シ
片
脳
ヲ
入
レ
其
値
唐
土
没
薬
ヲ

入
レ
カ
キ
マ
ワ
シ
サ
メ
ル
時
龍
脳
ヲ
ス
リ
入
レ
ル

ヘ
ル
イ
テ
主
治
一
切
腫
物
ロ
不
閲
ニ
ハ
チ
リ
エ
合
テ
貼
用
ス

巴
豆
十
丹
九
仇
麻
油
少

布
二
味
生
ニ
テ
ヲ

ロ
シ
麻
油
ニ
和
合
ス

マ
チ
ー
シ
ル
ハ

忍
冬
膏
主
治
ハ
チ
リ
ハ
ス
ト
リ
ニ
テ
カ
プ
レ
タ
ル
エ
用
エ
茜
痛
エ
ハ
乾
萎

ノ
末
ヲ
加
フ

忍
冬
へ
ト
於
ル
麻
油
師
蝋
一
軒

右
池
ヲ
煎
シ
へ
ト
マ
チ
リ
シ
ル
ハ
ヲ
入
煎
シ
燈
ヲ
去
リ
蝋
ヲ
入
ル

生
肌
玉
紅
膏
主
治
下
府
癒
議

白
韮
r
↑
銭
甘
州
↑
件
当
飯
伽
キ
リ

γ
血
r
↑
銭
軽
粉
紅
紫
草
紅

麻
泊
紅
白
刷
畑
町
十
貧
蝋
虻
十

宕
子
リ
ヤ
ウ
前
ニ
同
シ

ア
ル
マ
ン
ス
主
治
金
癒
及
諸
痔
痛

当

帰

生

地

質

肉

桂

黄

苓

黄

連

大

黄

木

香

縮

砂

川

考

齢
十
麻
油
広
百
白
蝋
一
昨
十

右
ノ
薬
煎
シ
コ
ケ
色
ニ
成
時
エ
少
シ
サ
マ
シ
テ
布
ニ
テ
コ
シ
粗
ヲ
去
リ

チ
リ
メ

γ
テ
l
ナ
拾
銭
玉
乳
香
没
薬
各
五
銭
丹
ヨ
ク
細
末
エ
シ
テ
一
斤

前
ノ
泊
ノ
内
エ
入
レ
ル
也
但
シ
乳
香
没
薬
ヲ
パ
鍋
ヲ
ヲ
ロ
シ
テ
後
ニ
入

テ
ヨ
シ

フ
セ
ツ
カ
ン
フ
ラ
ン
主
治
ハ
チ
リ
ニ
テ
カ
セ
タ
ル
エ
用
ユ

緑
青
紅
十
丹
九
枯
馨
一
日
銭
乳
香
針
烏
賊
骨
牛
池
一
一
針

針

五

松

脂

符
y

機
山
町
白
油
紅
百
酢
↑

右
十
一
味
煉
用
ユ
油
エ
酢
ヲ
入
レ
ヨ
ク
マ
ジ
エ
合
セ
煎
ス
レ
ハ
プ
リ
々

ト
一
玄
プ
リ
々
ノ
キ
ヱ
ル
ヲ
度
ト
ス
但
乳
香
子
ハ
リ
ア
リ
テ
此
膏
ニ
ア
ワ

ズ
放
エ
ク
シ
ロ
ク
ヲ
用
テ
ヨ
シ

青
膏
九
ト
リ
ハ
サ
主
治
腫
物
口
不
関

青
汁
蹴
十
郷
子
油
紅
十
豚
油
伽
黄
蝋
伽
十

右
四
昧

ウ
ク
ユ

γ
ト
主
治
一
切
腫
物

麻
泊
紅
十
脂
松
紅
十
貨
酬
明
紅
十
杉
脂
叫
ん
一
一
没
薬
品
r

乳

香

十

燕

陸
艇

右
泊
ニ
松
杉
ノ
二
脂
ヲ
入
レ
次
ニ
蝋
ヲ
入
没
乳
業
三
味
ヲ
段
々
ニ
入

ホ
ン
ホ
リ
コ
ス
主
治
宿
泊
毒
掴
疾
久
野
癒
小
癒

ソ
ラ
ト
ロ
油
開
犬
山
線
葉
仁
十
唐
土
仁
十
鉛
断
制
似
乳
香
肘

右
油
江
山
淑
ノ
葉
ヲ
入
煎
シ
漬
ヲ
去
リ
唐
土
ヲ
入
レ
鉛
乳
二
昧
ヲ
入
煉

竪
ス
ル
也

エ
ヒ

ス
ヤ
コ
ン
主
治
鹿
斤
毒
肉
不
取
痛
甚

蜜
師
酢
回
一計博一慨

明
饗
末
馳
什
議
丹
馨
献
什
釦
銭

右
酢
蜜
ヲ
煎
シ
丹
繁
明
饗
ヲ
入
煉
ル
ナ
リ

エ
ス
ホ

γ
シ
ヤ
主
治
消
肉
関
口
痛
之
口
貼
之
則
肉
減
少

故
痛
口
不
開
時
付
尖
貼
之

松
脂
昨
十
機
一
拡
十
泊
少

信
石
紅
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右
松
脂
蝋
ヲ
ト
カ
シ
信
石
ヲ
入
煉
竪
ス
ル
也

ア
ル
イ
テ
主
治
沈
黒
子
腫
物
ノ
口
ヲ
開

ロ
ツ
フ
ト
ウ
リ
ヨ
カ
ル
ヒ
イ
ハ
ヘ
ル
メ
ラ
Y
少

コ
シ
ニ
ヨ
カ
ス
主
治
散
湿
臆
疾
疲

ア
子
ツ
ン

イ
ノ

γ
ト
併
十

ア
ル
タ
草
汁
紅
十

青
汁
ナ
モ
ミ

八
十
量
五
十

銭

封

五

銭

右
七
味

コ
ウ
フ
ラ
ン
主
治
吸
毒
肉
抜
毒
及
斤
之
痛
不
叶
針
炎
ノ
時
此
薬
ヲ
用
テ
関

口
排
膿

ヒ
イ
ホ
ラ
紅
マ
ン
テ
l
カ

榔
子
泊
麻
泊
目
紅
十
蝋
鮎
十

右
五
味
ヒ
イ
ホ
ラ
ヲ
刻
テ
油
ヲ
煎
シ
蛾
ヲ
入
以
解
為
度

コ
ン
コ
ウ
ム
ス
主
治
相
臨
痘
発
背
及
斤
箔
大
頭
風
腫
風
毒
痩
繍
痔
漏
燦
躍
脱

紅
痘
風
箔
也

ホ
1
ト
モ

1
ミ
忍
冬
…
僻
五
附
子
肉
桂
当
帰
呉
菜
英
川
考
併
三

機
伽
十

右
麻
泊
七
十
銭
ヲ
以
テ
六
味
ヲ
浸
ス
寸
一
宿
ニ
シ
テ
煎
テ
録
ク
ナ
ル
時

エ
カ
ス
ヲ
去
リ
蝋
ヲ
入
布
ヲ
以
テ
漉
ミ
イ
ラ
ヲ
入
ル

奇
香
油
主
治
小
篇
及
放

甘
松
紅
白
祖
師
銭
況
香
蒜
一
丁
子
何
桃
州
蒜
蕪
陸
E
州

航
十
猪
油
跡
十
龍
脳
批

右
九
味
線
堅
ス

ヲ
シ
コ
ロ
シ
ヨ
ロ
ン
主
治
打
身
窪
骨
痛
無
名
掴
疾
骨
蒸

城
一
献
十
渥
青
批
十
没
薬
紅
十
榔
子
細
十
乳
香
紅
十

金
一
昨
十
右
八
味

杉
脂
紅
十

油

ア
マ
レ
ロ
主
治
諸
腹
痛
和
能
照

榔
子
油
針
五
機
針
ア
マ
レ
ロ
細

金
華
膏
…
二
一
げ
主
治
金
癒
湯
火
傷

蜜
蝋
包
針
一
ι
一戸

麻

油

創

始

五

倍

子

黄

栢

欝

金

紅

花

甘

松

猪

牙

息

右
十
二
昧
調
煉
法
唯
授
一
人
之
方
也

ピ
リ

γ
セ
イ
カ
諸
腫
躍
関
薬

生
茄
子
大
小
数
百
細
ニ
剣
シ
濃
煎
シ
テ
浮
ヲ
去
リ
再
煎
為
膏
用

ヱ
シ
フ
ラ
ス
ト
テ
ペ

γ
シ
ヰ
ヒ
ョ
ム
冷
性
打
撲
血
症
或
金
癒
葦
用
之
又

骨
節
官
庁
痛
欣
腫
血
熱
甚
者
皆
貼

麻
油
一
一
昨
十
蜜
蝋
一
J

蹴
十
赤
石
脂
一
J

針

朕

麟

血

三

針

丹

朋

没

薬

三十

L
E三十

銭

手

宅

銭

泊
蝋
赤
石
脂
鍋
ニ
入
レ
水
五
合
加
イ
煮
テ
水
気
尽
ル
舟
鋲
麟
血
ヲ
入
鍋

ヲ
下
シ
没
薬
乳
香
ヲ
入
煉
貯

鶏
子
賞
位

枯

描
措

ir

蚤
休
fr
ゆ
時
分

据
子
Fr
J
T九
分

ψ
均
一一

t
T
r

，，d
1

，
 

虫畿

油
薬
方
一
伊
川
和
日

ヲ
ー
リ
~
イ
ー
サ
桃
主
治
止
痛
退
熱
消
腫

警
薮
花
麻
泊
-
一
浸
寸
三
四
月
以
布
去
津
硝
子
ニ
収
貯

苦

驚

花

生

同
カ
モ
メ
リ
鮒
主
治
冷
痛
ヲ
混
散
シ
能
ク
筋
ヲ
延
ス
大
小
便
不
通
者
湯
調

服
ス

同
イ
ベ
リ
コ

γ
鰍
主
治
金
痛
湯
火
傷
能
痛
ヲ
退
ケ
肉
ヲ
出
ス
又
筋
ヲ
ノ
ペ

極
ヲ
散
腰
痛
混
散
ス
耳
官
庁
痛
ニ
ハ
温
メ
耳
中
ニ
滴
ス
耳
中
股
水
出
者
大

良
夏
月
花
ヲ
摘
取
リ
隔
日
ニ
テ
薬
研
三
摺
麻
油
ニ
浸
シ
日
エ
晒
色
燕
脂

ノ
如
ク
ナ
リ
タ
ル
ヲ
収
貯
数
月
ニ
シ
テ
去
津
用
ユ
一
閣
聞
こ
纏
置
朝
ニ
摘
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製
ス
ペ
シ

同
レ
リ
ヨ

l

ロ
y
蹴
主
治
筋
ヲ
延
べ
肉
ヲ
和
ケ
婦
人
諸
府
乳
腫
等
甚
功
ア

リ
産
難
崎
山
下
温
塗
テ
易
産
卒
中
風
混
阪
亦
功
ア
リ
又
打
撲
-
一
功
ア
リ
百

合
花
花
大
ニ
色
白
モ
ノ
製
治
同
前

同
テ
レ
メ
ン
テ
l
ナ
献
主
治
金
箔
肉
ヲ
生
シ
筋
ヲ
波
シ
手
足
繊
早
急
歩
行
シ

ガ
タ
キ
者
カ
モ
メ
リ
等
分
塗
リ
テ
良
功
ア
リ
脚
気
筋
気
石
淋
湯
三
揃
シ

服
ス
此
薬
蛮
舶
賀
来
無
和
製

同
カ
リ

-7l
ャ
蹴
主
治
寸
白
虫
諸
応
事
丸
艦
大
之
者
温
塗
リ
テ
湊
理
ヲ
開

キ
毛
ヨ
ク
生
ス
面
病
湯
火
傷
金
搭
打
撲
傷
損
甚
妙
也
又
諸
竪
腫
ヲ
和
ク

難
子
白
麻
油
等
分
能
カ
キ
雑
武
火
ニ
上
セ
難
子
白
能
堅
守
ル
時
津
ヲ
去

リ
硝
子
収
貯

同
ル
1

タ
主
治
風
腫
大
風
色
紫
黒
諸
悪
病
諸
虫
絞
毒
ニ
悼
集
テ
妙
也
此
物
ヨ

ク
邪
魅
ヲ
避
ク

生
ア
ル
タ
州
耕
一
明
日
ト
リ
い
刊
行
生
セ
気
楽
花
共
ニ
麻
泊
三
校
シ
製
方

ロ
ー

ザ
等
ノ
如
シ

同
ラ
、
ン
ヂ
ャ
蹴
主
治
風
邪
ヲ
去
リ
痛
ヲ
止
気
血
ヲ
散
シ
函
癒
惣
テ
上
部

之
患
エ
良
也
淡
飲
ニ
ハ
湯
エ
一
調
服
ス
亦
良
也

生
路
柑
位
十
麻
池
畑
右
油
ニ
可
決
シ
数
月
ニ
シ
橘
柑
畑
ル
、
時
布
エ
テ

絞
リ
硝
子

ニ
収
貯

カ
ラ
ア
ホ
鮒
歯
牙
痔
痛
筋
綬
縮
中
風
脚
気
諸
冷
痛
温
塗
ル
湯
ニ
滴
シ
服
テ

ヨ
シ
又
諸
虫
ヲ
殺
ス
湯
-
一
滴
服
ス
ベ
シ

丁
子
油
ナ
リ
製
法
筆
記
シ
ガ
タ
シ

丸
散
方

三
自
散

延
齢
丹

持
問
エ
ト
帯
府
ヌ
小
正
圃
S

A

A

コ
へ
草
又
ア

主
治
一
切
小
箔
切
疲
夕
、
レ
ニ
一
周
サ
シ
ラ
ケ
ト
モ
云
葉
ヲ
?
、
、
出
シ
其
汁
ヲ

以
テ
ノ
ベ
付
タ
妙
ナ
リ
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革
挽

白
組
踊
仇
匁

葛
粉
天
花
粉
各
十
石
灰
一

銭

銭

三
能
散
主
治
一

切
小
惜
別
或
火
傷
和
泊
貼
之

賞
栢
生
同
黒
焼
同
焦
右
三
味
等
分
細
末
シ
用

白
丁
香
末
主
治
一
切
蹟
物
口
不
関
ニ
一
節
ニ
合
セ
貼
ス

小
第
薬
挟
榔
子
昨
硫
黄
件
白
粉
ト
銭
右
末
麻
油
ニ
テ
煉
リ
テ
箔
惣
身

エ
ア
ラ
ハ
男
ハ
陰
丸
女
ハ
乳
ニ
付
テ
可
也

経
花
散
主
治
諸
癒
土
龍
針
天
花
粉
紅
軽
粉
少

右
細
末
和
調
麻
池

小
児
紋
口
雄
貧
明
九
各
等
分
ブ
ラ
ン
コ
ニ
加
ヒ
引
ク

真
珠
散
主
治
下
府
腐
焔
不
止
加
諸
薬
用
ユ

真
珠
f

「…

mm…
=
青
黛
何
経
粉
一
材
作
一
間

四
賀
散
主
治
積
年
ノ
悪
箔

大

賞

黄

蓮

賞

苓

黄

栢

耐

一

右
末
シ
箔
ヲ
洗
ヒ
ノ

コ
ヒ
付
ク
日
三
度
ス

テ
へ
γ
シ
ヒ
ホ
主
治
関
薬
痛
話
者
加
天
南
星
乳
腫
風
毒
無
名
腫
也
黄
柏

小

豆

犬

山
桝
各
ニ
黒
大
一
旦
什
一
楠
白
皮
生
十

十

銭

銭

右
末
ヒ
リ
ン
セ
イ
カ
ヲ
加
ヒ
関
薬

ニ
用
ユ
第
腫
エ
ハ
和
酒
和
務
用

ユ

蘇

人

散

夫

恋

文

結

各

ニ

蒲

賞

五

甘

草

ニ

両

分

分

金
宝
丸
楊
梅
皮
枇
十
胡
楓
胡
黄
速
一
例
七

肉

桂

縮

砂

況

香

辰

砂

姉

十

木

香

一

一

匁

膨

香

E
M



洗
薬
方

下

府

箔

毒

黄

栢

蓮

薬

草

前

子

六
味
水
三
升
ヲ
ニ
升
ニ
煎
シ
用
ユ

沈

地

膚

子

防

風

荊

芥

際

皮

明

九

J

諸
説
戸

下
府
洗
薬
子
キ
ノ
白
根
子
一
束
ニ
切
テ
三
本
剣
シ
白
大
豆
十
二
三
粒
皮
ヲ

ト
リ
剣
シ
甘
草
一
銭
加
ヒ
大
茶
碗

ニ
水
一

禿
半
入
一
盃
ニ
煎
シ
洗
フ

蕎
倍
湯
主
治
脱
庇
痔
洗
薬

ソ
ハ
カ
ラ

ι
ソ
ハ
コ
ト
ト
五
倍
子
紅

ス

ハ
コ
へ

乾
桜

塩

石
菖

右
水
五
升
入
レ
二
升
五
合
煎
用

フ
ス
ペ
薬
主
治
梅
箔
骨
痛

官
沼
気
唐
矯
気
腫
-
一
ヨ
シ
辰
砂
人
参
沈
香
烏
ワ
ウ
水
銀
朱
膨

香
各
一
ナ
ヘ
ス
ミ
=
一
飽
脳
一
筆
ノ
ジ
ク
程
-
一
フ
ト
サ
モ
長
サ
モ
シ

分

分

テ
一
日
ニ
一
本
ッ
、
一
本
ヲ
三
度
ニ
タ
ク
ナ
リ
諸
薬
シ
ル
シ
ナ
キ
ニ
用

ユ
痛
ヲ
止
ム

鉄
撲

楊
梅
皮

楊
麦
散

打
痕
骨
ツ
キ
ノ
薬

小
麦
粉
一
門
等

楊
梅
皮
大
族
榔
子
中

天
花
粉

右
末
エ
シ
テ
酒
ニ
ノ
へ
用
ユ

セ
ン
ク
ツ
少

貧
ナ
ル
色
テ
肉
筋
ア
リ
甲
ヲ
ム
ケ

河
蟹
山
州
一
軒
一
側
一
区
一
日
明
ト
サ
h

テ
ツ
カ
ウ
ナ
リ

マ
キ
ノ
葉
ノ
霜
右
寄
等
分
麻
泊
テ
煉
テ
付
ナ
リ

官
ラ
ン
麦
粉
五
十
百
草
五
乾
萎
十
各
酒
エ
一
調
ヒ
用
ユ

品

明

抽

官

且

官

筋
ノ
波
ノ
方

活
楼
根

天
南
星

黄
栢

右

ロ
中
方

咽
喉
不
通
ヲ
治
ル
方
チ
サ
ノ
根
霜
ニ
シ
テ
茶
碗
ニ
入
レ
抽
出
ク
ス
リ
テ
管
ヲ

以
テ
ノ
ン
ド
ェ
吹
入
ル

舌
姉
龍
骨
紅
五
倍
子
山
い
銭
白
九
畑
山
銭
無
名
異
聞
乳
香
紅
没
薬
ト
ト

黄
栢
Ar

金
銀
花
紅
右
八
味
細
末
-
一
テ
痕
-
一
セ
子
リ
カ
ク
ル
ナ
リ

口
中
ノ
妙
法
薄
荷
結
梗
天
花
粉
浜
榔
子
各
々

等
分

舌

痴

蒲

賞
・
焼
ニ
振
カ
ク
ベ
シ

又
方
茨
花
蜜
ニ
煮
津
ヲ
去
り
疲
ニ
塗
ル
メ
リ
ロ

l
サ
ト
名
夕
日
中
諸
病
-
一

神
妙
也

錦
掌
風
薬
吋
明
石
蒜
問
問
脳
h

和
信
吋
ヶ
罰
漆
配
百
部
根
Ir

胡
淑
Ir

右
四
味
施
末
ニ
〆
火
エ
入
使
ニ
レ
薬
姻
蕪
-
患
処
ニ
何
ソ
蓋
テ
焔
ヲ
モ
ラ

サ
ス
手
洗
寸
ヲ
忌
ム

鼻
痔
問
方
石
樹
皮
枯
九
銅
緑
各
等
右
三
味
細
末
〆
鼻
中
江
付
ル

分

治
酒
帥
収
肉
持
方
連
麹
薄
荷
黄
苓

生

甘

尊

大

賞

苦

硝

山

楯

子

賞

逮

葛

根

石

膏

桔

梗

升

麻

右

十

二

味

竹

禁

三
片
入
水
煎
如

常
食
後
用
之

O
外
エ
石
膏

辰

砂

黄

速

細

末

乳

鉢

ニ

テ

摺

リ

水
ヲ
以
ト
キ
鼻
熔
付
ル
也
久
年
重
キ
ハ
百
日
中
ハ
五
中
日
軽
ハ
三
十

日
ニ
メ
効
ア
リ

治
楊
梅
療
方
加
一
鴇
一
時
家
水
ハ
舛
ニ
テ
計
ベ
シ
回
生
湯
白
夜
苓
白
有

薬
川
湾
問
五
甘
山
ナ
ト
当
帰
阻

右
何
モ
中
御
ニ
・
y
包
袋
男
子
賞
鶏
雌
女
子
ハ
貧
鶏
雄
ヲ
用
取
毛
切
-
一
首

尾
-
ヲ
去
腸
右
ノ
布
袋
ニ
薬
ヲ
包
入
鶏
腹
以
糸
縫
瓶
ニ
テ
煎
也
水
ハ
二

舛
五
合
入
二
舛
エ
煎
シ
ツ
メ
二
日
エ
靭
昼
晩
三
度
エ
用
但
一

一舛
ヲ
一
日

三
渡
-
一
周
也
則
一
審
煎
シ
也
二
番
煎
ヨ
リ
山
帰
来
一
斤
割
三
右
ノ
鶏
薬

181 



ト
一
同
ニ
入
煎
也
水
二
舛
五
合
入
二
舛
ニ
煎
二
日
エ
服
用
也
三
番
ハ
水

二
舛
五
合
入
一
一
舛
五
合
煎
二
日
ニ
分
ケ
用
四
番
ニ
水
二
舛
五
合
入
一
舛

-
一
煎
一
日
用
ナ
リ
総
テ
七
日
-
一
周
ユ
ル
寸
也

蹴
一
肌
散
文
何
繍
間
後
酒
灼
宗
同
県
抽
同
人
参
開
ハ
掛
川
ル
卯
i
r
J

明

間

延

胡

索一九
A

江主ッ

安

神

散

山

薬

夜

苓

ま

夜

神

遠

志

M-
一
結
梗
参
畑
一
木
香
何

辰
砂
か
甘
州
少

右
末

-7ノ
温
水
ニ
テ
送
下
本
方
加
麻
香
名
妙
効
散

益
中
散
方
干
明
鑑
遺
精
門
治
池
潟
ノ
聖
薬
也

白
ポ
一
際
皮
有
薬
荻
苓
各
五
甘
一

匁

匁

右
為
末
温
水
ニ
テ
服
ス
夏
月
白
木
半
減

香
蘭
闘
散
治
震
乱
吐
潟
身
体
困
倦
頭
重
煩
渇
自
汗
香
鷲
十
厚
朴
五

脈
浮

一匁

匁

夜
苓
白
馬
豆
陳
皮
姉
三
甘
草
保

骨
ヲ
折
ル
ノ
、
赤
金
粉
当
帰
末
右
等
分
担
溺
テ
服
ス
又
忍
冬
煎
汁
又
ハ

四
物
湯
ノ
煎
汁
ニ
テ
モ
服
シ
テ
ヨ
シ

第
二
八
二
号
文
書

伊
東
流
早
鑓
表
之
箇
条

伊
東
流
早
鑓
表
之
箇
条

指
合
之
錨

鍔
破
之
鎚

眉
間
落
之
鑓

捨
鑓

小
車
之
鑓

腕
抜
之
段

錨
留
之
鎚

182: 

ロ
イえ以

上

陰
之
筒
条

種
々
之
錨

柄
砕
之
鎚

人
分
上
之
錨

浪
分
之
鑓

悌
之
鎚

履
返
之
鎚
秘
伝

七
重
鎮
之
鑓

以
上

段

中

叙
縛
之
錯

乱
頓
之
鎚

乱
職
之
鑓

盤
石
通
リ
之
鎚

岩
砕
之
鑓

手
伝
之
鑓
、

細
煙
之
錨

以
上



外

之

物

左
巴
之
鑓

右
巴
之
鑓

打
仕
組

仕
打
叙

目
付
之
位

詰
ル
位

手
之
内
位

打
処
之
位

勝
手
利
有

無
之
位

以
上

摩
利
支
尊
天

以
上

伊
東
紀
伊
守
入
道
佐
忠

落
合
長
門
守
虎
正

ハ
マ
マ
)

高
木
形
部
左
衛
門
昌
盛

谷
口
次
右
衛
門
直
能

谷
口
五
左
衛
門
始
次

小
幡
内
路
長
昌

小
幡
善
四
郎
長
宜

小
幡
跡
五
右
衛
門
長
官

矢
嶋
勘
左
衛
門
吉
倫

広
居
一
学

夢
想
之
段
壱
国
壱
人

夢
想
之
錨

壱
挺
十
丁

拾
丁
壱
挺
口
伝

夢
想
之
太
万

夢
想
之
皮
三
尺
四
寸
弐
分

鯨
先
雲
形
迄
六
寸
弐
分
也

巴
之
心
持
第
一

乱
正
之
錨

突
留
之
錨

叙
失
万

文
化
元
甲
子

六
月
廿
六
日

上
村
磯
大
殿

忠
久

(花
押
)

183 



出
版
宮
之
痛
浩
司
直
~

十
二
月
例
会
十
二
月
二
十
二
日

(土
)

於
慶
応
義
登
大
学
医
学
部
北
里
記
念
医
学
図
書
館
第
一
会

議
室

一
、
来
日
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
医
パ

l
ム
の
著
作
に
つ
い
て

蒲

原

宏

二
、
短
命
で
あ
っ
た
大
阪
会
密
局

緒
方
富
雄

三
、
佐
藤
尚
中
の

「
済
衆
録
」
自
筆
原
稿

小
川
鼎
三

以
上
の
抄
録
は
「
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
」
二
七
七
号
に
掲
載
。

当
日
、
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
開
催
。
例
年
の
通
り
、
例
会
の
あ

と
で
懇
親
会
を
行
っ
た
。

一
月
二
十
六
日

(土
)

}
-
b

於
慶
応
義
撃
大
学
医
学
部
北
里
記
念
図
書
館
第
一
会
議
室

て
町
一
病
院
と
そ
の
後

大
塚
恭
男

明
治
一
一
年
に
設
立
さ
れ
一
五
年
に
閉
じ
ら
れ
た
脚
気
病
院
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
再
三
に
わ
た
っ
て
先
学
の
方
々
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

演
者
は
当
病
院
医
員
の
一
人
遠
田
波
庵
に
つ
い
て
若
干
の
新
資
料
を
得
、
か

つ
『
脚
気
病
院
第
二
報
告
』
、
『同
第
三
報
告
』
に
基
い
て
、
私

見
を
述
べ

た
。
つ
ま
り
、
従
来
専
ら
脚
気
全
癒
率
の
数
値
に
よ
っ
て
漢
洋
医
学
の
成
績

が
論
じ
ら
れ
た
が
、
同
一
患
者
が
年
に
数
回
も
発
病
全
治
す
る
と
い
う
事
実

も
あ
る
の
で
、
全
治
な
る
も
の
の
意
義
が
比
較
的
薄
弱
で
あ
り
、
死
亡
率
の

数
値
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
で
あ
る
。
乙
の
場
合
、
全
癒
率
で
震

低
の
遠
因
が
一
転
し
て
最
高
の
好
成
績
を
得
る
乙
と
と
な
る
。
遠
因
の
麦
飯

赤
小
豆
療
法
は
の
ち
に
海
軍
の
高
木
兼
寛
の
洋
食
採
用
、
麦
飯
採
用
に
よ
っ

一
月
例
会

184 

て
そ
の
価
値
が
う
ら
づ
け
ら
れ
る
。
脚
気
を
感
染
症
と
考
え
た
石
黒
忠
惑
以

下
の
陸
軍
上
層
部
で
は
な
か
な
か
兵
食
改
変
に
ふ
み
き
れ
ず
、
明
治
一
七
年

に
堀
内
利
国
が
独
自
の
判
断
で
第
四
師
団
に
麦
飯
を
採
用
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
な
し
く
ず
し
的
に
麦
飯
採
用
に
移
行
し
て
い
く
。
日
清
戦
争
後
、
海
軍

軍
医
に
よ
る
陸
軍
兵
食
批
判
が
新
聞
に
発
表
さ
れ
、
問
題
と
な
っ
た
。
一

方
、
大
学
で
は
緒
方
正
規
が
脚
気
病
原
菌
を
発
見
し
た
と
し
、
乙
れ
を
北
里

柴
三
郎
が
批
判
す
る
な
ど
の
事
件
が
あ
る
。
青
山
胤
通
も
病
原
菌
説
で
あ

り
、
乙
の
辺
も
北
里
対
大
学
の
対
立
を
深
め
た
原
因
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
陸

軍
軍
医
森
林
太
郎
も
何
篇
か
の
論
文
を
著
わ
し
て
い
る
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
と

そ
逮
へ

、
米
食
擁
護
論
で
あ
る
。
乙
れ
に
は
鴎
外
ナ
ウ
マ
ン
論
争
に
み
ら
れ

る
愛
国
的
心
情
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
乙
の
間
に
あ
っ
て
榊
順

次
郎
は
脚
気
の
原
因
は
カ
ピ
米
で
あ
ろ
う
と
い
う
注
目
す
べ
き
説
を
だ
し
て

い
る
。
東
大
薬
理
学
の
前
教
授
浦
口
健
二
博
士
は
、
脚
気
は
ピ
タ
ミ

γ
B.
だ

け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
少
く
と
も
衝
心
脚
気
に
つ
い
て
は
質
変
米
が
関
与

し
て
い
よ
う
、
と
の
説
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
真
相
究
明
が
望
ま
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
る
意
味
で
明
治
の
歴
史
を
左
右
し
た
脚
気
問
題

を
今
の
時
点
で
十
分
に
ほ
り
さ
げ
て
み
る
必
要
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

ニ
、
字
国
川
榛
斎
の

「
逮
西
医
範
」
と

「
医
範
提
綱
」

本
講
演
は
次
号
よ
り
原
著
と
し
て
掲
載
す
る
。

二
月
二
十
三
日

(土
)

於
慶
応
義
翠
大
学
医
学
部
第
一
校
舎

て

「遊
相
医
話
」
と
森
立
之

(釈
園
)

二
、
切
手
に
現
わ
れ
た
箔

二
月
例
会

大
鳥
蘭
三
郎

蓮今
見 弁

武
爾 久



¥:1 鮫
島
近
二
著

『
明
治
維
新
と
英
医
ウ
イ
リ
ス
』

日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
導
入
の
歴
史
を
論
ず
る
場
合
、
避
け
て
通
る
わ

け
に
い
か
な
い
存
在
に
ウ
イ
リ
ス
が
あ
る
。
一
時
は
医
学
校
兼
大
病
院
(
東

大
医
学
部
の
前
身
」
の
長
と
し
て
日
本
医
学
界
の
頂
点
に
立
ち
な
が
ら
、
政

府
の
ド
イ
ツ
医
学
採
用
の
方
針
と
と
も
中
央
を
退
い
て
鹿
児
島
に
迎
え
ら
れ

た
。
し
か
し
彼
の
学
統
は
そ
の
門
人
高
木
兼
交
を
通
じ
て
現
在
の
慈
恵
会
医

科
大
学
に
及
ん
で
い
る
。

ウ
イ
リ
ス
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
地
味
な
テ
ー
マ
に
生
涯

と
り
く
ま
れ
て
き
た
故
鮫
島
近
二
博
士
の
表
題
の
遺
稿
集
が
御
令
息
の
逮
也

博
士
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
と
は
我
々
後
学
の
徒
に
と
っ
て
ま
乙
と

に
あ
り
が
た
い
乙
と
で
あ
っ
た
。

遺
稿
集
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
ζ

と
な
が
ら
著
者
の
意
志
に
よ
る
繋
理
は

な
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
同
一
の
テ
ー
マ
が
時
代
を
異
に
し
つ
つ
再
三
論

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
れ
を
読
む
と
著
者
の
学
問
の
進
め
か
た
を
ず
っ
と
辿

る
乙
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
昭
和
十
年
四
月
の
時
点
で
は
、

「
ウ
イ
リ
ス

が
横
浜
の
軍
陣
病
院
に
関
係
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
疑
は
し
い
」
と
し
て
い
る

が
、
同
年
十

一
月
に
は
、
「私
は
前
回
の
講
演
で
ウ
イ
リ
ス
は
横
浜
の
軍
陣

病
院
に
居
っ
た
事
は
確
か
な
記
録
が
な
い
か
ら
慌
し
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ

た
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
れ
ば
ウ
イ
リ
ス
が
寧
陣
病
院
に
居
っ
た
事
は
確

か
で
あ
る
」
と
索
直
に
前
説
を
撤
回
さ
れ
て
お
り
、
更
に
晩
年
の
昭
和
四
十

三
年
に
は
、
「
同
月
十
三
日
に
は
横
浜
に
軍
陣
病
院
が
設
け
ら
れ
、
ウ
イ
リ

ス
が
治
療
に
当
っ
て
い
る
。

j
a--ζ

の
病
院
の
日
記
が
先
年
東
大
医
学
部
の

小
使
室
の
棚
か
ら
偶
然
発
見
さ
れ
、
そ
の
写
本
を
私
は
秘
蔵
し
て
い
ろ
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

博
士
が
従
来
め
説
を
訂
正
さ
れ
て
点
も
あ
る
が
、
特
に
ウ
イ
リ
ス
の
東
北

戦
争
従
軍
時
の
医
業
に
つ
い
て
は
富
士
川
博
士
の
『
日
本
医
学
史
』
の
記
載

の
誤
診
を
信
頼
す
べ
き
資
料
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
と
の

訂
正
の
根
拠
と
な
っ
た
ウ
イ
リ
ス
筆
に
な
る
英
国
議
会
発
表
の

g
c
m

∞g
r

を
博
士
は
す
で
に
素
訳
を
終
え
ら
れ
「
私
は
、
乙
れ
を
、
ウ
イ
リ
ス
の
『
東

北
戦
争
従
軍
記
』
と
銘
打
っ
て
出
版
致
そ
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
も
し
こ
の
博
士
の
御
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
斯
学
の
た

め
に
一
一
層
大
き
な
貢
献
と
な
ろ
う
と
と
は
疑
い
な
い
。
御
遺
族
の
方
々
や
学

会
関
係
者
に
切
に
お
願
い
し
た
い
。

ウ
イ
リ
ス
関
係
の
論
説
、
年
表
の
ほ
か
に
、
幾
つ
か
の
随
鐙
や
短
歌
も
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
に
面
会
を
申
し
と
ま
れ
た
話
な
ど
生
前

の
博
士
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
楽
し
く
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

(日
本
医
事
新
報
社
出
版

・
非
売
品
)

へ大
国
曙
恭
男
)
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松
木
明
知
著

『北
海
道
の
医
史
』

文
化
年
問
、
ェ

ト
ロ
フ
島
で
番
人
を
し
て
い
た
中
川
五
郎
治
が

ロ
シ
ヤ
へ

位
致
さ
れ
、
ロ
シ
ヤ
で
牛
痘
種
痘
法
を
学
び
、
日
本
で
始
め
て
種
痘
に
成
功

し
た
乙
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
川
五
郎
治
の
種
痘
を
中
心
に
本

書
は
普
か
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
五
郎
治
の
事
蹟
を
克
明
に
探
査
考
証
し
て
い

る。
著
者
松
木
氏
は
、
下
北
川
内
町
の
中
川
家
と
泉
龍
寺
、
松
前
町
の
法
源

寺
、
函
館
市
の
高
龍
寺
な
ど
を
訪
ね
、
過
去
帳
や
墓
碑
な
ど
を
調
べ
て
従
来

の
説
を
正
し
、
五
郎
治
一
族
中
川
家
の
系
図
を
作
り
変
え
て
い
る
。
注
目
に

値
す
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
五
郎
治
の
生
家
は
「
小
針
屋
」
姓
で
、
裳
父
母
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
小
針
屋
佐
助
夫
婦
は
実
父
母
で
あ
り
、
「中
川
」
姓
に
な
っ
た
の

は
五
郎
治
か
ら
で
あ
る
が
、
改
姓
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た

松
前
落
、
盛
岡
務
の
五
郎
治
関
係
文
書
数
点
と
青
森
県
下
北
郡
大
畑
町
の
村

林
家
に
伝
わ
る
写
本
「
原
始
設
筆
顧
土
年
表
」
と
い
う
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
資
料
を
紹
介
し
、
文
政
一
冗
年
(
一
八
一
八
)
か
ら
文
政
五
年
(
一
八

二
二
)
ま
で
の
五
郎
治
の
動
静
を
説
明
し
て
い
る
。

五
郎
治
の
も
た
加
り
し
た
種
痘
が
本
土
に
伝
え
ら
れ
た
経
線
は
、
医
史
学
上

興
味
を
ひ
く
点
で
あ
る
が
、
ζ

の
事
を
記
し
た
貴
重
な
資
料
を
見
出
し
て
い

る
。
そ
れ
は
明
治
に
書
か
れ
た
西
宮
藤
毅
の
「
本
県
種
痘
の
沿
革
談
」
(
「
秋

田
魁
新
報
」
明
治
四
十
一
年
所
収
)
で
、
函
館
の
白
鳥
維
蔵
が
函
館
よ
り
痘

苗
を
持
っ
て
き
た
事
、
新
鮮
な
痘
苗
を
採
取
製
造
す
る
に
如
か
ず
、
と
牛
に

接
種
し
た
事
、
雄
蔵
の
種
痘
が
強
す
ぎ
て
全
身
に
発
痘
す
る
も
の
が
多
い
の

で
牛
痘
と
称
し
て
人
痘
を
接
種
し
た
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
興
味
深
い
記
事

で
あ
る
。
そ
し
て
白
鳥
雄
蔵
に
つ
い
て
も
、
函
館
市
の
称
名
寺
に
あ
る
白
鳥

家
の
墓
を
発
見
し
、
阿
部
龍
夫
氏
の
白
鳥
家
系
図
の
実
誌
を
し
て
い
る
。

ロ
シ
ヤ
か
ら
五
郎
治
が
持
っ
て
き
た

ロ
シ
ヤ
語
牛
痘
麗
容
を
馬
場
貞
由

(
佐
十
郎
)
が
翻
訳
し
て
「
遁
花
秘
訣
」
を
残
し
、
現
在
十
点
程
の
写
本
が

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
さ
ら
に
「
遁
花
秘
訣
」
よ
り
も
後
に
利
光

仙
庵
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た

「
露
西
亜
牛
痘
全
書
」
を
加
え
て
書
誌
学
的
考

察
を
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
馬
場
佐
十
郎
の
原
訳
本
に
近
い
「
遁
花

秘
訣
」
写
本
は
、
武
田
本
写
本
A

(字
国
川
格
庵
手
写
上
下
二
巻
本
)
で
あ

り
、
次
い
で
富
士
川
本
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
他
「
北
海
道
に
お
け
る
人
体
解
剖
の
事
蹟
」
で
、
米
医
エ
ル
ド
リ
ッ

デ
が
明
治
七
年
函
館
で
ロ
シ
ヤ
人
を
病
理
解
剖
し
、
ま
た
そ
の
前
ロ
シ
ヤ
の

医
師
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
が
安
政
六

t
七
年
人
体
解
剖
を
行
い
地
元
の
医
師
に
供

覧
し
た
乙
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
北
海
道
疾
病
史
」
で
は
懐
血

病
と
狂
犬
病
に
つ
い
て
述
べ

、
諸
種
の
文
献
よ
り
「
北
海
道
疾
病
史
年
表
」

を
載
せ
て
い
る
。

北
海
道
の
事
を
述
べ
る
の
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
も
、
幕
末
か

ら
明
治
年
閉
ま
で
の
「
ア
イ
ヌ
医
療
政
策
史
」
を
考
祭
し
、
明
治
三
二
年
に

制
定
さ
れ
た
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」
が
昭
和
四
三
年
に
一
部
改
正
さ
れ

た
が
、
そ
の
存
続
自
体
が
日
本
人
と
ア
イ
ヌ
人
を
区
別
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
、
と
批
判
し
て
い
る
。

本
書
に
は
以
上
の
他
に

「
松
前
の
秘
薬
」
「
室
蘭
地
方
の
医
学
史
」
な
ど

が
脅
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
足
で
探
し
た
文
献
や
資
料
を
駆
使
し
て
脅

か
れ
て
い
て
、
乙
の
本
自
体
が
貴
重
な
文
献
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

(

津

軽

舎

房

刊

)

(

蔵

方

宏

昌

)
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大
城
功
訳
、

R
・
E
-
シ
ュ
ラ
イ
オ

ッ
ク
著

『
近
代
医
学
の
発
達
ー
ー
そ

の
社
会
的
、
科
学
的
要
因
の
解
釈
|
|
』
、
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
一
月
、

A
5
版
、
三
五
O
O
円

(原
著
何
回
伺
何
回
目
一
向
岡
田
P
2
2
。
国
∞
M
M

吋『
o
n
r一時四回。

U
帽

4
0
-
。
唱
富
市
出
件
。
同
旨
。
品
。
司
居
留
。

-r宮市
・
kp
出
回
国
酔
2
1司
2
2件目。図。同

4
F

宮
市
∞
。
n

F

匝
】
恒
国
島
∞
丘
。
出
件
目
出
向
司
担
向
日
件
。
叫
岡山

岡田司。
-
4
2
y
hp
-
P
1
2凶
〉
旬

開
冨
。
M
M
F
Z暗
唱

凶

「

O
同一

F
-
9
2
)

本
書
の
原
著
は
一
九
三
六
年
に
出
版
、
四
七
年
に
増
補
改
訂
さ
れ
た
。

ζ

れ
に
基
づ
い
て
大
城
功
氏
が
『
近
代
医
学
発
達
史
』
(
創
元
社
)
と
し
て
翻

訳
さ
れ
た
。
今
回
訳
者
は
一
九
五
六
年
の
ロ

γ
ド
γ
の

〈
K
g『
Oo--ER

社
か
ら
の
増
補
改
訂
版
を
底
本
と
し
、
医
学
の
最
近
の
発
展
を
扱
う
最
後
の

二
章
を
フ
ラ
ン
ス
版
(
パ

リ
の

〉『ヨ

Eι
ハU
D
-
-
口
容
庖
)
を
併
用
し
、

全

面
的
に
改
訳
し
た
。
本
誌
の
本
文
は
約
三
九
O
頁
で
、
必
ず
し
も
年
代
記
形

式
を
踏
ま
ず
、
ト
ピ

ッ
ク
形
式
を
と
る
。

日
本
版
へ
の
序
文
、
凡
例
、
医
学
建
設
の
最
初
の
試
み
(
一
六
O
O
|
一

七
O
O
)
、
医
学
の
部
分
的
失
敗
(
一
七
O
O
|
一

八
O
O
)
、

一
七
O
O
年

以
降
の
医
学
の
立
ち
遅
れ
の
社
会
的
要
因
、
ふ
た
た
び
客
観
的
科
学
を
目
ざ

し
て
(
一
七
五
O
l
一
八
O
O
)
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
医
学
と
医
師
の
貢

献
(
一
七
五
O
l
一
八
O
O
)
、
ロマ

γ
主
義
時
代
の
科
学

(
一
八
O
O
|
一

八
五
O
)
、
医
学
と
「
基
礎
科
学
」
、
医
学

・
数
学

・
社
会
科
学

・
近
代
医
学

の
出
現
(
一
八
O
O
l
一
八
五
O
)
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
お
よ
ぼ

し
た
フ
ラ
ン
ス
医
学
の
影
響
、
ド
イ
ツ
の
近
代
医
学
(
一
八
三
O
l
一
八
八

O
)
、
医
学
と
公
衆
衛
生
運
動
(
一
八
O
O
i
一
八
八
O
)
、
社
会
的
信
頼
の

喪
失
、
近
代
医
学
の
勝
利
(
一
八
七
O
l
一
九
O
O
て
そ
の
後
の
進
歩
と

二
三
の
結
果
、
社
会
的
信
頼
の
回
復
、
精
神
病
へ
の
お
く
れ
ば
せ
の
進
撃
、

変
換
期
の
社
会
の
医
業
(
一
八
八
O
|
一
九
三
O
)
、

ア
メ
リ
カ
の
経
験
、

今
日
の
問
題
、
あ
と
が
き
(
訳
者
)
、
訳
註
、
原
注
、
事
項
索
引
、
人
名
索

ロH
J

著
者
シ
ュ
ラ
イ
オ
ッ
ク
(
一
八
九
三
|
一
九
七
二
)
は
歴
史
学
が
専
門
で
、

は
じ
め
ア
メ
リ
カ
史
を
研
究
、
第
一
次
大
戦
中
陸
箪
野
戦
衛
生
隊
に
入
隊
、

合
衆
国
陸
軍
医
学
校
に
学
ん
だ
。
後
、
ア
メ
リ
カ
の
各
大
学
で
歴
史
学
、
医

史
学
を
講
義
、

一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
、
シ
グ
リ
ス
ト
や
ウ
エ

ル
チ
で
名
高
い
ジ
ョ

γ
ズ

・
ホ
プ
キ

γ
ス
大
学
医
学
史
教
授

・
同
大
学
附
設

医
史
学
研
究
所
所
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。

目
次
か
ら
分
か
る
様
に
、

二
ハ

0
0年
代
か
ら
第
二
次
大
戦
後
の

一
九
五

0
年
代
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
医
学
史
で
あ
る
。

即
ち
医
学
革
命
以
後
の
歴
史
で
あ
る
。
本
容
は
著
者
の
経
歴
が
示
す
様
に
、

一
般
史
学
出
身
の
医
史
学
者
が
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
史
学
方
法
論
を
武
器
と
し
、

後
に
学
ん
だ
医
学
を
駆
使
し
て
な
さ
れ
た
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。
第
二
の

特
徴
は
医
学
者
評
伝
、
発
見
発
明
史
、
医
学
知
識
や
医
学
思
想
の
歴
史
に
止

ま
ら
な
い
ζ

と
で
あ
る
。
副
題
に
「
そ
の
社
会
的
、
科
学
的
要
因
の
解
釈
」

と
示
し
、
日
本
版
へ
の
序
文
に
於
て
、
著
者
は

「
本
書
で
は
、
医
学
史
の
乙

れ
ら
二
大
部
面
、
す
な
わ
ち
、
技
術
史
と
そ
の
社
会
的
、
文
化
的
背
景
と
の

あ
い
だ
の
不
断
の
相
互
作
用
に
、
解
釈
を
加
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
「
当
時
行
な
わ
れ
た
哲
学
、
関
連
科

学
、
医
学
と
医
師
に
対
す
る
公
衆
の
態
度
、
医
業
者
の
性
格
、
経
済
事
情
と

病
気
お
よ
び
医
業
と
の
関
係
な
ど
、
そ
し
て
予
防
医
学
と
公
衆
衛
生
の
問
題

が
す
べ
て
措
か
れ
る
」
乙
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
医
学
史
の
こ
の
よ
う
な
広

い
見
方
は
技
術
史
の
狭
い
見
方
に
比
べ
て
、
い
っ
そ
う
人
間
的
で
あ
り
、
い
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っ
そ
う
劇
的
で
あ
る
。
技
術
史
に
あ
っ
て
は
|
|
悩
め
る
人
間
で
あ
る
|
|

患
者
は
医
学
的
検
査
あ
る
い
は
医
業
の
た
め
に
必
要
な
、
非
人
格
的
な
「
実

験
材
料
」
と
し
て
現
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
広
い
見
方
で
は
、

病
人
は
あ
る
が
ま
ま
の
姿
|
|
希
望
と
恐
怖
を
抱
く
人
と
し
て
」
示
さ
れ

る
。
乙
ζ

に
本
容
の
も
う
一
つ
の
特
徴
の
入
間
即
ち
患
者
が
あ
っ
て
の
医
学

で
あ
る
と
い
う
著
者
の
主
張
が
全
頁
を
貫
通
し
て
い
る
。
乙
う
し
た
著
者
の

医
史
学
方
法
論
に
基
づ
く
医
学
通
史
が
年
代
記
形
式
で
な
く
ト
ピ
ッ
ク
形
式

を
と
る
ζ

と
に
な
る
の
も
大
い
に
う
な
づ
け
る
。

と
乙
ろ
で
、
本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
医
学
史
の
記
述
に
か
な
り
の
頁
を
と
っ

て
い
る
。
著
者
は
そ
の
理
由
と
し
て
、

日
本
版
へ
の
序
文
で
、
「
ま
た
合
衆

国
に
つ
い
て
も
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
流
の
科
学
と
文
明
が
行
な
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

「
お
よ
そ
一
八
七
五
年
を
過
ぎ
て
か
ら
う
ち
た
て
ら
れ
た
、
日
本

の
目
覚
ま
し
い
医
学
上
の
業
績
は
、
と
の
研
究
の
後
半
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
日
本
の
医
学
の
歴
史
と
合
衆
国
の
歴
史
と
の
問
花
、
若
干
の
類
似
点
が

あ
っ
た
。
乙
の
二
つ
の
国
で
は
、
十
七
世
紀
と
の
か
た
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
医
学

に
つ
い
て
の
一
般
知
識
は
あ

っ
た
。
し
か
し
両
国
と
も
、

一・八
七
五
年
を
過

ぎ
て
か
ら
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の
医
学
研
究
の
強
烈
な
衝
撃
に
よ
っ
て
目
覚

め
る
ま
で
は
、
近
代
医
学
の
大
中
心
地
と
な
る
ζ

と
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ

、

北
里
柴
三
郎
、
相
良
知
安
、
士
山
賀
潔
、
高
木
兼
寛
、
野
口
英
世
、
秦
佐
八
郎
、

山
極
勝
三
郎
の
業
績
と
共
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
日
本
医
学
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
が
、
お
世
辞
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。

本
文
に
続
き
、
十
一
頁
に
わ
た
る
訳
者
の
あ
と
が
き
が
あ
る
。
著
者
シ
ュ

ラ
イ
オ
ッ
ク
の
姿
を
あ
ざ
や
か
に
浮
彫
り
す
る
と
共
に
、
彼
の
医
史
学
上
の

業
績
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
本
書
の
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
、
訳
者
の
シ
ュ
ラ

イ
オ
ッ
ク
と
本
書
へ
の
傾
倒
が
掛
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
学
史
に
関
す
る

邦
文
参
考
書
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
医
学
関
係
の
読
者
と
一
般
読
者
の
た

め
に
、
医
学
お
よ
び
文
化
史
の
両
方
面
に
わ
た
る
訳
注
に
三
十
頁
を
さ
い

て
お
り
、
十
四
頁
の
原
注
が
あ
る
。
最
後
に
、
大
変
細
か
い
事
項
索
引
と
人

名
索
引
が
三
十
頁
に
わ
た
っ
て
作
製
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
様
に
、
解
説
、
訳

注
、
原
注
、
索
引
が
完
備
し
て
い
る
が
、
医
史
学
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
凡

例
に
見
ら
れ
る
様
に
、
「
原
注
は
説
明
的
な
も
の
だ
け
を
残
し
、
利
用
の
困

難
な
参
考
文
献
は
す
べ
て
省
略
し
て
、
項
目
に
し
て
約
七
分
の
一
に
減
ら
し

た
」
と
・
い
う
ζ

と
が
残
念
で
あ
る
が
、
本
書
の
日
本
版
の
商
業
的
制
約
か
ら

は
致
し
方
な
い
で
あ
ろ
う
。
医
史
学
の
専
門
家
は
本
書
と
共
に
原
著
(
一
九

六
九
年
に
一
九
四
七
年
版
に
基
づ
く
復
刻
版
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ

γ
ド
γ

の
国
即時ロ
2
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
)
を
購
入
さ
れ
た
い
。

一
応
の
紹
介
を
終
り
と
し
て
、
本
容
の
一
読
か
ら
触
発
さ
れ
た
論
者
の
医

史
学
へ
の
発
言
を
さ
せ
て
い
た
だ
ζ

う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
大
学

で
は
医
史
学
の
講
座
や
研
究
所
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
は
っ
き

り
言
っ

て
正
規
の
講
座
は
殆
ん
ど
な
い
と
言
え
る
。
学
問
研
究
が
大
学
や
研

究
所
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
限
ら
れ
た
な
ら
ば
必
ず
そ
の
慈
が
現

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
正
規
の
講
座
が
出
来
て
い
け
な
い
筈
が
な
い
。
学
問

研
究
の
核
が
な
い
所
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
育
つ
余
地
は
少
な
い
し
、
シ
ュ
ラ

イ
オ
ッ
ク
の
様
な
正
規
の
歴
史
教
育
を
受
け
た
歴
史
家
出
身
の
医
史
学
者
も

現
わ
れ
な
い
。

医
史
学
は
役
に
立
つ
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
シ
ュ
ラ
イ
オ
ッ
ク
は
十
七

世
紀
か
ら
の
涜
れ
に
於
て
、
体
液
学
説
と
国
体
学
説
が
、
抗
争
の
中
に
衣
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ク
が
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
が
故
に
、
ア
メ
リ
カ
の
医
学
と
医
業
の
歴
史
、
社

会
医
学
史
を
取
扱
っ
た
と
と
は
正
当
で
あ
り
、
大
切
な
点
で
あ
る
。
現
在
、

我
々
は
健
康
保
険
を
含
め
て
社
会
医
学
の
問
題
に
突
き
当
っ
て
い
る
時
、
著

者
の
説
く
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
社
会
医
学
の
歴
史
に
学
ぶ
所
が
多
い

筈
で
あ
る
。
西
欧
医
学
史
の
日
本
人
研
究
者
が
少
な
い
現
状
は
日
本
医
学
史

研
究
者
の
視
野
を
狭
く
し
て
い
る
。
西
欧
医
学
史
研
究
者
の
出
現
を
切
に
希

望
し
、
西
欧
生
物
学
史
家
の
医
史
学
界
へ
の
取
り
込
み
の
努
力
を
期
待
し
た

既
に
発
表
さ
れ
た
本
書
に
対
す
る
書
評
の
中
に
は
、
本
書
が
医
学
の
社
会

史
で
あ
る
所
に
力
点
を
置
い
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
医
学
研

究
の
歴
史
(
技
術
史
)
が
あ
っ
て
と
そ
、
社
会
史
的
研
究
も
出
来
る
と
い
う

見
方
も
あ
り
得
る
。
シ
ュ
ラ
イ
オ
ッ
ク
は
優
れ
た
医
学
技
術
史
と
基
礎
科
学

史
(
生
物
学
史
を
含
む
)
の
素
養
の
上
に
社
会
と
の
関
連
を
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
の
通
読
に
よ
っ
て
知
'
り
さ
れ
る
。
科
学
的
基
盤
の
な

い
環
境
論
や
公
害
論
が
政
治
的
、
感
情
的
で
あ
り
す
ぎ
て
、
害
に
な
る
場
合

も
あ
る
様
に
、
偏

っ
た
医
学
史
に
も
問
題
が
あ
る
。

と
と
ろ
で
、
訳
者
大
城
功
氏
も
医
学
部
出
身
者
で
な
い
が
、
前
訳
書
を
ふ

ま
え
て
今
回
の
訳
書
に
於
て
、
立
派
な
翻
訳
を
示
さ
れ
た
。
日
本
の
医
史
学

界
、
医
学
界
、
そ
し
て
非
医
業
者
の
視
野
の
広
が
り
ゃ
深
ま
り
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
を
乙
こ
に
感
謝
す
る
。

を
変
え
て
現
代
に
至
る
ま
で
の
医
学
思
想
の
中
に
現
れ
、
行
き
づ
ま
っ
た
医

学
の
状
況
を
そ
の
時
々
に
打
破
し
て
来
た
と
し
て
い
る
。
乙
の
視
点
は
大
変

面
白
い
。
彼
は
歴
史
の
流
れ
で
の
色
々
な
思
想
や
事
件
を
肯
定
と
否
定
の
両

面
か
ら
見
て
い
る
。
乙
れ
も
彼
の
史
観
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
偏
っ
た
極
端

な
視
点
と
主
張
の
人
逮
に
と
っ
て
は
生
ぬ
る
い
が
、
乙
の
様
な
見
方
が
現
代

医
学
の
医
史
学
的
側
面
で
の
評
価
に
大
切
な
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ラ
イ
オ
ッ
ク

は
本
書
で
積
極
的
に
医
学
の
今
日
と
将
来
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
十
八
世

紀
の
体
系
学
者
の
評
価
の
肯
定
、
体
液
学
説
の
肯
定
が
、
病
人
と
病
気
の
不

分
離
や
体
全
体
と
し
て
の
病
気
と
い
う
概
念
の
現
代
化
の
理
解
に
つ
な
が
る
。

中
国
医
学
の
近
頃
の
再
評
価
も
、
乙
の
視
点
か
ら
は
う
な
づ
け
る
も
の
が
あ

る
。
実
験
科
学
者
と
科
学
史
の
場
合
と
同
様
に
、
医
学
者
と
医
業
者
の
歴
史

的
な
自
分
の
立
つ
位
置
の
確
認
は
少
な
く
と
も
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い

.刃

科
学
史
の
分
野
で
は
、
日
本
科
学
史
の
研
究
者
よ
り
は
西
欧
科
学
史
の
研

究
者
の
方
が
多
い
。
し
か
し
、
医
史
学
の
分
野
で
は
、
私
の
見
る
所
、
西
欧

医
学
史
研
究
者
は
非
常
に
少
な
い
。
と
れ
は
職
業
的
な
医
史
学
者
の
存
在
が

許
さ
れ
な
い
現
状
か
ら
見
れ
ば
、
う
な
づ
け
る
が
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
医
学
史
の
研
究
も
比
較
医
学
史
的
研
究
法
が
必
要
で
あ
る
し
、
江
戸

中
期
以
後
の
歴
史
は
西
欧
医
学
の
移
入
、
西
欧
流
医
学
の
実
施
で
あ
る
ζ

と

を
考
え
れ
ば
、
西
欧
医
学
史
の
研
究
は
絶
対
に
必
須
で
あ
る
。
医
史
学
会
で

の
発
表
に
は
、
そ
の
努
力
や
視
点
の
欠
け
た
研
究
発
表
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

点
で
、
第
日
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
の

ロ
イ
エ
シ
ダ
イ
ク
女
史
の
「
バ
ロ

ッ
ク
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
書
(
い
わ
ゆ
る
革
新
解
剖
学
)
、
そ
の
内
容

と
表
現
」
の
講
演
は
新
鮮
で
あ
り
、
学
ぶ
所
が
多
か
っ
た
。
シ
ュ
ラ
イ
オ
ッ

(
矢
部
一
郎
)
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日
本
医
史
学
会
々
則

第

一
条

本

会

は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な-っ
。

一、

年

一
回
、
総
会
を
聞
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
乙
れ
を
会
員
に
わ
か
っ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
聞
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
之
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
乙
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
三
O
O
O円
を
前
納
す
る
。
入

会
者
は
一

O
O
O円
そ
納
入
す
る
。

た
だ
し
外
国
に
居
住

す
る
会
員
は
年
額
一

五
ド
ル
と
す
る
。

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
乙
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
(
維
持
)
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額

一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ

て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、会
長
、
理
事
、監
事
、幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
准
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

玉
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、
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幹
事
若
干
名
を
お
く
か
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

だ
し
会
長
を
除
く
〉

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

(
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
〉
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
乙
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
〈
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
)
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式

原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題、

著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、

ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
心
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
乙
と
砂

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
沓
き

(た

の
乙
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が

行
な
う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
乙

と
も
あ
る
。

著
者
負
担

表

題

、
著
者
名
、
本
文
(
表
、
図
版
等
を
除
く
〉
で
五

印
刷
ぺ

l
ジ

(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
)
ま

で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ぺ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校

正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

月リ

刷

別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先

東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
て
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
会

編
集
委
員

大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
半
幸
一
-
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日

本

医

史

学

会

役

員

氏

名

(
五
十
音
順
)

理

事

長

会

長

常
任
理
事

会
計
監
事

理

事
赤

松

金

芳

今

回

見

信

大

矢

全

節

佐

藤

美

実

鈴

木

勝

戸
苅
近
太
郎

矢

数

道

明

事
大
塚

谷
津

幹

宗石緒小
田原方川

三恭
雄男

富鼎
一明雄三

阿
知
波
五
郎

内
山

孝
一

緒

方

富

雄

杉

靖

三

郎

中

野

操

吉

岡

博

人

酒
井

大
鳥
繭
三
郎

シ

ヅ

和三津鈴漏 大 石
田木崎木原塚川

杉
田

日
本
匡
史
学
会
評
議
員
氏
名

(
五
十
音
順
)

.~ II 大大大岩石青赤
島滝矢康 治川 木松

+旬紀全 敬勇光一金
二 雄 節節一昭郎芳

著書 萩 緒大内今石安
療島方塚 山市 原芸

四宮 恭孝 正 基
宏郎維男一義明雄

阿
知
波
五
郎

石
閏
憲
五
口

今

回

見

信

大
鳥
蘭
三
郎

王

丸

勇

小

川

鼎

三

片

桐

一

男

金

誠

清

松
正孝正敬光
系 栄 道 夫 宏節昭

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎
酒
井
シ
ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

清

水

藤

太

郎

杉

靖

三

郎

杉

田

崎

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

宜

民

瀬

戸

俊

一

関

根

正

雄

宗

回

一

高

木

圭

二

郎

高

山

担

三

田

中

助

一

津

崎

孝

道

津

田

進

三

筒

井

正

弘

土

屋

重

朗

戸

郊

近

太

郎

中

泉

行

正

中

川

米

造

中

沢

修

中

西

、

啓

中

山

沃

長

門

谷

洋

治

中

野

操

服

部

敏

良

宿

島

義

一

藤

野

恒

三

郎

本

間

邦

則

富

士

川

英

郎

古

川

明

丸

山

博

松

木

明

知

三

浦

豊

彦

三

木

栄

三

廼

俊

一

谷

津

三

雄

山

形

倣

一

矢

数

道

明

山

下

喜

明

山

田

光

胤

安

井

広

吉

岡

博

人

和

田

正

系

以
上

昭
道

編

集

後

記

物
価
高
騰
の
波
が
本
誌
に
も
押
し
寄
せ
て
き

て
、
そ
れ
を
い
く
ぶ
ん
で
も
押
え
る
た
め
に
先
号

よ
り
紙
質
を
上
質
紙
か
ら
中
質
紙
に
変
え
た
。
写

真
の
鮮
明
度
が
い
く
ぶ
ん
落
ち
る
が
、
ど
辛
棒
い

た
だ
き
た
い
。

本
年
度
か
ら
雑
誌
の
刊
行
日
を
一
月
、
四
月
、

七
月
、
十
月
末
日
と
変
え
、
目
下
、
刊
行
自
に
で

き
る
だ
け
近
づ
け
て
発
刊
し
た
い
と
努
力
し
て
い

る
が
、
い
ま
一
怠
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

本
誌
に
載
せ
た
原
著
の
う
ち
、
小
川
県
三
、
片

桐
一
男
、
樋
口
誠
太
郎
、
大
塚
恭
男
の
各
氏
の
発

表
は
か
つ
て
関
東
地
方
の
例
会
で
発
表
し
た
も
の

に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
関
東
地
方
の
例
会
は

八
月
と
総
会
の
開
催
月
を
除
い
た
月
の
第
四
土
曜

日
に
開
催
し
て
い
る
。
例
会
通
知
は
目
下
、
出
席

可
能
を
条
件

K
入
れ
て
関
東
地
方
に
限
っ
て
発
送

し
て
い
る
が
、
例
会
通
知
を
欲
し
い
方
は
学
会
事

務
所
宛
に
そ
の
旨
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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Genitsu Tsuruta 鶴田元i急

Ichu Nakanishi 中西惟仲

Kansei 究政
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Who was first to recommend prohibition of 

Ch'intαi and Sαnl~i， Yoshimasu or Kaga wa ? 

“Todo Yoshimasu's Organon on Medicine" (1-dan) was originally-

edited by Genitsu Tsuruta， one of the pupils of Yoshimasu， 1747 with--

out being published. Afser the earlier death uf Tsuruta， 1chu Nakani-

shi， another pupil of Yoshimasu， revised the manuscript of Tsuruta占

adding two paragraphs and the complete manuscript was brought to. 

the publisher in 1759. The passage in question is a part of the manu-

script of Tsuruta. On the other hand，“On Midwifery" (San-ron) by 

Genetsu Kagawa was published 1766. 

1n the paragraph 178 of “Okinagusa" there is a description of-

the date 1790 (the 2nd year of Kansei) and “Okinagusa" was comple-

ted 1791. Therefore the paragraph 179 which is now in question was， 

most probably written in 1790-1791. The confinement of Mrs， Yomota 

had occurred more than 40 years bofore the parapraph was written. 

Therefore it may have been in 1745-1750. As to Genetsu Kagawa we. 

have no available materials which indicate when Kagawa first prohibi-

ted Chintai and Sanki. “Okinagusa" 0任ersus nothing about it. Kaku 

Yamawaki， one of the pupils of Kagawa， wrote in the appendix of 

“On Midwifery"， that his teacher Shigen Kagawa (Shigen is another 

name of Kagawa)， the most excellent obstetrician， had maintained his. 

repuation as the best specialist in that discipline in Kyoto throughout 

those 30 years. From this description we can suggest that Kagawa star-

ted as an obstericiari at the latest about 30 years before the publication 

of“On Midwifery" (1766)， namely， around 1736. But it is another qu-

estion when he first prohibited Chintai and Sanki. 

Conclusion 

From the above discussions the following can be concluded: 1t 

is not clear who made the earlier pronouncement against Chintai and 

Sanki， Yoshimasu or Kagawa. Also unclear is whether each came to the' 

idea independently， or the one was inftuenced by the other， or they were' 

equally inftuenced by an unknown third person. But as regards the do. 

cument in which their assertion was given，“Todo Yoshimasu's Organon.. 

on Medicine" (written 1747， published 1759) is prior to“On Midwifery"" 
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:prohibited her to lean on the chair in question， and instructed her to 

lie as usual only with a pillow a little bit elevated. 1n spite of the 

白rstbirth of a relatively old woman， she did not experience any suf-

fering and lived in good health up to more than 60 years of age. The 

.child grew to adulthood and married. She is now over 40 years old. 

After this rumor had been spread in the city， it gradually increased 

those who sent their wives in pregnancy to Yoshimasu， and they were 

:always satisfied. His treatment differed from those of other physicians 

1n every respect. His methods were simple and e任ective.Therefore he 

'soon became one of the most famous physicians of the Koho-ha school. 

Yoshimasu always said，“What 1 do differs from what other physicians 

-do. So， people can hardly comprehend my methods and hesitate to send 

patients. After patients have been treated by several physicians without 

もuccess，they come to me to ask for treatment. It is therefore usually 

very difficult to cure them. But it happens that one or two such severe 

.cases are cured." 1 think， his success in curing such a patient is more 

:admirable than the success of other physicians in curing several ordi-

nary patients. Yoshimasu's knowledge in medicine and materia medica 

was profound. He deservely ranked as the highest authority in these 

fields after the death of Gentatsu Matsuoka and Genko Hori. The go-

V巴rnmentalauthorities often asked him questions， to which he always 

:answered explicitly. Later he became a court physician to the Minister 

くU-daijin)Kazan-in. He died in the period between Meiwa and Anei 

(1n reality he died in the 2 nd year of the Anei period). His profession 

孔.vassucceeded to by his son who was also called Shusuke. 

Now， 1 would like to mention another doctor named Genetsu Ka-

:gawa who lived in 1kkancho street in Kyoto. He belonged to another 

'school， but he shared with Yoshimasu in the attitude against the above 

:given two conventional obstetric precedures. He was a specialist in ob-

stetrics and did not treat other diseases. When he worked with women 

:in confinement， he tucked up his sleeves and the bottom of his Kimono 

，the same as midwives. So， people called him the midwife-doctor.)) 
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the final decision of the most proper treatment in each clinical case) 

。fthe given patient to make successful treatment. The maternity belt 

bas never been used in China. It is said that the Empress Jingu used 

it. But it was an exceptional case. She was just at the front of the 

]apanese-Korean War when she was pregnant. She was therefore com-

pletely clothed in armor. " 

An essay of Teikan Kanzawa refering to 

the activities of Yoshimasu and Kagawa 

In the paragraph 179 of “Okinagusa" (Okinagusa is a plant's 

name， but it means also memoranda of an old man)， a work of Teikan 

Kanzawa (1710-95)， the author wrote an interesting story. This story 

has hitherto not attracted the attention of specialists in medical histo-

ry. The story is as follows: 

((Among the physicians belonging to the school of Koho-ha (li-

terally the school of older formulas， in the reality， however， a group 

'Uf medical reformists aiming at empirical or experimental medicine. 

asserting the “Return to Chang Chung-ching"， the author of “Shang-

ban lunづ， which 1 previously mentioned， Saijiro Matsubara and Shu-

'suke Yoshimasu (Shusuke is another name of Yoshimasu) were my 

friends in playing the game of Go. Especially Yoshimasu was my 

intimate friend. He was earlier called by name Doan. At the end 

.of the period Kyoho (1916-36) he came from Hiroshima to Kyoto， 

.counting his countryman Keizan Hori， a scholar of confucianism， to 

make practice in medicine. Hori introduced Yoshimasu Mr. Yomota 

who was a neighbour of mine. Therefore 1 saw Yoshimasu very often. 

Mrs. Yomota suffered from severe nervousness and she had no child 

in her 18 years' married life. Yoshimasu treated her and after curing 

her nervousness he succeeded to bring her a child in her 35 th or 36 th 

'year. Mrs. Yomota was going to take the maternity belt in the 5 th 

month of pregnancy， but Yoshimasu did not allow her to use it saying 

，that such a conventional custom was not useful but harmful. Her 

family did not understand him， but Mrs. Yomota， being convinced 

。fthe ability of Yoshimasu， followed him. On the expected date 

色hegave birth to a child without any difficulties. Yoshimasu further 

:197 ( 2 ) 



Todo Y oshimasu and Genetsu Kagawa， their 

attitude to two conventional obstetric procedures 

Chintai (use of the maternity belt) and Sanki 

(use of the special chair for women in confine-

ment) 

by 

Yasuo OTSUKA 

Introduction 

Todo Yoshimasu (1702-73) and Genetsu Kagawa (1700-77)， twU' 

famous contemporary physicians， had many traits of character in 

common， namely; 1) they learned medicine not from famous physicians. 

as was usually the case， but mostly by themselves， 2) their opinions. 

on medical practice were full of originality， and 3) they practiced in 

Kyoto， attaining the greatest fame of that time. 

It is well known that Genetsu Kagawa recommended restraining 

his patients from Chintai (using a maternity belt after the 5 th month 

of pregnancy) and Sanki (keeping women in confinement in a fixed. 

posture with a specially designed chair) in his work “On Midwifery" 

(5an-ron). But it has soldom been mentioned that the same opinioI1l 

was held also by Todo Yoshimasu. 

In “Todo Yoshimasu's Organon on Medicine" (I-dan) Yoshimasu' 

says，“ Obstetric procedures are different according to the place. What 

is harmful should be avoided and only what is useful should be carried 

out. One should not adhere to any custo'ms of the region that may be 

harmful to avoid possible complications. Women in confinement get 

easily tired， they want to sleep and lie comfortably. In Kyoto， how-

ever， they are not allowed to do so for several days after the birth. 

This is very bad. If patients suffer from eclampsia， most physicians: 

used to treat them with formulas containing Ginseng radix and Astra. 

gali radix. What a foolish thing! We should負rstdetermine the 5ho. 

(the diagnostic measure of Chinese traditional medicine provided by the 

integration of patients' complaints and physicians'日ndingsto serve for 
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